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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（村上和子君） 御出席、誠に御苦労に存じ

ます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、令和３年第３回上富良野町議会定例会

を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（村上和子君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（深山 悟君） 御報告申し上げます。 

 本定例会は、９月１０日に告示され、同日、議案

等の配付を行い、その内容につきましては、お手元

に配付の議事日程のとおりであります。 

 監査委員から例月現金出納検査結果報告、教育長

から令和２年度上富良野町教育委員会点検・評価の

報告、議会運営委員長から所管事務調査報告があり

ました。 

 町長から本定例会までの主要な事項について、行

政報告の発言の申し出があり、その資料として、行

政報告とともに、令和３年度建設工事発注状況を配

付しましたので、参考に願います。 

 また、選任第１号常任委員の選任について、選任

第２号議会運営委員の選任について、議案第１６号

副町長の選任について及び議案第１７号教育委員会

委員の任命については、明日１６日に配付の予定で

あります。 

 本定例会までの議会の主要な行事は、お手元に配

付の議会の動向のとおりであります。 

 最後に、本定例会の説明員につきましては、町長

以下関係者の出席を求め、別紙配付のとおり出席し

ております。 

 以上であります。 

○議長（村上和子君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（村上和子君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定に

より、議長において、 

     ９番 佐 藤 大 輔 君 

    １０番 今 村 辰 義 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 議会運営委員長報告 

○議長（村上和子君） 日程第２ 議会運営委員長

報告を行います。 

 本定例会の会期日程等の議事運営に関し、審議・

決定した内容について、議会運営委員長の報告を求

めます。 

 議会運営委員長、米沢義英君。 

○議会運営委員長（米沢義英君） ただいまから議

会運営委員会の報告を行います。 

 令和３年度第３回定例会の議事運営等について、

審議・決定した内容を御報告いたします。 

 本定例会に提出の案件は、町長から提出の議案１

７件及び報告案件１件、議長からの提出の選任案件

２件及び報告案件３件、議員から提出の発議案件５

件であり、去る８月２５日、９月８日に議会運営委

員会を開き、付議事件、会期及び議事日程等の審議

並びに本定例会までに受理しました１０件の陳情、

要望の取り扱いについて審議をいたしました。 

 その結果、１０件の陳情、要望については、所管

の常任委員会で審議し、３件については採択とし、

意見書を発議することといたしました。 

 また、町の一般行政についての質問について審議

いたしました。 

 ９月１日正午までの通告期限までに、金子益三議

員外４名の議員から通告がありましたので、質問の

順序は、先例により通告書を受理した順で、本日１

５日に５人が質問を行うことといたしました。 

 質問の要旨は本日配付のとおりであり、方法等

は、上富良野町議会会議規則及び上富良野町議会運

営に関する先例に基づいて行うことになりますの

で、活発な議論をお願いいたします。 

 これらの状況を考慮し、９月定例会の本会議の会

期については、提出案件の状況などを検討した結

果、本日から９月１６日までの２日間と決定いたし

ました。 

 以上、議会運営委員会での結果を御報告申し上げ

ましたが、本定例会の議事運営が円滑に行われます

よう、よろしくお願いいたします。 

 以上、報告とさせていただきます。 

○議長（村上和子君） 以上をもって、議会運営委

員長報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第３ 会期の決定について 

○議長（村上和子君） 日程第３ 会期の決定につ

いてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 
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 本定例会の会期は、本日から９月１６日までの２

日間といたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日から９月１６日までの２日

間と決定いたしました。 

────────────────── 

◎日程第４ 行政報告 

○議長（村上和子君） 日程第４ 行政報告を行い

ます。 

 本定例会までの主な行政執行の経過について、町

長から報告の申し出がありますので、発言を許しま

す。 

 町長、斉藤繁君。 

○町長（斉藤 繁君） 皆さん、おはようございま

す。 

 また、早朝より多くの方、傍聴いただきましてあ

りがとうございます。今定例会もどうぞよろしくお

願いいたします。 

 さて、行政報告のほうをさせていただきたいと思

います。 

 議員各位におかれましては、公私ともに何かと御

多用のところ、第３回定例町議会に御出席いただ

き、誠にありがとうございます。 

 それでは、去る６月定例会以降における町政執行

の概要について報告させていただきます。 

 初めに、基地対策関係についてでありますが、上

富良野町基地対策協議会による令和４年度の防衛施

設周辺整備対策に関する要望として、６月２５日に

北海道防衛局北部方面総監部に対し要望を行い、７

月５日から６日には、防衛省及び関係国会議員に対

し中央要望を行ってきたところであります。 

 また、７月２７日には、北海道基地対策協議会と

して、防衛施設周辺整備対策に関する要望を、新型

コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、オンラ

インにより防衛省に対し要望したところでありま

す。 

 次に、日本ジオパークネットワークへの新規加盟

申請についてでありますが、８月中旬に予定してお

りました現地調査が新型コロナウイルス感染症に伴

う緊急事態宣言の発令により１０月に延期となりま

した。このことから、年内の日本ジオパーク委員会

の審査委員会には間に合わないこととなりました

が、来年１月に開催される委員会での審査を受け、

年度内に認定されるよう取組を進めてまいります。 

 次に、夏のイベント関係についてでありますが、

一昨年まで開催していた「花と炎の四季彩まつり」

に代わり、町が事務局を担う運営委員会を立ち上

げ、準備を進め、７月１０日から１８日までの９日

間、日の出公園を会場に「ラベンダーフェスタかみ

ふらの２０２１」と称し、開催したところでありま

す。 

 新型コロナウイルス感染症対策のため、飲食や密

集するプログラムは行わず、ラベンダーのライト

アップと花火大会などをオンライン配信と組み合わ

せて行ったところであり、９日間で町内外から７,

８００人の方々に御来場いただき、日によっては渋

滞が発生し、本年度整備した常設駐車場も満車とな

るなど、一部で支障を来す場面も見られたところで

あります。 

 ライトアップについては、好評を得ておりますこ

とから、改めて、本町が誇るラベンダーの潜在的価

値と地域経済への波及の可能性を認識したところで

あり、来年度以降もライトアップを中心とした、ア

フターコロナのイベントとして、運営委員会におい

て、実施に向けた協議を進めてまいりたいと考えて

いるところであります。 

 このイベントの実施に当たりまして、準備、運営

等に御尽力いただきました関係者、また、協賛いた

だいた皆様に厚く御礼申し上げます。 

 次に、特定健診等の実施状況についてであります

が、新型コロナウイルス感染症対策に努めながら、

７月５日から１６日までの日程で実施し、特定健診

につきましては９７５人の方が受診されたところで

あります。 

 また、この期間において、高齢者、若年者、かみ

ふっ子健診、国保外の被扶養者特定健診のほか各種

がん検診、肝炎ウイルス検診なども併せて実施し、

延べ２,２３７人の方が受診され、結果説明会や家

庭訪問等において、糖尿病等の重症化予防に重点を

置いた保健指導を行ったところであります。 

 また、健診会場では、管理栄養士によるインボ

ディ測定を通して、サルコペニア重症化予防に向け

た相談を実施したところであります。 

 今後も町民の皆様が自らの健康について考え、健

康的な生活を送るための健康づくり事業の推進に努

めてまいります。 

 次に、新型コロナウイルスワクチン接種について

でありますが、高齢者及び１３歳から６４歳までの

ワクチン接種を希望された方７,３５４人に対しま

して、９月４日で２回目の接種を終え、接種率は７

７.３％となったところであります。 

 なお、国ではこの９月より、令和３年１日現在の

総人口を分母とした接種率として公表することとし

ており、それでいくと本町は７０.０％となりま

す。 

 また、小学校６年生で、接種日において１２歳に
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到達された方とワクチン未接種の方で、希望される

方に対しましては、９月１３日から１６日までの４

日間、町としての集団接種を実施しているところで

あります。 

 これまでワクチンの個別接種に御協力いただいた

医療機関に対しまして、心より感謝申し上げます。 

 また、未接種者への今後の対応につきましては、

富良野圏域の自治体と連携しながら、国、道からの

指示も含めて調整してまいります。 

 次に、農作物の生育状況についてでありますが、

水稲につきましては、平年を上まわる収量が見込ま

れておりますが、７月から８月上旬の高温、降水量

不足の影響により、豆類や馬鈴薯、てん菜などで生

育の停滞が見られ、収量、品質への影響が懸念され

るところであり、既に収穫が終了している麦類につ

きましても平年を下回る収量となっております。 

 いずれにいたしましても、本格的な収穫期を迎

え、農作業の安全確保とともに、少しでも良い出来

秋となるよう期待しているところであります。 

 次に、児童・生徒のスポーツ活動等における活躍

状況についてでありますが、小学生については、上

富良野ジャガーズ野球少年団が第５０回全道少年軟

式野球大会富良野支部大会において優勝し、全道大

会に出場したところであります。 

 中学生については、２年ぶりの中体連大会が開催

され、女子バスケットボール、男子ソフトテニス、

卓球、バレーボールで上川代表決定戦に駒を進める

とともに、陸上競技では、女子の１００メートル、

８００メートル、１,５００メートルと４掛ける１

００メートルリレー、男子砲丸投げで全道大会に出

場を果たしました。 

 高校生については、第７４回全国高等学校陸上競

技対抗選手権大会において、男子やり投げの伏見洋

飛さん、女子４掛ける１００メートルリレーの梅井

悠希さんが、それぞれ入賞を果たし、福井県で行わ

れた全国大会に出場したところであります。 

 また、富良野高等学校の国本空良さん、山内貴裕

さんが、長野県で行われた全国高等学校総合体育大

会少林寺拳法大会において、男子団体演武において

３位に入賞したところであります。 

 コロナ禍の限られた練習環境の中で健闘されまし

た児童・生徒の皆さんに改めて拍手を送るととも

に、今後におきましても本町の子どもたちが各方面

で活躍いただくことを期待するものであります。 

 次に、新型コロナウイルス感染症に伴う対応につ

いてでありますが、８月２７日から北海道が国によ

る緊急事態宣言の対象地域として発令されたことか

ら、直ちに対策本部会議を開催し、８月２８日によ

り町内の公共施設について利用を休止させていただ

いているところであります。 

 次に、生活等の支援策関係では、春の緊急事態宣

言発出期間などにおける認定こども園等の登園自粛

による児童の保育料につきまして、日割り計算によ

る減免措置を実施したところであり、５月から７月

までの減免額として、４園４２名に対しまして、６

５万９,３２０円を決定し、各園、保護者の方へ通

知させていただきました。 

 また、現在発出されている緊急事態宣言期間につ

いても同様の対応を実施することで手続を進めてい

るところであります。 

 また、介護保険料については、８月末日現在で２

件、３万７,４００円の減免を実施したところであ

ります。 

 次に、町税、国民健康保険税の関係では、町税を

対象とした徴収猶予については、８月末現在、申請

はございません。また、国民健康保険税の減免につ

いては１８件、２６０万７,７００円の減免を実施

したところであります。 

 次に、町独自の新生児特別定額給付金事業につい

ては、９月９日現在で２６人分の支給を完了してい

るところであります。 

 次に、緊急経済対策の関係では、今月末までに融

資取扱期間を延長しました町独自のつなぎ融資につ

いては、今年度貸付実施分として、８月末現在、総

件数１０件、融資総額で２,３５０万円となってお

ります。 

 なお、このつなぎ融資の取扱期間については来年

３月まで延長し、対応を図ることとしたところであ

ります。 

 次に、町内中小企業の新たな取組を支援する中小

企業再構築支援事業についてでありますが、当初の

想定を上回る相談が寄せられたことから、先月１６

日付で２,４００万円を追加する補正予算を専決処

分させていただき、受付期間を来月１日まで延長し

て対応しているところであり、８月末現在で、町内

１０事業所に計画認定を行ったところであります。 

 また、観光誘客支援事業については７月から開始

したところでありますが、８月中旬から北海道全体

の感染者増加に伴い、同月２３日から割引制度を活

用した宿泊の受付を停止させていただいたところで

あります。本事業は、８月末までをキャンペーン期

間としておりましたが、予算執行状況や感染状況を

踏まえ、今後迎える秋・冬のシーズンにおいて再開

するよう観光協会と検討しております。 

 最後に、建設工事の発注状況についてであります

が、６月定例会で報告以降に入札執行した建設工事

は、９月１０日現在、件数で２４件、事業費総額２

億８,６００万３,３００円で、本年度累計で３２
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件、事業費総額４億２,１４３万５,３００円となっ

ております。 

 なお、お手元に令和３年度建設工事発注状況を配

付しておりますので、後ほど御高覧いただきたく存

じます。 

 以上であります。 

○議長（村上和子君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

◎日程第５ 報告第１号 

○議長（村上和子君） 日程第５ 報告第１号例月

現金出納検査結果報告について、監査委員より報告

を求めます。 

 代表監査委員、中田繁利君。 

○代表監査委員（中田繁利君） 例月現金出納検査

の結果について御報告いたします。概要のみ申し上

げますので、御了承を賜りたいと思います。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により執

行いたしましたので、同条第３項の規定により、そ

の結果を御報告いたします。 

 令和２年度会計の５月分及び令和３年度会計の５

月分から７月分について、検査の概要及び検査結果

を一括して御報告いたします。 

 例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

各会計の出納の収支状況は別紙資料に示すとおりで

あり、現金は適正に保管されていることを認めまし

た。 

 なお、資料につきましては、御高覧いただいたも

のと存じ、説明を省略させていただきます。 

 また、税の収納状況につきましては、１５ページ

に添付していますので、参考にしていただきたいと

思います。 

 以上で、例月現金出納検査の結果報告といたしま

す。 

○議長（村上和子君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 御質疑がなければ、これを

もって、報告第１号例月現金出納検査結果報告につ

いてを終わります。 

────────────────── 

◎日程第６ 報告第２号 

○議長（村上和子君） 日程第６ 報告第２号委員

会所管事務調査報告について報告を求めます。 

 議会運営委員長、米沢義英君。 

○議会運営委員長（米沢義英君） ただいまから報

告第２号委員会所管事務調査報告について報告いた

します。 

 次の委員会から会議規則第７５条の規定により申

出のあった閉会中の継続審査について、同規則第７

７条の規定により、別紙のとおり報告があったので

提出します。 

 令和３年９月１５日提出、上富良野町議会議長、

村上和子。 

 議会運営員会委員長、米沢義英。 

 それでは、議会運営委員会事務調査報告を行いま

す。 

 調査の結果、会議規則第７５条の規定により閉会

中の継続調査として申出した次の件について、調査

の経過及び結果を会議規則第７７条の規定により報

告する。 

 令和３年９月８日、上富良野町議会議長、村上和

子様。 

 議会運営委員会委員長、米沢義英。 

 それでは、報告いたします。 

 令和２年４月７日に議長から諮問された議会活性

化の推進について、委員会をこの間、開催し、調査

しましたので、その結果について、会議規則第７７

条の規定により、中間報告として御報告いたしま

す。 

 以下、報告書の朗読をもって報告させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 議会運営員会所管事務調査報告書。 

 本委員会の所管事務調査として、会議規則第７５

条の規定により、閉会中の継続調査として申出した

次の調査事件について、調査の経過及び結果を会議

規則第７７条の規定により報告いたします。 

 令和３年９月８日、上富良野町議会議長、村上和

子様。 

 議会運営員会委員長、米沢義英。 

 調査件名。 

 議会の会期日程等の議会運営に関する事項及び議

長の諮問に関する事項について、「議会活性化の推

進について」です。 

 調査の経過について申し上げます。 

 本委員会は、令和２年４月７日の委員会で閉会中

の継続調査事件を「議会の会期日程等の議会運営に

関する事項」と「議長の諮問に関する事項」は、議

長から具体的事件名で諮問された「議会活性化の推

進について」に決定し、「より身近で開かれた議

会」を実現するための調査を行いました。 

 令和２年１４回、令和３年１３回にわたり委員会

を開催し、調査及び活性化の取組を行ったので、そ

の結果を次のとおり報告いたします。 

 １、議会活性化推進計画策定の目的について。 

 平成２０年１２月２２日に、町の最高規範である

「上富良野町自治基本条例」が施行され、「議会の

役割と責務」が明確に位置づけられました。その
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後、様々な議会改革や活性化に取り組んできたが、

議会及び議員が活性化に向けた達成目標や進捗状況

を総体的に共有できていないという反省点を抱えて

いたことから、これからの活性化を着実に推進して

進行管理するために、全体を網羅した「上富良野町

議会活性化推進計画(以下「活性化計画」とい

う。)」を策定し、計画的に推進することを目的と

しました。 

 ２、活性化計画で議会が目指すべき姿として。 

 地方分権の施行により地方の自主裁量が高まると

ともに、議会の存在意義そのものが問われつつあ

り、「議決機関」としての積極的な議会運営が強く

求められてきている。 

 議会は、「上富良野町自治基本条例」で定めてい

る「議会の役割と責務」、「議会の運営」、「議員

の責務」に基づき、議会活性化のメインテーマを

『より身近で開かれた議会』に決定しました。その

議会活性化の基本政策を、①情報［情報公開と共

有］、②参加［町民の参加機会の拡大］、③機能

［議会・議員の機能向上］とし、議会活性化を計画

的に推進することとしました。 

 ３、活性化計画の策定についてです。 

 前述の１及び２により、別紙１の調査経過に掲げ

るとおり、本委員会及び全員協議会での審議を踏ま

え、令和２年８月２６日をもって活性化計画を策定

いたしました。計画期間は策定の日から令和５年８

月２４日までの４年間とし、評価反省を行った上

で、毎年次見直しを行うこととしました。 

 年次については、議員任期の関係から９月から８

月までを１年として管理し、１年次から２年次を前

期、３年次から４年次を後期としました。 

 表は、御覧のとおりでありますので、御高覧いた

だきたいと思います。 

 次に、第４、活性化計画の三つの柱と施策体系に

ついて報告いたします。 

 別紙２「上富良野町議会活性化推進計画の施策体

系」のとおりでありますので、御高覧いただきたい

と思います。 

 ５、総論(まとめ)。前期の取組についての反省及

び評価。 

 「上富良野町自治基本条例」を基に、議会として

初めて議会活性化を進行管理する［活性化計画」を

策定し、その計画に基づき、着実及び計画的に活性

化の各施策に取り組んできました。 

 しかしながら、活性化に必要と考える施策全てを

取り込んだため、予想以上に一つ一つの施策の審議

に時間を要したこと、さらには新型コロナウイルス

感染拡大防止により、町民からの要望意見や議会審

議の過程・結果の説明責任を果たす場である議会懇

談会が開催できなかったことなど、当初計画した２

年次２２施策について、実行計画どおりに取り組む

ことができなかった。これらの反省と全議員による

評価検証を踏まえ、後期の３年次目以降は十分な審

議日程を考慮し、施策数での進行を目指すこととし

ました。 

 令和２年８月から審議した施策は、総数４３施策

中１４施策であり、その結果は別紙３のとおりであ

ります。全ての施策を継続事業として、今後、課題

解決を行い、着実に実践していくこととしました。 

 このたび、令和３年第３回定例会において、議長

の諮問に基づき、「議会活性化計画」を初めて作成

した議会運営委員会として、第１期活性化計画前期

分の報告を行い、その審議と実践を終了し、今後、

議会運営委員会改選後の後期２年間で残りの施策の

審議と実践を進めていくことを確認いたしました。 

 いずれにしても、試行錯誤の中、議員間における

活発な審議・討議を行いながら、本町議会として初

めて活性化計画を策定できたことは、今後の議会活

動の大きな糧になるとともに、一歩前に踏み出すこ

とができることは大きな成果と確信するものであり

ます。 

 また、議会活性化や議会改革は終わりなき課題で

あり、これらの解決に当たっては、常に町民と議会

が一体となり、多様な意見やアイデアを出し合い、

地方分権時代における議会の存在意義向上のため、

さらなる活性化を推進していく考えであります。 

 なお、３ページから５ページの別紙１、調査経

過、６ページの別紙２、活性化推進計画の施策体

系、７ページから１２ページの別紙３、第１期(前

期)活性化推進の計画の令和２年度評価一覧につき

ましては、既に御高覧いただいていると思いますの

で説明を省略させていただきます。 

 なお、今後、議会活性化を進めるに当たっては、

議会としての自己変革が一層求められるものと考え

ております。 

 以上、議会運営委員会の所管事務として、議長か

ら諮問事項である「議会活性化の推進」についての

中間報告といたします。よろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（村上和子君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 御質疑がなければ、これを

もって、報告第２号委員会所管事務調査報告につい

て終わります。 

────────────────── 

◎日程第７ 報告第３号 

○議長（村上和子君） 日程第７ 報告第３号令和
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２年度上富良野町教育委員会点検・評価の報告につ

いて、報告を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（林 敬永君） ただいま上程いた

だきました報告第３号令和２年度上富良野町教育委

員会点検・評価の報告についての説明を申し上げま

す。 

 本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２６条の規定により、教育委員会は毎年そ

の権限に属する事務の点検及び評価を行い、報告書

を作成の上、議会に提出し、町民に公表するもので

あります。 

 この点検・評価の作成に当たりましては、教育に

関し、学識経験を有する教育行政評価委員３名の御

意見をお聞きし、報告書にまとめております。 

 それでは、点検・評価報告書の１ページを御覧く

ださい。 

 点検・評価の目的及び内容、議会、町民への公

表、評価の手法を記載してあります。 

 ２ページをお開き願います。 

 ２ページには、評価結果について記載しており、

令和２年度の評価対象事業は４１事業となっており

ましたが、そのうち５件については、新型コロナウ

イルス感染予防対策等に不安があることから事業を

実施することができませんでした。したがいまし

て、３６件の評価を行ったところです。 

 第３表の総合評価ですが、３６件の事業中、Ａラ

ンク評価が２１件、Ｂランク評価が１５件となり、

Ｃ及びＤの評価はありませんでした。 

 ３ページを御覧いただきたいと思います。 

 教育委員会の活動状況を３ページ及び４ページに

記載してございます。 

 ５ページ及び６ページには、参考資料を記載して

ございます。 

 ７ページ及び８ページには、教育委員会議の開催

状況と議案など、９ページ及び１０ページには、教

育委員会協議会の開催状況を、１１ページから１４

ページには、学校訪問や行事等の参加など、活動状

況を記載してございます。 

 次に、１５ページを御覧いただきたいと思いま

す。 

 学校教育班関係を一覧で記載してございます。１

０項目、１７細項目にわたります。 

 １６ページから３２ページまでにつきましては、

各事業をそれぞれ評価した内容を記載しております

ので、御高覧願いたいと思います。 

 次に、３３ページを御覧ください。 

 社会教育班関係を一覧で記載しております。 

 ９項目、２４細項目にわたりますが、このうち細

項目の青少年海外派遣人材育成事業、いしずえ大

学、女性学級、自主企画芸術鑑賞補助、スポーツ普

及活動の五つの事業につきましては、事業を実施す

ることができませんでしたので、これらを除いた１

９の細項目事業を評価してございます。 

 ３４ページから５７ページまでは、各事業をそれ

ぞれ評価した内容を記載しておりますので、御高覧

願います。 

 次に、５８ページから６１ページまでは、教育行

政評価委員会の開催と、その意見を掲載していると

ころでございます。 

 ６２ページ以降は、参考資料を掲載しているとこ

ろであります。 

 以上で、報告第３号令和２年度上富良野町教育委

員会点検・評価報告についての御説明といたしま

す。 

○議長（村上和子君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

 ４番中瀬実君。 

○４番（中瀬 実君） ７ページの教育委員会会議

の開催状況と議案等についての関係で、令和２年度

第６回、４月２８日火曜日に開催された報告案件の

中の５番目の「上富良野町いじめ問題審議会委員の

委嘱について」についてお聞きいたしたいと思いま

す。 

 この審議委員会の委嘱については、何名委嘱をさ

れているのかと。 

 それから、このいじめ問題審議委員会が何回か開

催されているのかについてお伺いいたします。 

○議長（村上和子君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（林 敬永君） ４番中瀬議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 いじめ問題審議会等の委員でございますが、現在

１５名の委員の皆さんに委嘱状をお渡しさせていた

だいてございます。 

 それと、会議につきましては、年一度、２月頃に

開催してございます。いじめ問題のアンケート調査

を行った後に、委員会のほうに御報告申し上げてい

るところでございます。 

 以上であります。 

○議長（村上和子君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって、

報告第３号令和２年度上富良野町教育委員会点検・

評価の報告についてを終わります。 

────────────────── 

◎日程第８ 報告第４号 

○議長（村上和子君） 日程第８ 報告第４号令和

３年度(令和２年度決算)健全化判断比率及び資金不
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足比率の報告について、報告を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮下正美君） ただいま上程いただき

ました報告第４号令和３年度（令和２年度決算）健

全化判断比率及び資金不足比率の報告について、地

方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１

項及び第２２条第１項の規定に基づき、監査委員の

意見をつけて御報告申し上げます。 

 議案を御覧ください。 

 令和２年度決算における実質赤字比率及び連結実

質赤字比率は生じておりません。実質公債費比率は

６.５％、将来負担比率は３６.８％となっておりま

す。 

 次に、公営事業ごとの資金不足比率は、簡易水道

事業、公共下水道事業、水道事業及び病院事業のい

ずれも資金不足は生じておりません。 

 各比率はいずれも早期健全化基準を下回ってお

り、健全段階に位置づけられるところであります。 

 以上で、報告第４号令和３年度（令和２年度決

算）健全化判断比率及び資金不足比率の報告といた

します。 

○議長（村上和子君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 御質疑がなければ、これを

もって、報告第４号令和３年度（令和２年度決算）

健全化判断比率及び資金不足比率の報告についてを

終わります。 

────────────────── 

◎日程第９ 町の一般行政について質問 

○議長（村上和子君） 日程第９ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次、発言を許しま

す。 

 初めに、５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） おはようございます。 

 私は、さきに通告いたしました２項目７点につい

て町長にお伺いをさせていただきます。 

 その前に、先ほど行政報告でもありましたとお

り、本年度、記録的な高温・小雨によりまして、我

が町の基幹産業であります農作物の作況状況を見て

まいりましたところ、先ほど報告もありましたとお

り、大変懸念されるところでございます。種芋につ

きましては、来年度の分の収穫も見込めないなど、

本当に深刻な状況がありましたこと。 

 また、このコロナ禍により、緊急事態宣言が度重

なり延長になり、我が町の商工観光業が非常に大打

撃を与えているということに関しましても、町長共

に議会といたしましても心を痛めるところであり、

一日も早く元の生活になることをお祈りしています

ととともに、コロナ禍の対策におかれまして、第一

線で頑張っていらっしゃいます医療関係やソーシャ

ルワーカーの皆様に心より敬意と感謝を表するとこ

ろであります。 

 さて、質問に入らせていただきます。 

 １点目、行財政運営及び組織機構に対する考えに

ついて、町長にお伺いいたします。 

 町長は、昨年の１２月に御就任以来、既に約９か

月が過ぎようとしております。当然のことながら

様々な思いをお持ちで、上富良野町のリーダーに手

を挙げられて、そして激戦を経て、名実ともに我が

町のリーダーになられたことに敬意を表するところ

でございます。 

 様々な改革のお気持ちを持っての挑戦、そして御

当選されましたので、ここで改めて町長の行財政運

営及び機構改革について、そのお考えをお伺いする

ところでございます。 

 １点目、我が町の行政は、尾岸元町長のときに大

きな行財政改革を行ったところでございます。それ

はまさに聖域なき行財政改革を余儀なくされ、各課

の統廃合や様々な分野での予算の見直し、最大では

約１００億円の一般会計予算が６０億円程度の予算

までの切り詰めがあったと記憶しているところでご

ざいます。 

 その当時、今現在配置されております行政のス

タッフ制が構築されたと記憶しております。 

 当時の行財政改革においては、まさにウルトラＣ

にも匹敵する改革であったと私も考えているところ

でございますが、そこで、町長にお伺いしたいの

が、現在において、スタッフ制に関して町長はどの

ようなお考えをお持ちでいらっしゃるのか、メリッ

トやデメリット、そしてまた、スタッフ制によりま

す効果・成果と、さらには弊害について、どのよう

に町長は考えているのか、お伺いいたします。 

 ２点目、ラベンダーハイツの運営について。 

 町はこの間、公設民営化や民設民営化の考えを持

たずに、ラベンダーハイツ事業につきましては、公

設公営を続けると提案をされてまいりました。議会

もその運営について、赤字部門への一般会計からの

繰り出しを行うことも議決をしております。それ

は、当時の首長でありました向山町長の特別養護老

人ホーム、ラベンダーハイツへの強い思いと、ま

た、議会といたしましても、入所されている方々の

ことを考え、やむを得ず繰り出し補助に対して理解

を示したところであります。 

 そこで、町長にお伺いをいたします。 

 町長は、今後のラベンダーハイツの運営に関しま

して、どのようなお考えをお持ちなのか、お伺いい
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たします。 

 御承知のとおり、この間、年間に約５,５００万

円を超える一般会計からの繰出金を拠出しながら運

営を行っているところであります。このような状況

をいつまで続けていかれるのか。 

 また、町長は、今後どのようにラベンダーハイツ

の黒字化に向けた運営方針を進めていくのか、お伺

いいたします。 

 ３点目、現在、農業振興課及び農業委員会につき

ましては、ＪＡふらの上富良野支所内に設置されて

おります。このことは、農業者への利便性の向上か

らということで、ワンストップサービスということ

で始まった機構改革の一つであると理解をしており

ます。 

 現在におきましては、ＪＡふらの上富良野支所も

北部エリアとして変革いたしまして、当初機構改革

が始まったときとは、ＪＡも若干さま変わりをして

いると認識しているところでありますが、そこで、

町長にお伺いいたします。 

 農業振興課と農業委員会をこのまま、外郭団体で

あります事務所の中に設置を継続していかれるの

か、また、役場庁舎に戻す考えがあるのかをお伺い

いたします。 

 併せまして、商工会や観光協会も同様な外郭団体

がございますが、それらの組織が入っております建

物の中に、この町の商工観光部門などを移設してい

く考えがあるのかをお伺いいたします。 

 ４点目は、現在、上富良野町は、町長、副町長管

理の下に、一部、水道管理者として、町長管理の部

門も併せまして、総務課、企画商工観光課、町民生

活課、保健福祉課、農業振興課、建設水道課、ラベ

ンダーハイツ、会計管理者、そして町長、副町長、

院長の管理の下の上富良野町立病院事務長、教育長

管理の下の教育振興課長、議会として、議会事務局

長、また、兼務職として、農業委員会の事務局長や

選挙管理委員会の書記長、監査委員事務局長、固定

資産審査会事務局長の合計１１課、３６の主幹、も

ちろんこれにつきましては兼務がありますが、構成

されております。 

 お聞きしたいところが、この１１課の体制で、今

現在、上富良野町の運営がなされておりますが、現

状の上富良野町の諸課題を解決するに当たりまし

て、この１１課が十分な体制であると町長はお考え

であるのかをお伺いいたします。 

 大項目の２点目につきまして、防衛省と上富良野

町のつながりについてお伺いいたします。 

 昨年、６５周年を迎えた陸上自衛隊上富良野駐屯

地と上富良野町との関係は、言うまでもなく上富良

野町のまさに命綱でもあると言えることは斉藤町長

も御理解されてることと思います。この６５年に及

ぶ力強い絆につきましては、これは一朝一夕に築か

れたものではなく、多くの諸先輩の皆様のたゆまぬ

努力の結集であり、決してなくしてはならないもの

と考えるところであります。 

 この間の過去の防衛大綱におきましても、戦車・

火砲の削減計画が上がったりしたときも、時の町長

を先頭に、富良野地方自衛隊協力会が協力いたしま

して、様々な活動を行った結果、上富良野駐屯地の

現状規模につながっていると考えるところでござい

ます。 

 そこで、町長にお伺いをいたします。 

 １点目、現在、新型コロナウイルス禍ということ

で、今までのようには、各部隊と協力会のお付き合

いがなかなかできなくなっている現状にあります。

自衛隊と地域との共存共栄をまちづくりの大きな柱

の一つとしている本町にとっては、コロナ禍である

ときではありますが、さらなる絆の深化に向けた方

策が必要と考えますが、町長はどのようにお考えを

お持ちでいらっしゃるのか、お伺いいたします。 

 ２点目、斉藤町長が就任されましてから約９か月

が過ぎようとしておりますが、この間に防衛省や防

衛関係機関への表敬、陳情・要望活動はどのように

されてきたのかお伺いいたすとともに、今後の活動

予定については、どうされていくのかをお伺いいた

します。 

 ３点目は、上富良野駐屯地は、これまで様々な部

隊の改変を繰り返しまして、現状の規模につながっ

ております。町長は、この防衛大綱や中期防衛力整

備計画に伴う動きの中で、今後の上富良野駐屯地や

上富良野演習場をどのように捉えて、その動きに対

してどういった対応をされようとしているのか、お

伺いいたします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の２項目の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず、行財政運営及び組織機構に関する４点の御

質問にお答えいたします。 

 まず、１点目のスタッフ制に対する考え方につい

てでありますが、私自身、上富良野町職員として奉

職した以降、昨年、去年の３月末まで、まさにこの

組織体制の中で職務に当たってきたところであり、

議員の御質問にもあります大きな行財政改革の時期

を経験するとともに、旧来の係制からスタッフ制へ

の移行による職責意識の変化についても経験してき

たところであります。 

 現在のスタッフ制につきましては、制度導入当時

において、極めて厳しい国、地方の財政状況を背景



― 10 ―

に職員数の適正な配置による定数管理等が求められ

ており、限られた人員の中で柔軟な行政体制を図る

ことを目的として導入されたものであります。 

 町職員から町長へと立場は変わりましたが、基本

的な組織運営体制としては、スタッフ制を維持すべ

きものと考えております。 

 なお、スタッフ制を中心とした現行の組織運営体

制については、制度移行以後一定の年数を経過して

おり、特に若い職員においては、現行のスタッフ制

度しか知らない職員が増えていることから、今年度

に入り、その運用の見直しの必要性の有無を含めた

検討を指示し、現在、職員の意識アンケート調査を

行っているところであります。それらの結果を分

析・検討した上で、見直しが必要と判断する場合に

おいては、検討するよう指示してまいりたいと考え

ております。 

 次に、２点目のラベンダーハイツの運営について

でありますが、ラベンダーハイツは、特別養護老人

ホーム、短期入所施設、デイサービスセンター、居

宅介護支援事業を担う地域福祉の拠点施設として、

介護保険制度の下に、サービスの利用状況に応じた

介護給付費収入を得ながら運営しておりますが、平

成２７年の介護報酬の減額改定や介護職員の離職等

から、利用者の受入れが低迷し、介護給付費収入が

大きく減収となり、収支がマイナスとなる経営が続

いたところであります。 

 安定的な運営体制と経営を目指し、平成３１年度

からは、民間等の介護老人福祉施設と比較し、経費

に占める割合が大きい人件費のうち、サービス収入

等によって賄うことができない部分などを一般会計

からの繰入金として補うこととしたところでありま

す。 

 このことにより、新たな介護職員を迎え入れるこ

とができ、現在は介護職員の体制も整いつつある中

で、目標に近い入所・利用で推移している状況にあ

ります。 

 このような状況を見たとき、町内唯一の老人福祉

サービスの拠点であり、前町長が地域福祉の施策に

掲げられた思いと努力を私も引き継ぎ、介護士等の

人材確保を図り、住民の皆さんの介護の不安をなく

し、上富良野町に安心して暮らしていただくための

施設として、公営による運営を継続しつつ、さらな

る経営改善に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、３点目の農業部門のワンストップサービス

につきましては、それ以前と比べ、事業を進める上

で、農業者、ＪＡ、行政間の情報伝達や情報共有は

十分に改善できたものと感じております。 

 また、ふらの農協上富良野支所の体制が、ふらの

農協北エリア上富良野事務所に令和２年度から変更

となりましたが、基本的には支所制度と大きく変わ

らず、業務や協議等に支障はないところでありま

す。 

 農業者の皆様からいただく御意見といたしまして

は、ＪＡ内に農業行政の窓口があることで、補助金

などの申請手続においても、その場で農協の営農担

当職員、金融担当職員や行政職員が一体的に対応

し、ワンストップで手続を済ませることができるよ

うになり、利便性と併せて正確、かつ効率的なサー

ビスの提供を受けられるとの評価をいただいている

ところであります。 

 また、農業行政事務においても、経営安定・中山

間・各種補助金等に係る事務並びに農業委員会の農

業者年金手続に係る協議や確認作業をワンフロアで

行えることから、農業行政推進においてもメリット

があったものと感じており、引き続き農業振興課、

農業委員会については、ふらの農協上富良野事務所

への設置を継続してまいります。 

 また、商工観光部門の移設に対する御質問であり

ますが、商工業の行政手続等で、外郭団体と一体的

に行う事務事業の量や、共に連携して行う地域活性

化の事業等を考慮していかなければなりませんが、

現在の事務所において連携を取ることで、大きな支

障がないと考えており、現在のところ商工観光部門

移設の考えは持っておりません。 

 いずれにいたしましても、事務所の場所に限ら

ず、地域の産業全体の振興をどのように考えていく

かを考慮しながら、組織機構全体の中で判断してま

いりたいと考えております。 

 次に、４点目の１１課体制に関する御質問であり

ますが、課の設置については、１点目の御質問にも

ありましたが、組織運営体制としてのスタッフ制度

とも関連しますが、スタッフ制自体が簡素で柔軟な

組織体制を目的としていることから、時限的な行政

需要への対応については、専門課長、専門主幹制度

などを運用して対応しており、現状の課設置が求め

られている行政需要とギャップが生じているとは認

識しておりませんが、今後の状況や新たな課題へ対

応することが求められた際には、現状の定数規模を

基本としつつも、柔軟な対応を図ってまいりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの防衛省と上富良野町のつながり

に関する３点の御質問にお答えさせていただきたい

と思います。 

 現在の上富良野町と陸上自衛隊との関係について

は、議員御発言のとおり、一朝一夕に築かれたもの

ではなく、多くの皆様の長年の取組によるものと捉

えており、まちづくりの大きな柱の一つとなってい

る中で、これまで様々な場面において取り組まれて
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きた皆様の活動に心から敬意を表するとともに、私

自身も町長の責務として、これまでの活動を継承

し、さらにその発展に尽くしていかなければならな

いと思っているところでありますが、昨年末の就任

時においては、既にコロナ禍の状況となっており、

今までとは違う対応を余儀なくされているところで

あります。 

 まず、１点目の地域・協力会と各部隊との絆の深

化についてでありますが、各部隊との地域との絆の

深化については、それぞれの関係者による懇談・懇

親事業の積み重ねにより醸成されてきたものと認識

しております。 

 議員御指摘のとおり、昨年２月頃から新型コロナ

ウイルス感染症の全国的な蔓延により、それまで

日々の生活で当たり前であった生活様式や経済活動

様式が変容し、今日に至っているところであり、特

に、これまで皆さんが集まるという事業にあって

は、ほぼ実施することができず、このことが当たり

前となってしまうことを大変危惧しているところで

あります。 

 なお、私の就任以降につきましては、定期的に駐

屯地司令や各部隊長との情報交換を行うなど、相互

理解を継続する取組を行っており、今般のコロナ禍

においては、やれることが限られておりますが、引

き続き絆が途切れないような取組を進めてまいりま

す。 

 次に、２点目の要望活動についてでありますが、

個々の活動については、これまで行政報告の中で御

報告させていただいておりますので省略させていた

だきますが、要望・表敬につきましては、相手方の

状況により、直接お会いできる場合は直接伺ってお

りますが、直接伺えない場合などについては、書面

またはオンラインによる要望行動を行ってきている

ところであります。 

 次に、３点目の今後の駐屯地及び演習場に対する

対応についてでありますが、まちづくりにおける駐

屯地等の現状規模堅持については大きな課題であ

り、引き続き関係団体と連携を図りながら、情報収

集・要望行動に努めてまいりますので、御理解を賜

りたいと存じます。 

 また、金子議員を初め議員各位におかれまして

も、自衛隊との共存共栄に向けた様々な取組につき

まして、引き続きお力添えを賜りますようお願い申

し上げます。 

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。 

 ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 再質問させていただきま

す。 

 まず、初めのスタッフ制について若干お伺いいた

しますが、まさに町長自身がスタッフ制に移行する

ときを御経験されたということでございます。 

 その中で、１点お伺いしたかったのは、町長御自

身として、移行された、まさに移行期間を経験され

ている町長として、現在いる体制でメリットであっ

たりデメリットであったり、また、効果の部分とい

うところをもう少し、分かれば明確に御答弁いただ

きたいと思っておりますし、職員間にアンケート調

査をされているということでございましたが、もち

ろんそれは、判断の一助とするということはいいこ

とだと思うのですが、まず、町長御自身として、こ

の体制というのは、今後どういう方向で進めたいの

かというところをもう一度質問させてください。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えいたしたいと思います。 

 スタッフ制についてですが、私自身の感じるとこ

ろ、メリット、デメリットなのですが、メリット

は、先ほども述べさせていただきましたが、行財政

改革の中で、行政がすることは変わりませんが、少

数精鋭でやらなければならない、柔軟にやらなけれ

ばならないということを、係制からスタッフ制に、

これはスタッフ制でやるしかなかったのかなと、今

思えば係制でやることはなかなか、職員数も減って

いきましたので。メリットは、少数で柔軟的に行政

需要に対応できると、これがメリットかと感じてお

ります。 

 デメリットといたしましては、特にこれは、ス

タッフ制のデザインといいますか、スタッフ制がそ

もそも持っているデメリットではないのですか、な

かなか運用について、係制からスタッフ制に移った

場合、係長という職が一応なくなって、現在では班

の主査がそれを担うように、後輩を指導したり、自

分自身が管理職になる前のいろいろな仕事を把握し

たり、そういう訓練の場といいますか、訓練の階段

といいますか、そういうものの、これはスタッフ制

そのものの欠点ではないのですが、運用について、

なかなかこの間、スタッフ制が開始されてから１８

年目になっていますが、振り返ってこなかったの

で、今申し上げたのは、私個人の職員のときの感想

なのですが、１８年目を迎えて、一度皆さんにアン

ケートを取って、ほかにいろいろな問題点がないか

ということを検証しながら、今後、進めていこうと

考えております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） ちょっと分かりづらかった

ので、申し訳ないのですけれども、いわゆる町長と

いたしまして、職員時代に経験されたときに、行財
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政改革が進む中において、人員が少ない、限られた

人員でやらなければならないということでスタッフ

制になったという考えをお持ちなのですか。私とし

ては、そのことは副次的な効果というか、もちろん

やむを得ない背景はありましたけれども、あの当時

の行財政改革がずっと続いているわけでもありませ

ん。 

 私もこの間、スタッフ制について、導入当時をひ

もときながら、思い出していろいろ調べさせても

らったのですけれども、スタッフ制の導入につい

て、そもそものコンセプト、もちろん今言ったとこ

ろも副次的なものでありますけれども、あの当時、

地方分権が叫ばれている時代でありまして、その中

で、自主自立的な行政組織の構築が求められている

ところに、施策の目標を共有するチームというか、

それに一定程度の権限を移譲していくことで、それ

らの意思決定のスピードが、階段を踏んでいくので

はなくて、意思決定をするに当たってフラット化を

図って、いわゆる課の中での、さらには班の横の連

携、自主性を促すことによって、指示待ち型から目

的・指向型への組織と改革していくことが目的とい

うことで、当時私も議会に入り立ての頃だったので

すけれども、そういった説明を受けて、なるほどな

と、分権時代においてはそういうことが必要なのだ

ということも理解したところであります。 

 一方で、今、町長がおっしゃった中に数々の、本

来であれば、パーフェクトに動けば、今言った素晴

らしいことが動いていくことなのですけれども、な

かなか過渡期においては難しいことがあったと。 

 ただ、今、町長がおっしゃられたように、１８年

間たっても、問題になっているところがなかなか解

決できないというところは、町長自身、どこに何が

あるかということはお考えでいらっしゃるでしょう

か。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 １８年間、問題が大小あって、解決に至らなかっ

たのはどこに問題があるかという御質問かと思いま

すが、やはり私自身としても、昨年の３月まで職員

として両方、係制もスタッフ制も経験してしました

が、なかなか一番の問題といいますか、一番の原因

といいますか、改善されなかったのは、やはり検証

されてこなかったというのが、最初、スタッフ制を

導入して以降、メリットといいますか、やり方も含

めて、運用も含めて検証が全体として、部分的に総

務課とか個々にはあったのかもしれませんが、全体

的に統一的に検証はされてこなかったと記憶してい

ますので、その辺が大きな課題かなと思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 導入当時戸惑いがあって、

それが延び延びになっているというような御答弁

だったのかというふうに伺いいたしますが、当然の

ことながらうまくいっている課もありましたよね。

スタッフ制を執ることによって、まさに課の中、全

体で一つの目的に向かってやっていくということも

ありましたが、一方で、残念ながらそれがちょっと

うまくかみ合わずに、忙しい部署は、物すごく忙し

い間、なかなかそれが共用してできないという、形

はスタッフ制であるけれども、従前のところである

がゆえに、責任の所在がしっかり取れないような体

制であったということもあるのではないかなという

ふうに私も感じているのですが、町長、この御答

弁、当初の中においては、基本的にスタッフ制は継

続したいということの御答弁であったと思います。 

 その中で、今、町長が数々御答弁された中におい

て、検証すると。検証することによって、変えてい

くこともあるということで理解してよろしいのです

か。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えいたします。 

 検証して変えていくというのは、スタッフ制を基

本に、検証して変えていきますので、どちらかとい

うと、運用をもっとうまくできないのか、その辺を

検証して変えていくことになると思います。スタッ

フ制はそのまま、人数的には、少数精鋭でやらなけ

ればならないというのは変わりませんので、スタッ

フ制を施行しながら運用を適切にしていくというの

が、今回の検証の方向性です。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。 

 ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 町長としては、スタッフ制

については、機構的には問題がないと、運用に問題

があるということで理解をさせていただいてよろし

いですか。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えいたします。 

 機構も、先ほど議員がおっしゃられたように、濃

淡、正直言ってあると思うのです。大きい班もあれ

ば、従来と変わらないような小さな班もありますの

で、変える必要があるのかどうかは別として、その

辺も含めて、アンケートでその辺の回答があるので

あれば、職員の中から声が出ているのであれば、そ
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の辺も含めて考えていかなければならないと思って

います。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 先がありますので進めます

けれども、ぜひいいところはいい、悪いところは悪

いというところをしっかりと検証していただいた中

で、よりよい運用をやっていただきたいと考えま

す。もちろん町長部門のところですから、余り言及

はいたしません。 

 ２点目について、ラベンダーハイツでございま

す。 

 公設公営を引き継ぐということでございました

が、前の特別委員会のときにも、町長はこのように

御答弁されていると私も記憶しております。それ

で、前町長の方針を引き継ぎということでありま

す。全国的に見ても全道的に見ても、特別養護老人

施設を公設公営でやっているところというのは１割

強ぐらいしかないです。あとは、９割近くは民間経

営ということで、それが、例えば入所されている人

に大きなマイナスがあるとか、そういったことでは

ないというふうになっております。今年度も約５,

６００万円の拠出を余儀なくされているところでご

ざいますが、これらの現状を鑑みたときに、前町

長、本当に強い強い意思で、絶対ここはついの住み

かとするのだということを何度も何度も我々議会に

答弁されておりましたので、理解をいたします。 

 どうでしょう、町長、貴重な限られた財源の中に

おいて、何が何でも民営化せということでは私はな

いのですけれども、そういった考えというものを、

選択肢の一つとしてお持ちになることはないのかを

改めてお伺いいたします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えいたします。 

 先ほどの答弁にも一部入れさせてもらったのです

が、現在のところ、ラベンダーハイツが町内唯一の

特別養護老人ホームということで、一つしかありま

せん。それで、私が思っているのは、高齢の方も介

護する方も含めて、町民の皆様が安心して、介護の

不安なく過ごしていける。そして、安心して暮らし

ていけるということが、まず何より大切なことだろ

うと思っていますので、現時点においては公設公営

ということで、前町長の意思を引き継ぐといいます

か、同じ考えでいきたいと。 

 将来的に、将来の選択肢を拘束するとか、そうい

うことは、まだ将来は不確定ですので、分かりませ

んが、現時点においては、町内唯一の特別養護老人

ホームということで、公設公営を堅持していきたい

と思っております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） そごがあると駄目なので、

私、何も特養を上富良野からなくせと言っているこ

とでは決してないですから。もちろん上富良野町の

高齢者の方で施設介護を利用しなくてはいけない人

のために、こういった介護施設というのは、これは

私は上富良野町になくてはならないものだというふ

うに私も強く信じているのですけれども、一方で、

まさに運営に関して、五千数百万円を毎年拠出して

いかなくてはいけない。計画の中において、過疎法

が通って、計画が準ずれば、ソフト部門にも３,６

００万円程度の振り分けができると言いますが、し

かしながら、それがもしなければ、もっと違う高齢

者の施策であったり、また、町長が考えられている

子育ての施策であったり、また、ほかのいろいろな

ソフトにも振り分けることも可能であるというふう

に思っているのです。 

 何度も繰り返しになりますけれども、特養をなく

せと言っていることではございません。上富良野町

がわざわざ、そういった一般会計から多額の繰り出

しを拠出しながらも、公設公営化という道を長く進

んでいかざるを得ない、大きなファクターという

か、理由というのは、町長の中で何がそこを公設公

営化にさせるのかというところを、いま一度お伺い

させていただきます。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えいたします。 

 私も上富良野からなくせとか、そういう意味では

なくて、現状においては、ラベンダーハイツが唯一

の施設であるということで、将来的にこの施設を民

営化とか、そういう選択肢もあるのではないかとい

う趣旨の御質問だと思いますが、民営化云々は、将

来分かりません。分かりませんといいますか、どう

なるか、どういう形態になるのか、どういう方がや

るのか分かりませんし、それについてどうこう言う

のはなかなか難しいことであります。条件等いろい

ろ将来の畏怖のことですので、何でもかんでも公設

公営という意味ではなく、現時点では公設公営と、

これだけは私の方針でありまして、将来的なことに

ついては、まだ答弁はなかなか難しいのかなと思っ

ております。 

○議長（村上和子君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 分かりました。これにつき

ましても、町長の執行方針でありますから、余りと

やかく言うことではないかなと。ただ、財政的な部

分を考えたり、安定的な介護運営をしていく上で、
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一つの選択ソースであるかなというふうに考えると

ころでございます。 

 ３点目のＪＡの部分であります。 

 ＪＡのところを残すということ。私も理解できま

した。それはよしとするところでございます。農家

の皆さんにプラスになることですから。 

 一方で、商工観光はどうなのでしょうという答弁

に聞こえたのですけれども、商工観光については、

農業ほど一体化してやる、事業量が少ないから、そ

こは一緒にしなくてもいいという御答弁だったのか

と思うのですけれども、私としては、同じ上富良野

町の柱の一本でもありますから、ぜひ連携というの

は必要不可欠かなというふうに思っております。

今、町が進めている各観光事業があります。泥流地

帯の映画化であったり、ロケサポであったりとか、

もちろんジオもそうですし、新型のイベント等も、

新たな上富良野の起爆剤となっていく上において、

そういったところも大事ではないかというふうに、

これ私の個人的な考えなのかもしれませんけれど

も、そういうふうに思うものですから、町長として

は、商工観光部門についてどのようにお考えか、も

う一度お伺いいたします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えいたします。 

 農業部門において、連携の量が多いと言ったつも

りは全くございませんで、量については、商工観光

についてもそれなりに重要な事業をやっていると思

いますが、農業の部門で言った意味は、事業の経営

体といいますか、農業に関しては、国の農水省の交

付金、補助金などを基に、農協と行政と農業者が一

体となって取り組む事業も結構ありまして、量とい

うより質といいますか、形態がワンストップで一緒

に事業所でやったほうが効率がいいということで、

今の形態になっておりまして、商工観光について

は、もちろん共に町の商工観光を推進していかなけ

ればならないのですが、形態としては、特に事務所

が一緒でなくても、一緒であれば確かに物理的な距

離は縮まるのですが、特に、事務所が別であっても

距離的なものを、物理的なものを克服していけば、

一緒でなくても、今の現状のままでいいのではない

かという判断で答弁させていただきました。 

○議長（村上和子君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 農業部門はいいです。それ

は理解しています。 

 ただ、商工議員として、商工観光も国と各分野と

町と連携してつないで、商工会なり観光協会が受皿

を、当然農業とは、補助金の多寡は別かもしれませ

んけれども、やることというのは私は一緒だと思う

のです。量というか、事業の内容が、私としては、

国のしっかりとした補助金なり手続があって、それ

が町が窓口となって商工会と連携して事業者と進め

ていく。観光もそうですけれども、そういったこと

は今後さらに必要なことになっていくのではないか

と思いますが、町長、いかがでしょうか。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 一緒の事務所では、残念ながらといいますか、今

は、金子議員の思いとは別に、別々の事務所なので

すが、こういう小さな町ですので、距離もそんなに

ありません。十分連携は図ってまいりますし、努力

もしたいと思っております。 

 将来的にはどうなのかということですが、具体的

にスペースの問題とか物理的な問題もありますし、

あくまでも他の市町村ですが、役場の中に入ってい

たり、いろいろな形態があります。入っていなく

て、全く独立してやっているところもありますし、

いろいろなことが想定されますし、それを否定する

ことも、いろいろな実例がありますので、他の市町

村は。 

 ただ、今すぐ役場の商工観光部門が商工会に入る

とか、そういうものは役場全体の中で、組織機構の

中でどうなのだとか、役場全体として、町の産業を

どうするのか、６次化が必要であれば、もっと商工

関係と農協がもっと近いほうがいいのではないかと

か、そういう話も出てくるかもしれません。役場と

しては、組織全体のこと、機構改革も含めて考える

とともに、町の産業をどうするかということも含め

て考えてまいります。 

 ただ、商工観光部門は商工会と一緒にすればいい

のとか、駄目とか、もちろんそれによってメリット

はありますが、それよりももうちょっと、そう単純

ではなくて、もうちょっと深くといいますか、広く

といいますか、産業全体、組織全体のことを今後も

考えていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 分かりました。そのような

６次化の応援だったりすることもあるというふうに

捉えさせていただきまして。 

 併せて、４点目のところでございます。 

 時間がないので１点だけお伺いしますが、私、１

１課でやっているのが悪いということは全然言って

いないですから。上川管内のいろいろな自治体を見

ても、そういうところになっているのも分かってい

ます。 

 その中で、先ほどのスタッフ制にも関わるのです
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けれども、ある程度班を大きく持っているような課

というのは、私から見ましても、１人の課長に対す

る負担というのは大きいかなと見られるところも、

なきにしもあらずです。はばかりながら、町長が掲

げられました公約、これを実現化していくために、

新たなポストのところを新設していくとか、そんな

考えはないでしょうか。類似町村、Ｃランクの町村

を見ますと、そういったものを別出ししているよう

なところも見られておりますが、内部機構のことで

すから、余り私はそれについて、ああせこうせは言

えないかもしれませんけれども、そういった考えが

あるのか、町長にお伺いいたします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えいたします。 

 １１課体制についてかと思いますが、現在の１１

課の体制が将来にわたってもいいか悪いかというの

は、それを堅持するというわけではなくて、もちろ

ん現在は１１課でやっていますが、将来にわたって

は、諸課題、行政需要の変化によって、ウエートが

変わったりしてくると思いますので、１１課３６班

体制というのは、そのときになったときに柔軟に対

応していきたいと思いますし、１１課のままでも、

答弁で申し上げたとおり、専門課長という制度も過

去にも、現在でももちろん可能なのですが、そうい

うこともありますので、それらをうまく使って柔軟

に行政課題に対応していきたいというのが私の思い

です。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 時間がないので２項目めの

質問に入らせていただきます。 

 一括でお伺いいたします。コロナ禍ということ

で、本当に町長も心痛めながら、今までの活動はで

きないということを重々承知しております。 

 そんな中で、どんなことがあっても町と部隊との

絆を薄めるわけにはいきませんので、新しい生活様

式の中でも構いませんので、そういった中で情報交

換をしっかりと深めていただきながらやっていただ

きたいと考えているところでございますが、その辺

をしっかりと御確認したいと考えているところでご

ざいます。 

 それと、表敬についてなのですけれども、防衛省

も３人以上は駄目だということがあるのも私も承知

しております。ですから、以前のように大名行列で

行くわけにはいきませんから、それは分かっている

ところでありますけれども、例えば、そんな中でも

小まめに連絡をつないでいく、今までの歴代の諸先

輩たちが築いていただいた絆というのを決して切ら

ないようなことをしていくことが得策だと考えてお

ります。防衛議員連盟というのも上富良野にはあり

ますので、そういったものも十分活用していただき

ながら、上手に使っていただいて、やっていただき

たいと思います。 

 すいません。時間がないので一括で聞きます。 

 三つ目の、いわゆる防衛大綱、中期防によります

上富良野駐屯地と演習場の様々な動き、これについ

て答弁が薄かったかなというふうに感じますので、

このことについて、町長、答えられる範囲で構いま

せんけれども、新たな組織とか、そういったものに

対してどのように動きをされていくのか、お伺いい

たします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えいたしたいと思います。 

 中期防とか防衛大綱に伴う動きについて、上富良

野駐屯地とか上富良野演習場について、どのように

動いていくのかという、具体的にどうなのだという

御質問かと思います。 

 私も陳情するたびといいますか、まだ就任して間

もないですので、北部方面も中央の防衛省も２回ほ

どしか実際に陳情・要望したことはありませんが、

そのたびに、現状維持、さらには拡充ということは

陳情・要望しております。町長になって日が浅いも

のですから、前町長と比べてなかなか、いろいろ知

り合いなんかも少のうございまして、なかなか苦労

するところでございますが、やはり陳情・要望を継

続していくことが、まずは大切なのかなと思ってお

りますので、これにつきましては、先ほど金子議員

おっしゃったとおり、いろいろな団体がありますの

で、皆さんのお力をおかりして、上富良野の現状、

思いというものを中央に届けていきたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） ぜひぜひそういったものに

は、各協力機関は協力、努力は惜しまないと思いま

すので、町長のほうから何とか声をかけていただき

ながら、様々なところをしっかりとやっていただけ

ればなというふうに思います。 

 それで、御承知のとおり、８月の定期異動におき

まして、大変残念なことがありました。これは、

私、町長が悪いとは言いません。全く言いません。

これは、過去の中期防の話の中からなってきたこと

ではないかなと、そこにたまたまのタイミングで町

長になったのだというふうに捉えます。それはそれ

でいいです。 

 残念ながら大きく部隊が異動されて、転入される
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幹部が少ないというのは、これは大きな国の流れで

あるということはまず理解した上で、そこで、お聞

きしたいのが、さっきから言っている大綱、中期防

の中でいろいろなものが、西方重視であったりとか

ミサイル防衛であったりとか、いろいろなものでど

んどん変わっていっている中において、これまでも

上富良野駐屯地は、様々な努力においていろいろな

改編、努力によってありました。これを町長とし

て、どういうふうに今後進めていかれながら、現状

の規模を堅持していこうと思っているのか、強い御

意思をお伺いさせていただきます。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えいたしたいと思います。 

 大綱とか中期防の関係があって、なかなか西・南

方重視ということで、特に火力については削減が明

記されていて、厳しい中でも過去から皆さんのお力

添えがあって、上富良野駐屯地は現状維持してきた

という歴史があります。国の方針として厳しいとこ

ろはあるのですが、現状維持ということで、陸上自

衛隊といえばいろいろな部隊があります。施設群も

上富良野に来ました。そういうこともありますの

で、これも上京する際、または防衛局の方とかに会

うたびに私は訴えているといいますか、要望してい

るのですが、上富良野には駐屯地のほかに演習場が

ありますので、ぜひ演習場は結構、矢臼別は一番大

きい演習場ですが、中規模の演習場の中でも大規模

に近いくらいの面積の演習場、全国的に見ても広い

演習場ですので、ぜひ使ってほしいということと。 

 そういう訓練状況は、上富良野は非常にいい場

所。住民感情も非常に良好な町ですので、ぜひいろ

いろな部隊、可能な限り。特に、最近ではサイバー

とか、新分野もいろいろ陸上自衛隊、防衛省のほう

もいろいろな分野が大変だと思いますが、どんな部

隊でもといいますか、上富良野で可能な部隊であれ

ばぜひ来てほしいということを強く要望しています

し、今後も現状維持、拡充に関しましては、条件を

つけずといいますか、可能な部隊であればどんな部

隊でも構いませんといいますか、それプラス演習場

がありますので、非常にいいところ。そして、町民

感情も非常にいいところですので、ぜひ上富良野を

よろしくお願いしますということは、続けて要望、

ＰＲしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 最後に、本当に町の根幹と

なる、人口のことも含めて、経済のことを含めて

も、まさに大きな柱でありますし、町の幹を揺るが

すことにならないためにも、そこは町長のリーダー

シップを取りながらやっていただきたいと考えてお

ります。 

 国がやる防衛のことについては、一自治体の議員

の我々とやかく言うつもりはありませんが、やはり

ここは、町長、今おっしゃっていただいたように、

駐屯地プラス道場でもあります演習場があります。

この演習場の騒音等の影響によりまして、それらを

緩和していただける民生安定事業などもしっかりと

もらっておりますので、それらの拡充なども視野に

入れて、駄目ということではなく、共に上富良野と

防衛省と発展してきましょうという思いの中で、そ

ういった活動をしていただきたいと考えますし、何

よりもパイプがしっかりとできることが、それは政

府の方、また部隊の方、さらには国会議員の関係の

方というのが非常に大事になってくることは、日々

の努力の積み重ねしかないなというふうに私は感じ

るところでございますので、最後になりますけれど

も、ぜひたゆまぬ努力を続けていきながら、先ほど

言ったいろいろな部隊がありますから、そういった

新編の部隊であったりとか、新たな組織の改編の中

において、上富良野駐屯地をしっかりと現状規模を

堅持していく、人員についても１人も減らさないと

いう、そういった強いお考えがあるのかを、最後に

お伺いいたします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えいたします。 

 金子議員おっしゃるとおり、強い意思といいます

か、私の選挙公約の一つといいますか、駐屯地の堅

持、維持・拡充。町の３本柱、農業、商工業、自衛

隊、それにも入っておりますので、今後においても

今までと変わらぬ努力、そして皆さんの御協力を賜

りまして、要望活動等で駐屯地の現状維持・拡充を

進めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

○議長（村上和子君） 以上をもちまして、５番金

子益三君の一般質問を終了いたします。 

 暫時休憩といたします。再開は１１時５分といた

します。 

─────────────── 

午前１０時４８分 休憩 

午前１１時０５分 再開 

─────────────── 

○議長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 次に、２番北條隆男君の発言を許します。 

○２番（北條隆男君） それでは、始めたいと思い

ます。 

 公共施設等のＬＥＤ化について。 
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 現在、社会教育総合センター、アリーナ天井改修

工事で説明がありました照明の水銀灯の生産が２０

２０年で終了し、在庫が５年程度、２０２５年でな

くなると言われている。ＬＥＤ化に変更する説明が

あったため、それに関連して、さきに通告しました

とおり、１項目２点について町長に伺います。 

 １点、町が保有する公共施設や街灯の水銀灯をＬ

ＥＤ化に更新する準備、計画は立てているのか。２

０２５年までに完了するのかを伺います。 

 ２点目、国が省エネを進め、各家庭でもＬＥＤ化

が進んでいる中、町が所有する公共施設の蛍光灯や

電球、街灯のナトリウム灯のＬＥＤ化を積極的に行

うべきではないかと思います。そのための計画を立

てて、実行する考えはあるのか、町長の考えを伺い

ます。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番北條議員の公共施設の

ＬＥＤ化に関する２点の御質問でありますが、関連

がございますので、併せてお答えさせていただきま

す。 

 照明器具のＬＥＤ化の必要性につきましては、本

年３月に策定いたしました第２期上富良野町地域省

エネルギー・新エネルギービジョンにおいても、引

き続きその方向性について示しているところであり

ます。 

 町が保有する既存の公共施設や街灯などの照明・

電灯器具のＬＥＤ化に関しましても、これまで内部

において、事業者からの提案を受けるなどにより、

検討を進めているところではありますが、具体的な

実施計画については、現状では持ち合わせていない

ところであります。 

 ＬＥＤ照明器具が一般的な製品として登場した２

００９年頃からこれまでの間、技術の急速な進歩に

より、多くの商品が供給されてきたことから、価格

の低下などにより着実に普及が進んできたものと認

識しております。 

 これまでは、ＬＥＤ導入に伴う初期投資と後年度

の維持経費等を勘案すると、早期に実施することが

優位との判断には至っていない状況であったことか

ら、これまでの公共施設におけるＬＥＤ導入に関し

ては、特に学校施設において、改修時に共用部分な

どの導入を進めてまいりましたが、初期投資費用の

関係から、照明器具の設置箇所が多い教室について

は蛍光灯を導入した経緯にあります。 

 しかしながら、これまでのＬＥＤ化につきまして

は、温室効果ガスの削減や省エネルギー社会の実現

を目標としていたものですが、今回の水銀灯や従来

型の蛍光灯器具の製造終了、また、国のエネルギー

基本計画においても、２０３０年までにストック１

００％を目指すこととされていることから、ＬＥＤ

化への転換は避けられないものと認識しているとこ

ろであります。 

 今後、公共施設における照明器具の大部分を占め

る蛍光灯のＬＥＤ化につきましては、複数の施設を

一括で改修し、初期コストの低減を図る、いわゆる

バルクリース方式などを活用し、電気料を含めた更

新費用の平準化を図るとともに、大規模施設におけ

る水銀灯などの大型照明器具の更新については、バ

ルクリース方式のほか、調整交付金などを活用した

施設改修と併せて実施するなど、遅くとも２０３０

年までには全ての更新を終えるよう改修を進めてま

いります。 

 また、街灯のナトリウム灯などのＬＥＤ化につい

てでありますが、各住民会で設置・管理いただいて

いる生活安全灯については、平成２３年度から２５

年度まで、平成３１年度及び令和２年度に実施した

補助事業を活用いただき、９７４基のうち９３０基

がＬＥＤ照明器具に更新されております。 

 町が管理しております道路照明の街灯は、現在４

８１基となっております。水銀灯やナトリウム灯を

取り替える際には、高圧水銀灯の演色性と発光効率

改善のために開発されたメタルハライドランプに交

換を行っているところであります。 

 また、街路灯のＬＥＤ化につきましては、灯具の

状態を見ながらＬＥＤ照明器具に交換を進めている

ところであり、現在は９基がＬＥＤ照明器具に更新

されております。 

 「水銀に関する水俣条約」による水銀灯の製造、

輸入・輸出禁止や温室効果ガス削減などに伴うＬＥ

Ｄ化の必要性は理解しているところでありますが、

連続灯としての照度確保や他の街路灯との配置バラ

ンス、灯具の状態などを見ながら、今後の財源確保

を含め、研究・検討してまいりたいと考えておりま

すので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。 

 ２番北條隆男君。 

○２番（北條隆男君） 再質問ですが、２０３０年

までに水銀灯はメタルライトにし、ナトリウム灯は

２０３０年までに、この二つは終わらせるという内

容ですよね。ちょっと確認します。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番北條議員の御質問にお

答えいたします。 

 ２０３０年度までに街灯も含めてです。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ２番北條隆男君。 

○２番（北條隆男君） そうすれば、道路だけで４
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８１基あります。それに室内の水銀灯もありますの

で、年間にすると、２０３０年までといいますと、

大体５０台から６０台は取り替えていかなかったら

間に合わない計算です。そこら辺を計画もなしにや

ることはできないと思うのですが、計画をどういう

ふうに立てる予定なのか、ちょっと教えてくださ

い。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番北條議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 現在のところは、計画は立てていないと先ほど答

弁したとおりなのですが、２０３０年度までに全て

街灯のメタハラ含めて交換する。蛍光管についても

ＬＥＤ化ということが２０３０年度まで、ストック

１００％ということになっていますので、現在のと

ころ計画はありませんが、ここ二、三年のうちに

は、少なくとも計画を立てて、どのような方法で、

蛍光管を含めてバルクリース、補助金などを含め

て、どのような方法で更新していくか、その辺の計

画を立てる予定です。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ２番北條隆男君。 

○２番（北條隆男君） そうであれば、連続灯も街

灯の器具にするのか球だけを取り替えるのかという

検証も何もしていないのですか、今のところ。頭の

２０３０年しか決めていないということですか。 

○議長（村上和子君） 建設水道課長。 

○建設水道課長（狩野寿志君） ２番北條議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 連続灯というのは街路とか、銀座通りですとか東

２線通りがやっている連続もございます。多いのは

デザイン灯が多うございまして、球だけ取り替える

とか、灯具を取り替えるだけでなく、安定器の取替

えも含めて今後検討していかなければならないのか

なという認識でおります。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ２番北條隆男君。 

○２番（北條隆男君） そうすれば、電気料はかな

り変わってくると思うのです。早ければ早いほど電

気代のコストも安くなるし、延ばせば延ばすほど、

後でしか安くならないから、投資した分も早く取り

返したいのであれば、１年でも早く計画を立て、実

行しなければ、電気料はかなりかかっていますか

ら、建物を含めるとかなりのものなのです。そこら

辺は全然考えていないということですか、ちょっと

お伺いします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番北條議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 確かに一刻も早く初期投資した分を回収したほう

が、計算上といいますか、多分ＬＥＤにした場合は

回収できるのかと思いますが、その辺につきまして

は、地元経済のことも考えながら、いつどういうふ

うに発注できるのかなど、いろいろ考えながら計画

をつくっていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ２番北條隆男君。 

○２番（北條隆男君） それでは、水銀灯はあくま

でもメタハラに取り替えて、２０３０年までには見

なくてはならないという考えですか。 

 そうすると、次に、バルクリース方式というのは

どういう内容なのですか、ちょっと教えてくださ

い。 

○議長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） ２番北條議員からあり

ました蛍光灯のＬＥＤ化に関します関係で、バルク

リースの関係につきましては私のほうから御回答さ

せていただきたいと思いますが、いわゆる複数施設

の、単純に言いますと、こういうふうについていま

す蛍光灯を一括してリースとして交換しますという

ことで、リース会社のほうにお願いをして取り替え

てもらって、それを１０年間でリース料としてお支

払いしますという契約を結んで、１０年たったら町

のものに変わりますという形になります。そのリー

ス代を、直接初期投資をすると、その時点で更新す

るための費用を全部お支払いしなければならないの

ですけれども、リースという形にすると、１０年間

分割で、リース代はちょっとかかりますけれども、

１０年間で割れますという形になります。 

 先ほど言いましたように、ＬＥＤにすると電気料

が一応下がることになっていますので、単純に言う

と、下がった電気料分をリース代に充てると、毎月

払っている、財布から出ていくお金は１０年間変わ

りませんという組立てがバルクリース方式と言われ

ていますので、そういうものを活用すると、一時的

なイニシャルコストの負担をしなくていいというの

があるので、そういうのが少し、やり方としてはあ

るのかなと。 

 先ほど町長からありましたが、地元の経済という

ことで、特に、蛍光灯の交換というのは、町の電気

屋ができますので、大量のものを一定期間、地元の

事業者がやってくれるような形になると、地元経済

のほうにも少し効果があるのかなということで、そ

ういう手法を今検討しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ２番北條隆男君。 

○２番（北條隆男君） 今の総務課長の説明であれ

ば、バルク方式を、両方一遍にやるのでなくて、蛍
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光灯だけでも進めるとか、経済効果も考えるのであ

れば、遅ければ遅いほど電気料の負担が多いという

ことですよね、先延ばしになるから。そうであれ

ば、バルク方式も早めに、やるやらないの結論を２

年、３年なんていう話ではないと思うのです、町

長。そこはちょっと早めに計画を立てて、町の経済

効果も考えた上で、ちょっと検討するという考えは

ないですか。ここを早く。二、三年先でなかったら

答え出せないのですか。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番北條議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 町の経済のことを考えて、なるべく町の経済が潤

うようにといいますか、町に経済効果が及ぶような

ことをいろいろ、いつがいいのか、この辺を検討し

て、蛍光灯に関しては、来年ぐらいにでも計画を立

てて、バルクリースなどを含めて計画を立ててやっ

ていこうと思っております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ２番北條隆男君。 

○２番（北條隆男君） そうであれば、あとは水銀

灯だけです。街灯に大体メタハラとナトリウム灯が

残るという話になります。それも含めた中でいろい

ろと考えて計画、３年もたったら残り６年です。そ

れを、経済効果を考えるということは、地元でやる

のだから、町からの負担が出てくるのだから、結

局、遅れれば遅れるほど電気料の安くなる時期が遅

くなるという話になるのではないかと思うのですけ

れども、計画だから、もうちょっと早く、計画がず

れることはあっても、もうちょっと計画を早くつく

らなかったら、３年先というのはどうもピンと来な

いのです。そこら辺はどうなのですか。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番北條議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 街灯についてかと思います。今後、水銀はなくな

りまして、メタハラに変えていくのですが、先ほど

建設水道課長から申したとおり、連続灯については

照度、ＬＥＤにすると照度が不足してどうなのかと

いうことも計算していかなければなりませんし、ま

だＬＥＤの、蛍光灯に関しては大分価格も低廉に

なってきたのですが、街灯のＬＥＤの球については

まだまだ価格もちょっと髙めで、しかも照度が不足

しているということで、今後の推移を見ていかなけ

ればならないのかなと思っております。 

 少なくとも、先ほど申しましたとおり、水銀灯は

メタハラに変わっていく、当面といいますか、先ほ

ど申したとおりです。 

○議長（村上和子君） ２番北條隆男君。 

○２番（北條隆男君） 私の言っているのは、計画

の問題で、内容は分かりました。計画を３年も先ま

で延ばさなくても、計画はつくれるような気がする

のですけれども。調べるのは、今どのメーカーでも

資料はいっぱいありますから、それを寄せれば、３

年かかるとは思わない。そこは短縮できないのです

か。 

○議長（村上和子君） 建設水道課長。 

○建設水道課長（狩野寿志君） ２番北條議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず、街路灯４８１基ございます。その中で、水

銀灯をメタルハライドだったりナトリウムだった

り、いろいろありまして、当然調査もしていきなが

ら計画も進めていかなければならないのかと考えて

います。先ほども説明させていただきましたが、当

然交差点の照度ですとか、ＬＥＤは輝度は高いです

けれども、照度が低いのは北條議員も御存じだと思

います。灯具の大きさですとか位置ですとか角度で

すとか、そういうものも研究していきながら、今

後、計画に向けて検討してまいりたいと思っており

ますので、御理解賜りたいと思います。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ２番北條隆男君。 

○２番（北條隆男君） それでは、早急に検討にか

かってくれるという考えでよろしいですか。 

○議長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（狩野寿志君） ２番北條議員の御

質問にお答えします。 

 調査も含めながら、計画に向けて検討してまいり

たいと考えております。 

 以上です。 

○２番（北條隆男君） 分かりました。質問を終わ

ります。 

○議長（村上和子君） 以上をもちまして、２番北

條隆男君の一般質問を終了いたします。 

 次に、８番荒生博一君の発言を許します。 

○８番（荒生博一君） 私は、さきに通告しており

ます２項目について、町長にお伺いいたします。 

 まず、１項目め、農業者支援についてお伺いいた

します。 

 本年７月から８月上旬にかけて続いた記録的な高

温・小雨の影響で、北海道内の農畜産業に多大な影

響が出ております。 

 札幌管区気象台によると、７月の主な２２観測地

点の平均気温は平年より２.８度高く、降水量は平

年の２３％で、いずれも７月としての記録を更新い

たしました。そして、日照時間は平年の１５１％に

達しました。そのため、夏に生長し、秋に収穫を迎

えるタマネギやジャガイモなどの野菜や酪農で飼料
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に使う牧草が枯れる被害が相次いでおり、過去にな

い異常な干ばつの影響による収穫量の激減や品質低

下が避けられないと生産者が悲鳴を上げておりま

す。 

 このことを受けて、道農連は８月２３日、損失を

補塡する農業共済金の早期支払いなど、経営安定策

強化、酪農経営安定に向けた対策の強化、かんがい

システムの整備などを道に要請し、さらには、新型

コロナウイルス感染拡大で消費や価格が低迷する農

畜産物の消費拡大策なども併せて求めております。 

 要請を受けた道は、「今年の気候は例年にないレ

ベルであり、地域の声を聞き、関係団体と連携を取

り、農業共済金の早期支払いや低金利の資金融通を

関係機関に要請するなどの対策を講じ、さらなる対

策を検討する方針である」と、道農連の要請に回答

しております。 

 上富良野町の基幹産業であります農業にも大きな

影響が出ていると考えますが、国や道、ＪＡからの

支援策だけではなく、１００年に一度の最大級の干

ばつで危機感を募らせている当町の農業者の来年以

降の営農をしっかりとサポートできるよう、上富良

野町独自の手厚い農業支援策が強く求められており

ます。 

 当町におけるこの干ばつに伴う農作物への被害状

況について及び想定される農業所得への影響はどの

ようになるのか。そして、農業者に対しての支援に

ついてどうお考えか、町長の見解をお伺いいたしま

す。 

 次に、２項目め、ヤングケアラーについてお伺い

いたします。 

 ヤングケアラーとは、通学や仕事の傍ら、障がい

や病気のある親や祖父母、年下の兄弟などの介護や

世話をしている１８歳未満の子どものことを指しま

す。 

 介護のために学業に遅れが出たり、進学や就職を

諦めたりするケースもあるといい、この家族の介護

や世話に追われる子どもたち、ヤングケアラーにつ

いて、２０２０年１２月から今年の１月にかけて、

国は、厚生労働省と文部科学省、両省で初めての実

態調査を行っております。 

 両省による共同プロジェクトチームが行った調査

結果が４月に公表され、公立の中学校１,０００校

と全日制高校３５０校を抽出し、インターネット

で、２年生１万３,０００人からの回答によります

と、公立中学生２年生の５.７％、すなわち１７人

に１人、公立の全日制高校２年生の４.１％、約２

４人に１人が世話をしている家族がいると回答して

おります。また、１日平均約４時間がケアに割かれ

ておりました。 

 共同プロジェクトチームは、５月にヤングケア

ラーの支援策をまとめ、公表し、政府が６月に閣議

決定した経済財政運営指針、骨太の方針には、ヤン

グケアラーへの支援が初めて明記され、家事に追わ

れる子どもたちの家庭への家事支援サービスなどの

新制度や、子どもが利用しやすいオンラインでの相

談体制の整備などが施策に盛り込まれております。 

 今後は、こうした活動を行う民間の支援団体と自

治体の連携に補助金を出すことなどを想定してお

り、民間の力も活用して相談体制の充実を図り、ま

た、家族の世話は当然だと考え、負担の重さを自覚

できず、ＳＯＳを出しにくいことから、ヤングケア

ラーの早期発見に向け、ケアマネジャーや相談支援

専門員、医療ソーシャルワーカー、スクールソー

シャルワーカーといった各分野の専門職への研修な

ど、人材養成の強化も施策の柱としております。 

 ヤングケアラーは、役割や責任がその年齢にとっ

て負担が大きく、ケアのしんどさは自分では気づけ

ず、不登校ぎみになったり、同世代と過ごす時間が

少なく、対人スキルに欠け、孤立し、勉強やクラブ

活動、就職活動など、その年代ですべき経験ができ

ないことで、心身の発達や人間関係、社会生活、家

庭生活、人生設計に甚大な影響を及ぼすことにな

り、大きな社会問題であると考えます。 

 ヤングケアラーについて、町長はどのように受け

止め、今後、町ではどのような対応・対策を講じて

いく考えか、お伺いいたします。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ８番荒生議員の２項目の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの農業者支援についての御質問に

お答えいたします。 

 本年は、雪解けが順調に進んだものの、５月は雨

天が続き、耕起作業を初め播種・移植など、春作業

がやや遅れたことから、畑作物については生育に数

日程度の遅れが見られたものの、６月には生育が順

調に進み、出来秋を期待していたところでございま

すが、その後、７月中旬から８月上旬にかけての高

温・小雨の影響により、本町の主要作物である馬鈴

薯や豆類、てん菜など多くの農作物で収量の落ち込

みが見込まれることから、非常に厳しい状況にある

と認識しております。 

 最終的な農業所得への影響については、現時点で

は、農作物の価格と経費、共済収入保険等の兼ね合

いもあり、不確定な状況であります。 

 次に、農業者に対する支援策につきましては、既

に収穫を終えた麦類については、平年より収量がや

や減少しておりますが、これから収穫期を迎える主
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要作物の水稲、てん菜、豆類、馬鈴薯などの収穫実

態を踏まえ、農業改良普及センター、農業共済組

合、ＪＡ等関係機関と十分に情報共有を図り、共済

制度における対応状況などを把握した上で、支援が

必要な場合は、来年の営農活動に支障を来さないよ

う関係機関と連携し、支援を行えるように準備を進

めてまいりますので、御理解を賜りたいと存じま

す。 

 次に、２項目めのヤングケアラーについての御質

問にお答えさせていただきます。 

 年齢や成長の度合いに見合わない重い責任や負担

を負って、本来大人が担うような家族介護、障が

い、病気、精神疾患のある保護者や祖父母への介護

などや世話、年下の兄弟などの世話などをすること

で、自らの育ちや教育に影響を及ぼしている１８歳

未満の子どもをヤングケアラーと定義されておりま

す。 

 町では、本年６月に開催しました要保護児童対策

地域協議会代表者会議において、北海道旭川児童相

談所所長から、ヤングケアラーの対応について、国

による実態調査の結果を含め、情報提供をいただき

ました。 

 その中で、ヤングケアラーは、一クラスに１人な

いし２人の割合であり、本人にヤングケアラーとい

う自覚がないまま、家族への世話をほぼ毎日対応し

ているという実態について、関係機関の代表者の皆

様と情報共有させていただいたところであります。 

 また、北海道においても、中学２年生と高校２年

生全員を対象とした実態調査が８月に実施され、そ

の調査結果の概要については、報道を通じて目にし

たところでありますが、近く正式な調査結果につい

て報告いただけるものと理解しているところであり

ます。 

 町においては、現在のところ該当する児童・生徒

がいるという認識を持ち合わせている状況にはあり

ませんが、家庭内の問題は表面化しにくく、お手伝

いなどと区別しにくいなど、幼少の頃から当たり前

なこととして生活していく過程で、他の家庭とは違

うことに気づいたとき、誰にも話せず、孤立化する

ということもあり得ることから、早期発見、早期対

応が重要と理解しているところであります。 

 今後においても、国、道からの通知に基づき、要

保護児童対策地域協議会を主軸に、児童福祉・教育

等関係機関と情報連携してまいりますので、御理解

を賜りたいと思います。 

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。 

 ８番荒生博一君。 

○８番（荒生博一君） 農業者支援について再質問

をさせていただきます。 

 先般、９月７日になりますが、農業委員会委員の

８か所の作柄調査ということで、町長も副町長も、

それから我々議員のほうも、午後からになります

が、順に、ビートであるとか豆類、それからジャガ

イモ等の現状を確認させていただきました。 

 自身、非常に、もっと大きな影響が出ているのか

なと心配していたところもあるのですけれども、一

方では、場所の関係なのか、意外に心配とは裏腹に

非常にいい生育状況の作物、また、銘柄もあったと

記憶しておりますが、まず、町長が率直に受けた当

町の作況調査に伴う現状をどのように受け止めたの

か確認させていただきます。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ８番荒生議員の御質問にお

答えいたします。 

 作況調査から受けた印象といいますか、率直に申

し上げると、やはり夏の高温・小雨の影響は、先ほ

ど議員おっしゃったとおり、影響が多く出ている作

物なんか、いろいろ波はありますが、影響は出てい

ると感じました。 

 また、水稲につきましては、特に、収穫というよ

りは価格が心配だなと、このように、水稲に関して

は作況と関係ありませんが、このように感じており

ます。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。 

○８番（荒生博一君） 今回の質問に関しまして

は、まだ９月の段階ということで、この後まだまだ

収穫が続きまして、最終的な収量であるとか、ま

た、それぞれの作柄の単価等々も、多分記憶による

と１１月の中旬とか終わりぐらいにはっきりとした

状況が見えてくるのではないかと思っております。 

 そのような中、御答弁では、しっかりとそういっ

た最終結果を受けて、関係機関との連携、また、情

報の共有を図り、支援に努めてまいりたいというこ

とでしたので、私からこの件に関しましては、先の

収量、それから単価等もありますので、お願いをさ

せていただきますと、１点だけです。 

 世界農林業センサス２０１５年の統計では、当町

の農家戸数は２５７戸であります。過去に遡ります

と、平成７年になりますが、５９４戸の農家戸数が

あり、２５年で約２５０戸、農家の戸数が減少して

おります。 

 また、この間、何度か議会でも言わせていただい

ておりますけれども、当町の農家戸数は、１０年後

には１５０戸になるであろうということも、非常に

後継者の問題であったり、高齢化に伴うもので、こ

れ本当に致し方ないということで、ある種諦めでは

あるのですけれども、こういった干ばつ、それから
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小雨、そして冷害など、自然現象に伴って次年度以

降営業ができず、営農を諦めるということだけには

なってほしくありませんので、Ｒ２年の数字で申し

上げますと、当町の農家戸数は２５１戸ということ

で記憶しておりますが、町長、２５１戸の農家の皆

さんをぜひ守ってください。そういった形で、今後

想定される農業被害に際して、強い意思で対応して

いただくというお声を聞かせてください。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ８番荒生議員の御質問にお

答えいたします。 

 まだ９月の段階で不確定な要素が多々あります

が、今後に向けて想定されるあらゆることといいま

すか、考えられることは想定して、農家の皆さんの

営農に影響が出ないような準備は進めていきたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。 

○８番（荒生博一君） それでは、しっかりと準備

をしていただき、来たる収穫期に合わせて様々な対

策、支援を講じていただくことをお願いし、２項目

めの再質問に入らせていただきます。 

 御答弁では、やはりヤングケアラーに関しては、

早期の対応であるとか、発見が重要であるというこ

とで理解されているということでございました。 

 この早期発見には、しっかりとした裏づけがあり

まして、アメリカの研究機関によりますと、早期支

援が重要な裏づけとして、子ども時代の家族との関

係や家庭に関する１０項目の小児期逆境体験、これ

は、Adverse Childhood Experiences と申しまし

て、ＡＣＥという略で言われております。 

 また、大人になってからの健康状態や仕事でのパ

フォーマンスなどと相関関係を調べた研究の事例を

申し上げますと、ＡＣＥ、今申し上げました小児期

の逆境体験が多いほど、大人になってから抗鬱剤を

処方されている割合やアルコール依存症になる例が

多く、そしてまた、自殺願望を抱き、そういった自

殺自体を機とする経験割合などが非常に高いという

研究結果が出ております。 

 また逆の、逆境体験ではなく、ポジティブな事例

の Ｐ Ｃ Ｅ と い う の も あ り ま し て 、 Positive 

Childhood Experiences ですけれども、こちらによ

ります調査では、子ども時代のポジティブな体験に

より、家族との良好な関係や地域コミュニティーへ

の所属感覚、教師や周りの大人、友達とのよい関係

など、７項目のＰＣＥの数が多いほど、大人になっ

てから精神的な健康状態がよくなり、社会的、情緒

的に支えられていると感じる割合が非常に多いとい

う回答の結果からも、やはりこういった事例は速や

かに早期発見、そして対処が重要であるということ

は研究結果で出ております。 

 まず、こういった結果を含め、町長の受け止めと

して、このヤングケアラー問題に対する早期発見の

重要性に関して確認させていただきます。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ８番荒生議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 早期発見、早期対応というのが、私の答弁でも答

えさせていただいたとおり、早いうちにそういうも

のを発見していくということが非常に重要なことだ

ろうと私も思っています。 

 そのためには、やはり関係機関、特に児童相談所

などと連携を密にして、なかなかお手伝いなのかど

うなのか見分けが、一見分からないところも多々あ

ると思います。専門家の方と関係を密にして、早期

発見、早期対応に努めていきたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。 

○８番（荒生博一君） さきに申し上げました厚生

労働省と文部科学省、両省によるプロジェクトチー

ムのお話はさせていただきましたが、プロジェクト

チームの報告によりますと、国では、来年度から３

か年を集中の取組期間としており、今から申し上げ

ます五つの点を実施するということで報告がござい

ます。 

 まず１点目、自治体による独自の実態調査を推

進。そして２点目、介護、福祉、医療、教育など各

分野の専門職に研修を実施し、他関連機関連携の支

援マニュアルを策定する。３点目、ＳＮＳなどを活

用した相談体制の整備、充実を図る。４点目、幼い

兄弟のケアを担う子どもがいる家庭の家事支援サー

ビスを検討すること。そして、最後の５点目とし

て、ヤングケアラーに対する理解を促すため、学校

にリーフレットを配布するなどし、対象児童である

中学生、高校生の認知度５割を目標とすると掲げて

おります。 

 御答弁でもありました、町長のおっしゃいます要

保護児童対策地域協議会を主軸に、児童福祉・教育

等関係機関と情報連携し、取り組んでいくという理

解で、再度確認しますが、よろしかったでしょう

か。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ８番荒生議員の御質問にお

答えいたしたいと思います。 

 御質問にありましたとおり、今後においても国、

道、特に道は、昨今、新聞報道等にありまして、間

もなくいろいろ通知等が発せられるのかなと思って

おります。それらに基づいて、要保護児童対策地域
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協議会を主軸に、児童福祉・教育等関係機関と連携

して、この問題に当たっていきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。 

○８番（荒生博一君） まだ本当にこれから国でも

次年度以降、３年間かけて集中的に取り組むという

事例でございまして、また、御答弁にありました、

道内の８月の調査、報道で知り得たということで、

町長の御答弁の報道というのが、９月１０日の北海

道新聞によるものかと思われますが、道内の対象児

童、高校２年生、中学２年生の全体の３％を超える

数がヤングケアラーと思われる児童であるという数

字が実際に出されております。 

 本当に現段階では、私も課題提起として捉えてお

りますので、しっかりと次年度以降、道からの施策

指示なのか、国によるものかは別ですけれども、こ

ういった諸問題、我々の幼少期には余り耳にするこ

ともなく、正直、ヤングケアラーという言葉は、恥

ずかしながら私も去年の夏に初めて聞いたワード

で、人を介護、また、お世話をするケアにＥＲをつ

けて、ケアラーという言葉は１０年ほど前から耳に

しておりましたが、本当にヤングケアラーという言

葉、最近、自身も知りまして、ちょっと奥深いとこ

ろまで勉強した結果、やはり国も同様に、こういっ

た課題を認識しておりまして、今年の６月の厚生労

働副大臣の記事を見ましたら、やはりこういった社

会問題を解決すべく対策、また、施策を実施できな

かったことを非常に、２年前から課題を認識してい

たけれども、できなかったことを悔やんでいるとい

う記事も新聞報道で読んだことがあります。 

 本当にこれからしっかりとこういったケアが必要

かと思いますので、最後に、もう一度町長に、この

ヤングケアラー問題、どのように町でしっかりと対

応、対策を講じていくか、今後の実態調査も含め

て、段階的なお話になりますけれども、最後、御意

見を聞かせていただきまして、質問に代えさせてい

ただきます。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ８番荒生議員の御質問にお

答えいたします。 

 先ほどの繰り返しになるかと思いますが、国、道

から通知があれば、実態調査等の要請があれば、も

ちろん町でもそういうことをいたしますし、関係機

関とともに、専門家とともに、この問題に取り組ん

でいきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、８番荒生博一君の一般質問を

終了いたします。 

 昼食休憩といたします。再開は１時です。 

─────────────── 

午前１１時５３分 休憩 

午後 １時００分 再開 

─────────────── 

○議長（村上和子君） 昼食前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 暑い方は、どうぞ上着を脱いでいただいて結構で

ございます。 

 次に、７番米沢義英君の発言を許します。 

○７番（米沢義英君） 私は、さきに通告してあり

ました５項目について質問いたします。 

 第１点目は、高温と雨不足による農業被害状況等

の対応についてお伺いいたします。 

 近年は、高温が続くという異常な気候になってき

ております。その背景には、温暖化に原因があると

言われております。上富良野町においても、高温と

雨不足により、小麦、ビート、芋、豆類を初め、タ

マネギ、カボチャなどの畑作物が収量、品質共に大

幅に落ち込むのではないかと予想されるという状況

にあります。 

 また、ある生産者の方に至っては、このままの状

況では、農業を営むことができない、こういう声も

聞かれるという状況であり、生産者の間では、今後

の営農にも大きな影響が出るのではと、声が広がっ

ているという状況にあります。 

 また、米農家に至っては、食生活の変化やコロナ

禍により、外食産業での需要量が落ち込み、米の取

引価格も大幅に下がるのではないかと言われていま

す。ある農家の人は、今でも生産費が高くなってい

る状況の中で、最低でも１俵１万５,０００円なけ

れば経営することができないのに、これが１万１,

０００円、または１万円を下るという状況になれ

ば、生活あるいは生産を続けることが困難になるの

ではないかという声が広がるという状況になってお

ります。 

 農業は町の基幹産業であり、農業生産が落ち込め

ば地域の経済にも悪い影響を与えることは当然であ

ります。町としても現状をしっかりと把握し、農業

を支える対策がどうしても必要と考えますが、次の

項目について伺います。 

 １点目には、高温・雨不足による畑作物の被害状

況等についてお伺いいたします。 

 二つ目には、今後の営農ができるような資金繰り

や税の減免など、支援策についてどのようにお考え

なのか、お伺いいたします。 

 次に、コロナ禍における支援策についてお伺いい

たします。 
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 新型コロナウイルスの感染拡大で、緊急事態宣言

が９月１２日まで発令されましたが、さらに感染拡

大が広がりを見せる中で、９月３０日まで再延長さ

れる事態になりました。ある宿泊業者では、予約の

キャンセルがあるという状況。また、小売・飲食業

に至っては、長引くコロナ禍によって売上げが落ち

て大変だと、こういう声が聞かれます。度重なる緊

急事態宣言により、多くの事業主や経営者からは、

このままでは経営の継続はさらに厳しくなるという

切実な声が寄せられているという状況にあります。 

 昨年までは、国の支援策として、家賃補助、持続

化給付金等がありましたが、今年度から制度が打ち

切られるなど、こういった部分に対する積極的な支

援を求める声が上富良野町にもあります。この間も

経営者は、国や町などの支援などを受けながら、誘

客の対応をしてきました。何とか持ちこたえてきま

したが、しかし、それでも厳しい経営状況はいまだ

に脱し切れていないという状況があります。 

 この現状を踏まえ、行政として、町のにぎわいを

維持するためにも、給付型の支援、融資、デリバ

リーサービス、商品券発行、独り親家庭・所得の少

ない世帯への支援などがどうしても必要と考えます

が、いかがでしょうか。これらの問題については、

６月議会でも質問してきました。町長は、今後の状

況を見ながら関係機関と協議をすると述べていまし

たが、これらについて、今後の対応についてお伺い

いたします。 

 次に、新型コロナ感染拡大の下でのＰＣＲ検査に

ついて伺います。 

 これまでの新型コロナウイルスとレベルの違うデ

ルタ株は、これまで感染しにくいとされてきた子ど

もへの感染が全国的に増えてきている状況にありま

す。最近では、小中高生、保育園や学童保育などで

の感染が広がり、休校や休園、学級閉鎖などの対応

が現場では迫られるという状況が見受けられます。

これらは対岸の出来事ではありません。町において

も感染者が出ているという状況を考えれば、引き続

き町としての感染対策が必要になっていると考えま

す。新型コロナウイルスの感染拡大防止のために

は、当然ながらワクチン接種、従来のマスク、手洗

い、消毒、密を避けることを基本に、ＰＣＲ検査な

どで感染者を速やかに発見、保護、治療するなど、

無症状感染者対策がどうしても必要と考えます。

今、学校や保育園などでは、施設内に新型コロナウ

イルスを持ち込まない対策を取りながら、毎日子ど

もたちと接している状況があります。 

 また、保護者においては、安心して子供たちを見

てくれる場所があるからこそ仕事ができる、そうい

うことではないでしょうか。これは、安心・安全な

環境を守るのは社会の役割、行政の役割、そのため

にも児童・生徒、子どもたちや関係者にＰＣＲ検査

を実施することがどうしても必要になっていると考

えますが、この点について、引き続き町の見解を求

めます。 

 次に、北３０号排水路、側溝の整備についてお伺

いいたします。 

 ここは大雨が降ると、出入り口に埋設されている

側溝が雨水を処理できなくなり、自宅前の出入り口

が冠水するという事態になっております。この間も

町で幾分か対応はしておりますが、しかし、根本的

な解決には至っておりません。要因としては、降水

量はもとにより、雨量を受け止め流す構造になって

いない、これが原因ではないでしょうか、以前から

改善の要望も出されていますが、いまだにきっちり

とした対策が取れておりません。この点について、

今後の対応についてお伺いいたします。 

 以上は、町長です。 

 次に、生理用品についてお伺いいたします。 

 コロナ禍で、経済的な事情で生理用品が購入でき

ないなど、生理の貧困が社会問題になっています。

生理の貧困は、経済的な理由だけが原因ではなく、

配偶者からのＤＶ、保護者からのネグレクト、教育

放棄など、親の理解が得られない、自己で言うのは

恥ずかしいなど、生理用品の購入が難しいなどの

様々なケースが見受けられます。 

 生理は女性だけの現象ではありますが、男性や社

会の理解も当然必要です。学校においては、急に体

調が変化したときに、生理用品が必要になった場

合、保健室に常備してあります。 

 また、聞きますと、友達間、生徒同士で貸し借り

で対応している場合もあります。借りたときには、

返却は本人任せのことであり、強制はしていないと

いうことであります。 

 全国で生理用品を手に取りやすい場所に設置を求

める運動が広がっています。運動の広がりの中で、

国においても生理用品に関わる臨時的な財政措置が

されました。その中では、生徒・学生の支援、手に

取りやすい場所(トイレを含む)などの対応も必要と

の方向性も示されました。 

 町においても、児童や生徒に寄り添った対応が必

要と考えますが、現状と今後の対応について、教育

長の見解を求めます。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の４項目の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの高温・雨不足による農業被害状

況と今後の対応に関する２点の御質問にお答えいた

します。 
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 １点目の高温・雨不足による農作物の被害状況に

ついてでありますが、さきの荒生議員の御質問でも

お答えさせていただきましたが、７月から８月上旬

における高温・小雨により、馬鈴薯、豆類、てん菜

などに生育不足が見られ、多くの作物で収量の落ち

込みが見込まれる状況にあると認識しております。 

 次に、２点目の支援策についてでありますが、出

来秋の実態を踏まえるとともに、共済組合、ＪＡ等

の対応状況などを踏まえ、町の支援の在り方につい

て検討し、来年の営農に支障を来さないよう対応し

てまいりたいと考えておりますので、御理解を賜り

たいと存じます。 

 次に、２項目めのコロナ禍における支援について

の御質問にお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、新型コロナウイルス感染に

より、本町の事業者にも大きな影響が続いており、

私も経済対策は必須のものと理解しております。 

 ４月以降、経営環境対応特別融資資金利子等補

給、中小企業再構築支援事業補助、観光誘客促進支

援事業補助の３事業を行っているところであり、こ

れらについては、予算の拡充や期間の延長など柔軟

に対応しながら、町内事業者への支援に努めている

ところであります。 

 また、商工会、観光協会など、町内の経済団体と

協議により、商品券や各種クーポンなど支援策の検

討を続けてまいりましたが、緊急事態宣言の発出や

感染者の動向などを考慮し、現時点においては事業

者への直接給付が支援策として有効と判断したこと

から、町内事業者を対象とした「中小企業経営継続

奨励助成事業」の補正予算を本定例会に上程させて

いただいたところであり、年末に向け、売上げの減

少した事業者に対し、給付金を支給するよう取り進

めてまいりたいと考えておりますので、御理解を賜

りたいと存じます。 

 次に、３項目めの新型コロナ感染拡大の下でのＰ

ＣＲ検査についての御質問にお答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症につきましては、昨年

１月に国内初めての感染者が確認されてから１年８

か月が経過し、ウイルスも変異を重ね、今日では、

感染力が高いと言われているデルタ株に置き換わ

り、議員御発言のとおり、子どもたちへの感染の広

がりも懸念されているところであります。 

 そのようなことから、町においては、国、道と連

動してワクチンの接種に全力で取り組んできたとこ

ろであり、町外からの通勤者であっても、教職員を

含め、児童・生徒に関わる町内の事業所の従事者に

あっては、本町でのワクチン接種を希望される方に

は積極的に対応を図っているところであります。 

 また、御質問にあります無症状感染者対策として

のＰＣＲ検査につきましては、少なくとも２,００

０人規模の検査を定期的に実施する必要があり、町

の事業として実施するには課題が大きいものと受け

止めております。 

 第５波と言われる子どもたちを含めた若い世代へ

の感染拡大の傾向にある中で、国においては、学校

等へ抗原検査キットを順次配布しているところであ

りますので、これらも有効に活用していくことが大

切なことと受け止めております。 

 いずれにいたしましても、ウィズコロナの中に

あっても社会経済活動を確保していくためにも、ワ

クチン接種と検査体制の充実は重要なことでありま

すので、国の責務においてしっかりと対応が図られ

るよう要望してまいりますので、御理解を賜りたい

と存じます。 

 次に、４項目めの北３０号側溝整備についての御

質問にお答えいたします。 

 当該箇所の側溝につきましては、道道美沢上富良

野線からＪＲ踏切までの区間の雨水が流れ込み、末

端はＪＲ横断と国道横断があり、最終的には北海道

管理の江幌完別川に流入しております。それぞれの

横断管の管径は全て９００ミリとなっております

が、素堀側溝区間もあり、流域が広範囲であること

から、大雨の際、土砂の堆積などによって周辺地域

に冠水被害をもたらした経緯にあります。 

 平成２９年には土砂上げを行い、平成３１年には

素堀側溝延長５２メートルをＶ４００のトラフ側溝

排水路に改良施工を実施したところであります。そ

の後も定期的なパトロールを行うとともに、状況に

応じて土砂上げ等を行うことで、住宅への出入りに

支障を来すような状況は改善されたものと理解して

おりますが、根本的な解決には、横断する管の整備

が必要であり、莫大な費用を要することから、流末

処理につきましては、地権者のＪＲや開発局などの

関係機関と改善に向け、引き続き検討してまいりた

いと考えておりますので、御理解を賜りたいと存じ

ます。 

○議長（村上和子君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ７番米沢議員の５項目

め、生理用品についての御質問にお答えいたしま

す。 

 新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する

中、経済的困窮等の理由により、生理用品を十分に

手に入れることができない生理の貧困が社会問題と

して関心を集めています。背景としては、経済的理

由以外にも、家庭における様々な問題があるものと

理解しているところであります。 

 本町におきまして、経済的理由で生理用品が買え

ないかどうかの調査などを実施していないことか
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ら、その要因を探ることはできませんが、学校で

は、予測しなかった生理の開始時や忘れてしまった

ときなど、不測の事態の折に、保健室に常備してあ

る生理用品を必要な児童・生徒に提供しているとこ

ろであります。 

 生理用品の配置につきましては、単に貧困だけの

問題としてだけではなく、先生に打ち明けなくても

自由に使えるようにすることで、プライバシーの保

護や精神的な負担が和らぐようにすることも重要な

ことでありますので、学校との協議が調い次第、女

子トイレ内に生理用品を配置するよう取り進めてま

いりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。 

 ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） 同僚議員もこの点について

質問いたしました。改めて町長に確認いたします

が、被害状況というのは、今、農家の人にずっと聞

き取りも行ってきました。大変深刻なのは、やはり

もう既に投資をしているということです。最近は、

膨大な耕作面積を持たないと経営ができないという

状況もありますが、同時に、必要な経費もかかって

大変だという声も聞かれます。 

 そういう状況の中で、今回、高温と雨不足によっ

て被害が出るという状況になっております。そのこ

とを考えれば、当然今後の営農を続けるための環境

がなければ、経営することができないということは

明らかだと思いますが、まず、この点について、町

長はどのようにお考えなのか、お伺いいたします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えいたします。 

 先日の作況調査も私と議員の皆さん方も一緒に

回ったとおり、作柄に関しては悪いところも見受け

られます。 

 ただ、所得になると、また、いろいろな要素が絡

んできまして、作柄は悪いということは分かりまし

たが、大体予想はつくのですが、価格がどうなの

か、経費がもちろんかかっています。共済の収入保

証保険に入っている方は支払いがどうなるのか、そ

れらも含めて、結果的に所得がどうなのかというの

は、今の段階ではまだ確定はできないということ

で、それらに向けて、今後、これから冬に向けて、

想定できるもの、考えられることは、それが確定し

てから準備するのではなくて、今のうちから想定し

て準備していくということは、先ほども申し上げた

とおりです。 

 農家の方が心配なく営農を続けていくということ

は、上富良野におきまして農業は基幹産業の一つで

ありますので、これらの心配がないような、施策も

含めて準備していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） ぜひ対応を取っていただき

たいと思います。 

 それで、共済も、農家の方に聞きますと、収入保

険制度という制度、作物それぞれにおける共済制度

があって、補償額も順次違ってくるわけでありま

す。 

 また、同時に青色申告、白色申告によって、その

共済が受けられるかどうかということも、基本は、

青色申告でなければ、こういった共済制度の対象に

はならないというような話が出てきておりました。 

 この間、農家の人たちは、これでは駄目だと。白

色に対してもきっちりとした補塡ができるようにし

てほしいという形の働きかけを行いながら、国のほ

うも今後、これに対応するような状況が見受けられ

るという話も聞きました。 

 それで、共済は、申告が終わった段階で、ですか

ら、年明けなのでしょうか、確定するまでになりま

すと、翌年度、いわゆる４月ぐらいでないとそう

いったものが支給されないという、補塡されないと

いう状況になります。これでは、仮に被害状況が増

えて経営ができないということになれば、こういっ

た部分に対する速やかな補塡を働きかけなければな

りませんし、また、共済関係だとか国に対してもな

のですが。 

 また、同時に町としても、これに対するしっかり

とした支援策を取らなければならないと私は考えて

おりますが、この点については、町長、どのように

お考えなのか、お伺いいたします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、共済、収入保証保険は、

通常、年明けに支払われるといいますか、補塡され

ます。農家の方にしては、今後、１１月、１２月の

年末が、今までかかってきた資材等の精算の時期に

入ってきまして、資金がショートするおそれがあり

ます。議員おっしゃるとおりです。 

 それで、町といたしましては、共済ですとか収入

保険等に対して、前倒しして年内に払ってほしいと

いうことは要望していきたいと思いますし、もしそ

れがかなわない場合でも、資金がショートしないよ

うな手当てはしなければならないのかと、それは想

定しているところであります。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） ぜひ状況を見極めながら、
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あらゆる支援策をぜひお願いしたいと思います。こ

れを機会に、切実な声でいえば、農家をもうやめる

かなというような、後継者不足だとかいろいろあり

まして、そういう声も聞かれますので、しっかりと

基幹産業の農業を守るということは、町長自身も

おっしゃっておりますが、地域の産業を守り、地域

の経済も守りますから、お金も当然地域に回ってい

きますので、相乗効果があると思いますので、ぜひ

税の減免なども含めたいろいろな対策をぜひ考えて

いただいて、国に対しても積極的に働きかけていた

だきたいと思いますが、答弁をお願いします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 おっしゃるとおり、農業は上富良野の基幹産業、

大事な産業ですので、しっかりとこの現状を国に伝

えて、上富の産業を守っていくように努めてまいり

ます。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。 

 ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） 次に、コロナ禍における支

援策についてお伺いいたします。 

 町においてもこの間いろいろと支援策を講じなが

ら、町の事業者の方たちを支えるという取組をして

きました。 

 そういう中で、また新たに緊急事態が、１２日ま

でだったのが３０日まで延長されるという状況の中

で、事業主の方、経営者の方が本当に大変な状況で

す。これは、飲食業にとどまることなく、聞きまし

たら、いろいろな業種にその影が落ちてきていると

いう状況になってきています。ですから、こういっ

たところに対する支援策というのは本当に大切に

なってきているというふうに思います。 

 ある宿泊業を営む方に至っては、ここに来て、何

とか緊急事態宣言も収まりそうかなと思って、いろ

いろと予約も取ったけれども、また延長の中でキャ

ンセルが続くというような状況になったという話が

ありました。 

 また、一般の経営されている皆さん方に至って

も、やはり人の動きがないので、売上げは２年前か

ら比べてもかなり落ち込んでいるというような、そ

ういう状況であります。やはりそういうことを考え

れば、きっちりとした支援策を相乗的に行いなが

ら、経営を支えるような対策がどうしても必要だと

いうふうに考えます。 

 そこで、まず、今の現状認識についてどのように

お考えなのか、お伺いいたします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えいたします。 

 米沢議員のおっしゃったとおりといいますか、緊

急事態宣言が発出され、そしてまた延長されており

ます。このような中で、飲食、そして宿泊なんかを

含んだ観光産業は、シルバーウイークも控えている

のですが、そんな中で非常に大きな痛手といいます

か、インパクトになったなと。 

 議員御指摘のとおり、飲食、宿泊、観光以外にも

広く、やはり人流を抑えるような緊急事態宣言です

ので、なるべく外出しないでくださいということ

で、サービス業につながる製造業なんかもそうなの

でしょうが、全体的に、特に上富良野においては、

サービス業の割合が多いと思いますので、特定の業

種だけがコロナの影響を受けているというわけでは

なく、広くコロナ禍の影響があると認識しておりま

す。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） 状況は町長もおっしゃると

おりであります。また同時に、仕事の確保ができな

い、独り親家庭だとか、そういった所得の少ない方

にもやはり影響が出るというふうに思いますし、将

来的には、年末に向けて消費を喚起するようなクー

ポンや商品券発行など、大変次から次、申し上げて

申し訳ないのですが、町にも限界があると思います

が、しかし、私は言わざるを得ないのですね、こう

いう現状を考えたときに。きっちりとしたそういっ

た対策も含めて、給付も当然必要でありますが、住

民に対しても喚起するような対策が一方でも必要だ

と思いますが、確認いたします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 産業業界ももちろんそうなのですが、雇用されて

いる方、独り親の方なども含めて、雇用環境もコロ

ナの前と比べて、今現在においては結構悪くなって

きているのかなというふうに、特にサービスといい

ますか、小売なんかでは閉めているところも、夜の

飲食なんかでも閉めているところもあって、そこら

辺で雇用されている方にとっては収入が途絶えてい

るのかどうなのか、その辺は非常に憂慮していると

ころでございまして、今後、年末に向けて、そのよ

うな方に対しての支援策はどうなっているのか、ど

うする予定かという御質問かと思いますが、現時点

では、今の９月の段階ではまだ白紙の段階でありま

すが、コロナの支援金等が国のほうから補助金等

が、交付金があれば、それらも含めて検討するよう

になるのかなと。現段階では、今のところまだ白紙
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ということになっております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） いろいろと状況の変化とい

うのがありますから、ぜひその状況の変化も見極め

ながら、本当に困っている人たちの支援策として、

いろいろな対策をぜひ打ち出していただきたいと思

います。 

 国の地域創生の交付金もあれば、本当に自治体も

助かるわけなのですが、これもなかなか出てこない

という状況でありますので、ぜひ働きかけていただ

きたいと思います。 

 次に、新型コロナ感染拡大、ＰＣＲ検査について

お伺いいたします。 

 この点については、最近、北海道新聞等において

も、直近の１週間、その前という形のコロナの上富

良野町の感染者数も８名、６名、４名ぐらいでした

か、出ているかというふうに思います。やはり今ま

でにない町内の感染者数が増えてきているという状

況で、これは増えてほしくはありませんが、それに

対応する対策というのが何よりも求められておりま

す。 

 確かにこの間も何回も質問させていただいて申し

訳ありませんが、やはり子どもの命と健康を守る、

そういう人たちの体を守るということであれば、未

然に無症状感染者を見つけ出して、定期的な検査も

行って、感染拡大が分かれば対処するという点で効

果的だと言われております。基本は、ワクチン接種

とふだんの消毒だとかをしながら対応しなければな

りません。 

 この点について、国の交付金が来ないという状況

が前からありますが、町独自としてこれをするとい

うことは、財源的にはかなり厳しいと思いますが、

こういうことは考えられないということなのです

が、考える必要があると思いますが、この点お伺い

いたします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えいたします。 

 ＰＣＲ検査を実施してはという御質問かと思いま

す。以前と同様の回答となるかと思いますが、なか

なか、いつでもどこでも誰でも、何回でもというの

は大切なことです。ワクチン接種のほかにも、そう

いうＰＣＲ検査が誰でも受けられるということは非

常に重要なことではあるのですが、なかなか一つの

自治体でそれを実施するというのは、非常に財政的

にも、手間も暇もお金もかかって、難しいというふ

うに以前からお答えさせてもらっています。 

 ただ、そういうことを道、国に、ぜひ国の責任で

そういう体制をということは、もちろん自治体のみ

ならず多くの市民団体等から声は出ているかと思い

ます。国にも届いているかと思います。 

 その結果として、やはり先ほど申しました抗原検

査キットが今回、児童福祉施設とか高齢者福祉施設

に配布されておりますので、やはりこういう声を

国、道に届けていくことが、ＰＣＲ、抗原検査も含

めて、無症状の方をどうするかという問題、やはり

国、道に声を届けていくことが重要なのではないか

と考えております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） 学校等への抗原検査キット

の配布について答弁されましたが、しかし、抗原検

査キットは条件があります。基本は教職員が対象、

以外でもそうなのですが、対象であります。そうし

ますと、子どもたちは特例で、もしもそういった症

状が出てきたときに、初めてこのキット検査が受け

られるという状況にあります。受けるためには、先

生や保護者の立会い、あるいは先生等は研修を受

け、そういう中で初めてこの検査ができるという環

境があります。 

 ですから、必ずしもこれが全てではないというこ

とは、私よりも御存じだと思いますので、こういっ

た部分に対しても、無条件にきっちりと全てを対象

に提供できるような対策を自治体としても求めなけ

ればならないのだと私は思うのですが、この点、町

長、どのようにお考えですか。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、抗原検査キットの使用につ

いては結構細かい条件がついています。原則、先生

用ですということです。生徒に使っても構わないの

ですが、その場合は、研修を受けた方がします。保

護者の方からは事前に承諾書をもらっておいてくだ

さいなど、事細かなルールが決まっております。な

かなか煩雑でありますが、現状の研修を受けたり、

そういうことの支援を含めて、抗原検査キットが配

られたということは事実でありますので、これを活

用しない方法はないと思います。できるだけ制度を

もっと簡便にという声もありますが、とりあえずは

今の制度の下で、抗原検査キットを有効に活用して

いくのが、まず第一かなと思っております。 

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） 許容範囲というか、条件が

制約された中で、ぜひいろいろな取組をしていただ

きたいと思います。 

 この間、学校等においてもコロナが発症したとき



― 29 ―

には、こういったＰＣＲ検査か抗原検査か分かりま

せんが、実施された実績も町の中でありますので、

そういった場合には、ぜひ速やかに対応していただ

きたいと思っております。 

 次に、北３０号の側溝整備について、排水路整備

についてお伺いいたします。 

 確かに流末を見ますと、東側から西側のほうに、

ＪＲの鉄道をまたいで流れるというような状況に

なっています。非常に複雑な地形であるということ

は分かります。 

 ただ、地元の人の意見を聞きましたら、そういう

いろいろな町としても財政的な、お金、莫大な表現

になっておりますけれども、かかりますけれども、

地元の人にしたら、地先の人にしたら、大雨が降っ

て排水管が流れなくて、あふれ出てじゃぶじゃぶな

のです。僕も見ましたけれども、最近はありません

けれども。そうすると、そういったときに、いろい

ろと土砂上げとかをしたとしても限界があります。 

 そのときに、何を望んでいるかということなので

す。水を放流することも一つの対策ではないかと思

います。やはりそういった小さなことでも、地先の

人にしてみれば、やっぱり望んでいるわけですか

ら、そういった対策を取りながら、この問題の当面

の対策と将来の対策と併せながら、これを解決しな

ければならない問題だというふうに思います。こう

いった問題は、ほかにもいろいろなケース等がある

というふうに思いますし、本当にお金もかかること

だと思いますが、この点、きちっとした対応を、必

要最小限の対応をこれからも実施すべきではないか

と思いますが、確認いたします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えいたします。 

 北３０号の側溝整備につきまして、以前の大雨で

地先のところまで水が来た、道路が冠水するような

状態であったということは聞いております。その

後、素堀側溝に４００Ｖのトラフを入れましたの

で、狙いとしては、素堀側溝のときよりは、トラフ

を入れたことによって土砂の流入がかなり抑えられ

て、以前に比べると土砂がたまるようなことはない

だろうということで、それでも、１回雨が降るごと

に土砂はたまっていきますので、常日頃のパトロー

ルと、大雨になる前の、普通の雨でたまった土砂上

げ等も組み合わせて、パトロールして、日頃から北

３０号側溝については注意を払っていきたいと考え

ております。 

 また、将来的な展望といいますか、考えについて

は、ＪＲ、そして国道を横断する管がありまして、

なかなか難しい問題ではありますが、ＪＲ、国道の

ほかにもいろいろな事業を絡めてといいますか、い

ろいろな事業に乗るように、排水の事業なんかも含

めて、いろいろな事業を絡められるように工夫をし

ながら、根本的なといいますか、改善を、将来の展

望を描いていかなければならないのかと思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） 次に、生理用品についてお

伺いいたします。 

 この件については、今後、学校との協議が調い次

第という形で配置を進めたいということであります

ので、ぜひお願いしたいと思います。 

 この間、生徒や保護者などにもいろいろと、全般

的ではありませんが、聞ける範囲でいろいろと聞き

ました。やはり直接、保健室に置いてあったとして

も、なかなか恥ずかしいという子どもも実際にいま

す。そうしますと、そういったところにあればいい

というような声も聞かれますし、一方で、今の体制

でも十分だという声も聞かれます。 

 しかし、いずれにしても、こういう問題は、どん

な環境に置かれた中でも、いつでもどこでも安心し

て利用できるようなところが一番いいのだろうと話

を伺いました。そんな状況を、教育長も僕以上に現

場の意見も聞いて、実施されているかと思いますの

で、もう一度、現状認識等について確認いたしま

す。 

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ７番米沢議員の御質問に

お答えをしたいと思います。 

 議員のほうからもお話あったとおり、いろいろな

理由で借りなければならない。そのときに、一々聞

くというのは、保健の先生にお願いする、それ自体

でストレス等を感じるお子さんも増えてきていると

いうのも現実です。 

 ただ、トイレに置いてあると、それ以外の、特別

な理由のないお子さんも使ってしまうのではないか

という学校の懸念も相当あったわけです。忘れてい

なくても、面倒くさいから、使えるから使ってしま

うというような、学校のほうも非常に、僅かなお金

ですけれども、お金がかかりますので、そういうふ

うになったら困るなというような学校側の意見もあ

りました。ただ、それは学校が指導することだと。

本当に女子生徒が教室から持っていくことが嫌だっ

たら、次の展開を学校は考えるべきで、一緒くたに

しないで、進めようということで、ともかくストレ

スをなくして、置くのだと。もしいっぱい使うとき

には、また次の段階で考えましょうという考えで、

積極的に進めていきたいということで、校長会等で
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も話ながら、進めていきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（村上和子君） 以上をもちまして、７番米

沢義英君の一般質問を終了いたします。 

 次に、３番髙松克年君の発言を許します。 

○３番（髙松克年君） さきに通告しています２項

目３点について質問いたします。 

 演習場騒音地域の拡大が必要。 

 ２項目め、全小中学校に冷房施設が必要では。 

 １項目めですけれども、演習場の砲撃音が以前よ

り回数とともに大きくなっている。本年７月上旬、

８月下旬の砲撃訓練は早朝より夕方まで長時間にわ

たり、住民の身体、建物に対する騒音・振動は尋常

ではなく、許容を超える状況であり、騒音基準値の

８１デシベルを超えているものと思われる。 

 昨年度も７月２２日、これはモニタリングポスト

の計測ですけれども、４９２回の砲撃で、７９.８

デシベルが記録されている。防音事業が決定してい

る地域となっている東中地区(東１２線北)以外の旭

野地区、日の出地区にも騒音は確実にレベルが上

がっていると思われる。 

 １、このような状況の下では、地域住民の生活環

境は守られない。防衛の住宅防音工事地域の拡大は

必要不可欠というところに来ていると思うが、考え

を伺う。 

 ２、他の演習場と比較して、住民への騒音による

住宅防音工事対応は非常に戸数、金額も小規模と

なっているが、これらについてもどのように考えて

いるのかを伺う。 

 ３、どのような手法で防衛省に上富良野演習場の

実態、周辺の状況を伝えているのかをお伺いした

い。 

 冷房についてですけれども、近年、上富良野町の

１日の気温が全国・全道的に見ても高い気温が観測

されている。特に今年のように真夏日が続き、熱波

が続く気象条件から脱することはできない現状に

至っている。 

 町内全学校の暑熱対策はどのように行われている

か、学習環境が守られているのかをお伺いしたい。 

 ２、北海道の２０２１年３月の学校のクーラーの

設置率は、全国最下位４.３％とある。国は、学校

施設環境改善交付金制度を設けており、この資金を

使っての府県の設置率は非常に高くなっています。

この制度を使って早急にでもクーラーの導入を図る

べきと思うが、来年度予算に盛り込むことは不可能

な状況と言わず、重要課題とすべきと思うが、教育

長の考えをお伺いいたします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ３番髙松議員の演習場騒音

対策に関する３点の御質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の住宅防音区域の拡大につきまして

は、平成２４年、住宅防音区域が指定されました

が、長年にわたり自衛隊と演習への深い理解と協力

をされてきた演習場周辺地区にあって、一部のみが

対象区域に指定され、歴史的なつながりの強い一体

感のある協議会単位の地域が分断されたことは課題

として受け止めているところであります。 

 また、指定以後の区域指定基準値の見直しと併せ

て、区域指定の拡大に向けた取組に資することを目

的として、当時、常設騒音測定器により経過観測を

行っているところであります。 

 砲撃音については、気象状況により音の伝わりの

方が変わる性質もあり、日々の状況によっては砲撃

音の感じ方も違ってくると推察いたします。 

 町といたしましては、住宅防音区域の拡大や砲撃

音評価の見直しなど、地域の実情を踏まえ、関係方

面に対し引き続き要望を行ってまいります。 

 次に、２点目の住宅防音工事の対象につきまして

は、防音区域指定地内の東１２線道路より演習場側

が対象地区となっております。 

 工事内容等については、公開されていないため把

握できませんが、戸数については、本町の指定区域

が他の演習場に比べ、指定区域内の戸数が少ないた

め、戸数工事費が比較的小規模になっているものと

捉えております。 

 なお、本町については、指定された住宅について

は全て施工が完了しております。 

 次に、３点目の防衛省への要望活動につきまして

は、町としては、上富良野町基地対策協議会とし

て、関係団体とともに、防衛省及び関係国会議員に

対し年２回、防衛施設周辺整備対策に関する要望書

として、地域との良好な関係維持に向けた区域指定

の対応と、砲撃音評価の見直しを要望しておりま

す。 

 また、加盟団体である北海道基地協議会及び防衛

施設周辺整備全国協議会においても年２回の要望活

動を行っております。 

 現在は、コロナ禍にあることから、その感染状況

によって上京が難しい場合などは、書面やオンライ

ンによる要望も行っており、実施状況につきまして

は、これまでの行政報告において御報告させていた

だいているところでありますが、演習場における砲

撃音騒音は全国的な課題でもありますことから、引

き続き関係団体と連携して防衛省等に要望してまい

りますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番髙松議員の２項目

め、全小中学校への冷房設備に関する２点の御質問
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に一括してお答えいたします。 

 小中学校の冷房設備につきましては、文部科学省

が公表している空調設備設置状況によりますと、北

海道の小中学校は、令和２年９月１日現在、普通教

室の設置率は４.３％となっております。 

 地球温暖化による環境変化などにより、寒冷地と

言われている北海道においても、今年は３０度を超

える真夏日が続くなど、平均気温も上がっており、

本町におきましても、夏休み期間中に３７.５度の

最高気温を記録するなど、厳しい暑さでありまし

た。 

 本町の各小中学校における暑さ対策としまして

は、大型の扇風機を教室に、冷風機を廊下に配置す

るなどの対応を図っているところです。 

 また、この間、児童・生徒の熱中症対策として、

水筒の持参や、必要に応じて授業中に水分補給をす

るなど、体調管理に配慮してきたところでありま

す。結果として、児童・生徒が熱中症になることは

なく、無事、夏を終えることができたところであり

ます。 

 このようなことから、今後におきましても引き続

き熱中症の予防に取り組むとともに、冷房設備の設

置につきましては、今後の気象状況や町の財政状況

を勘案しながら、必要に応じて検討してまいります

ので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。 

 ３番髙松克年君。 

○３番（髙松克年君） 第１項目めから再質問した

いと思います。 

 答弁に、地域の分断が問題であり、課題と考える

と書かれていますけれども、現状をどう見るかに

係っているのではないかと思います。令和２年の砲

撃演習日数は６２日となっています。その中で、モ

ニタリングの数値は８１デシベルに近い７０デシベ

ル以上の日数は１３日となっています。昨今の特徴

としては、日曜日の割合が２０％近い日数を含んで

います。モニタリングポストは、騒音測定地域より

も外側にあるところにあり、そこでの測定値が、先

ほど言いました、昨年度においては８１デシベルに

近い数字が記録されています。 

 以上のことから考えると、騒音指定地域、住宅防

音地域の指定の根拠が合理性を欠くことになってい

るというふうに思います。地域の住民の人たちは、

過去の経験から、これについての正当性、合理性が

ないことを認識していると思いますけれども、どの

ように考えるか。 

 また、砲の発射位置、着弾位置からモニタリング

ポストまでの距離で円を描いたとすると、現在の指

定地以外にも地域は自然拡大されます。 

 このようなことから、指定地域のラインは、現在

のような直線的に１２線の北側というふうに言いま

すけれども、１２線と並んでというような言い方に

なっていますけれども、これはこれでは済まず、必

ず拡大するというふうに思いますが、これについて

もどう考えるか、お伺いしたいと思います。２点に

ついて。 

○議長（村上和子君） 副町長。 

○副町長（石田昭彦君） ３番髙松議員の御質問

に、事務的な部分もありますので、お答えをさせて

いただこうかと思いますけれども、まず、防音指定

地域につきましては、国の一定のルールに基づいて

それぞれ指定されておりますけれども、北海道にお

いては、平成１１年に矢臼別演習場が対象区域に

なって、平成２４年の改編によって、北大演上富良

野演習場、それから然別演習場についてもそれらの

指定がなされたと記憶しておりますけれども、どこ

の演習場も全国同じ基準で、同じ調査に基づいてさ

れております。 

 モニタリングポストにつきましても、上富良野町

につきましては、議員御承知のように東中の浄水場

の敷地内に設置して、常に常時観測してございます

が、それぞれ道内の演習場についても、それぞれの

ところについております。例えば、ちょうど上富良

野の演習場であれば、指定区域のライン上といいま

すか、ラインからちょっと外れた辺り、当然８１デ

シベル以上から８４デシベルのところについてがＢ

指定、それ以上はＡ指定とか、８９デシベル以上の

地域になれば、それは退去についても対応になるよ

うな、そういう制度になっているかと思いますけれ

ども、例えば北大演についても、北大演は、ちょう

ど恵庭市の市街地の中にモニタリングポストがあり

ます。当然かなり、北大演があって、島松と北恵庭

と南恵庭に駐屯地があって、北恵庭の駐屯地の辺り

もすぐ市街地であります。その外側にモニタリング

ポストがあって、計測をしておりますので、多くの

市街地が対象になっているという実態にありますけ

れども、上富良野駐屯地が何か特別な形でモニタリ

ングポストがそういう場所にあったりとか、そうい

うことではございませんので、そこはぜひ御理解を

いただきたいと思います。 

 二つ目、どういう質問だったか、ちょっと記憶に

なかったのですけれども、質問の内容が分かれば、

事務的なことであれば総務課長からお答えさせます

が、もう一度質問の内容をお知らせいただければと

思います。 

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。 

 ３番髙松克年君。 

○３番（髙松克年君） 今言われたのは、上富の現
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状というのではなくて、僕も恵庭とか矢臼別の地図

も見ていますけれども、どこの地域もやはりそうい

うようなことで、直線的に上富みたいに区切っては

いないのです。それはどういうことかというと、先

ほど言われたように、モニタリングポストの置いて

ある位置、そして、そこからどういうふうに測って

いるかによると思うのです。 

 砲撃音というのは、先ほど僕も言ったと思うので

すけれども、発射音と着弾音、それらも観測する

し、小銃などの小機関というのですか、そういうも

のも測定しているわけです。その中から大きな砲弾

の発射音とか着弾音を取るときに、当然そこからた

だ単に直線的に着弾から来るだけのものではなく

て、そこまで音が聞こえているということは、そこ

から発生している音がどういうふうに広がるかとい

うことを測定するという意味だと思うのです。そう

いう意味で、ただ単に点だけでラインを引くような

やり方は、そもそも平成２４年の決定時において、

どのようなことに上富良野の町が関わってきたか。 

 そして、先ほど町長が言われるように、なぜそれ

が問題となるか、分断をされたということを住民の

人たちが考えたと。気がつかないうちにラインを引

いて、決めていったのは誰なのかという話なので

す。もちろんそれは防衛が測ったと言いますけれど

も、演習場の中でその地域を決めたか、町は知らさ

れているのでしょうかということなのです。それも

あります。それを聞いたのです、今。 

 以前に聞いたときにも、上富の町でも音は聞こえ

ると、当たり前です、それは。でもあの地域、以前

に大森さんが書いているように、地域の人にどう

やって町は説得させた、それをのませたという言い

方はおかしいけれども、今の時代でいえば、そうい

うことになるのかもしれないのですけれども、そう

いうことがあったかということをきっちり書いてい

る実態があるのです。ですから、今聞いているの

は、なぜ俺が２回言わなければならないのかと思う

のです。 

 それが地域の人たちはもう分かっていて、そして

それに対して何も言えない状況があるのではないか

と。それのいい例が、以前にうちらのところで懇親

会を持ったときに、ここの施設隊の隊長が入れ代

わったときに来て話をしてくれたときに、開口一

番、上富良野の演習場は非常に使い勝手がいいと。

我々も安心していられるというようなことを言った

ときに、地域の人たちが何と言ったか、副町長は

知っていると思うのです。そのときに総務課長で来

ていた。そういうことがあるから、今また質問をし

ているわけです、しつこくという感じで。それをど

うやって認めていくか、認めてもらうか。 

 先ほど同僚議員が言ったように、既に、中期防の

中でも言っているとおり、重要なポイントとして上

富の演習場があるということは、ある意味自分も認

識できています。けれども、同じ町民の中で、それ

によって本当に心痛めていても発言できないという

ようなことがあるとすれば、それは少しおかしいの

ではないか、違うのではない。そこからの質問で

す。 

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ３番髙松議員の御諮問で

すけれども、防音区域の指定については町が関わっ

ているものではありませんので、基本的に全国一律

の基準に基づいて、それぞれ指定地域が線引きされ

ている実態にあります。そのような中で、町が、斉

藤町長もそうでありますけれども、常々、これまで

も防音指定の中では、一定の数値で基準になってお

りますけれども、この地域が一体的な協議会とし

て、この演習場の周辺地域として、これまでも演習

等についても深い御理解や、そういうことをいただ

いて、大変うるさい環境の中でも生活をしておられ

る実態にあります。そういうエリアの中で、こうい

うふうにラインがあると、こっちの住宅はいいけれ

ども、こっちの人はというふうに、これまでずっと

歴史的に地域一体となって生活をしてきた経過にあ

りますので、こういう部分については、そういう単

純な、例えば８０デシベルという数値だけの問題で

はなくて、そういう地域一体的な指定等もできない

のかということをこれまでも強く要望しているとい

うことでありますので、そこはぜひ御理解をいただ

ければと思います。 

○議長（村上和子君） ３番髙松克年君。 

○３番（髙松克年君） それについて、きちっと防

衛のほうも国会の答弁で答えているところがあるの

です。平成２８年に演習場周辺において、現在、モ

ニタリングポストを置き、騒音の拡大音レベル、時

刻等を記録しています。これらの測定でデータか

ら、１日の間に発生する各種別、砲弾種別、発射位

置及び着弾位置別騒音を算出して、その結果、６デ

ン(これは、３１デシベルを決めるに当たって防衛

がつくった騒音と圧力を足してできた数字です）以

上の地域内の住宅が所在することが判明した場合

は、住宅防音工事対象地区とし、それを認めている

ということが、平成２８年の国会答弁の中にあるわ

けです。それが果たしてこの地域で認められている

かどうかということも含めて、やはりしっかりとし

た検証をしなくてはいけないのではないかと。 

 住んでいるのは町民で、町以外の人が地域に住ん

でいるというように思っているのかどうかも含めて

ですけれども、その辺しっかり考えていただかない
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と困るというふうに思うわけです。どういうふうに

考えるか、お伺いします。 

○議長（村上和子君） 総務課長。 

○総務課長（宮下正美君） ３番髙松議員からあり

ました演習場の騒音測定の直近の状況というところ

で、私のほうからお答えさせていただきたいと思い

ます。 

 町長につきましては、昨年の年末から就任という

ことで、それ以前のことはなかなか、知識としては

何となく聞いていますが、実際には当たっておりま

せんので私のほうからお答えさせていただきたいと

思いますが、私も今ありました平成２８年のときの

国会答弁というのは、具体的には知っていないとこ

ろでございますが、それ以降この立場になりまし

て、演習場の騒音測定の関係につきましても携わっ

てきたところでございます。 

 この間、周辺地域の中での会合にも行かせていた

だいた中で地域の声というのも聞かせていただきま

したし、今回決まりました住宅防音の設置の経過に

ついても、一応内部的な資料も見たところでござい

ます。 

 その中で、設置されてからこれまであった課題

等々につきましては、最初の町長の答弁の中でもお

答えさせていただきましたが、やはり地域の中に、

いわゆる分断されたというのが、まず一つの課題と

して今でもあるなというふうに、これは町としても

あります。 

 そのときなぜ１２号線を真っすぐ引かれたのだと

いう思いも確かにあるかと思うのですけれども、た

だ、それについては、実際に線は真っすぐではあり

ませんが、測定した結果に基づいて、その時点で

マックス広げられるのはそこの道路だろうというこ

とで、実際には引かれた結果で、対象になった方と

ならない方が生まれてしまった。それは、その時点

でそれをよしとしないと指定されませんので、その

時点としては、地域の皆さんと町も含めて、今の時

点ではこれで行こうということで確認をして、制度

が進んだのだというふうに思っていますので。 

 ただ、そのときにあった課題というのは、今でも

内部的にはありますので、ぜひ今の要望の中でも、

基準を変えてもらわないと全体的には変わりませ

ん。それは大原則なのですけれども、それと一緒

に、それの基になっているものについては、上富の

事情として、ある部分については、それは本心とし

て町長の言葉の中から、要望としてやっていかない

と、なかなか基準を変えるのは、うちだけではない

ですし、１メートルずらしただけでとんでもないこ

とになりますので、そこら辺というのは難しいので

すけれども、過去の経過を踏まえながら、町長にも

これから地域の基準を下げる、あるいは拡大を目指

すという取組についてはやっていただきたいと思っ

ておりますので、御理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ３番髙松克年君。 

○３番（髙松克年君） それを受けて、ぜひ演習場

周辺の騒音に対しての防衛施設補助というか補償と

いうか、住宅を改装するということを拡大すること

をぜひお願いしてほしいと思います。 

 それで、次に移りますけれども、防衛の防音工事

の実態というか、実際について、これはちょうど上

富良野が平成２４年に指定されて、平成２６年の古

い資料しかないのですけれども、残念なことに非常

に防音に対しての金額、戸数、それらが低い。防音

工事は、その当時、平成２６年ですけれども、３

戸、金額にして２,６９７万円。北海道大演習場２

４４戸、１８億９,９００万円、矢臼別４２９戸、

４１億３,１２９万円、これぐらいの差があるわけ

です。北海道で３番目の演習場で、しかも今やって

いる演習は本当に大きいものです、昔より、音とい

い。 

 先ほど言った２回の例を挙げても、地域の人たち

にしたら。そういう中でどういうことが起きてくる

か。本当にこれで生活環境が守られるのだろうか、

ここにいて暮らして、例えば難聴になるのではない

かと心配するお年寄りもいます。現実の問題とし

て。そういうところまで入ってきていることに対し

て、やはり町がアクションを起こさない限り、この

ことを我々住民がどうこうできるという、町民がど

うこうできるということではないということなのだ

と思います。どうでしょう、それについてどう考え

たら。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ３番髙松議員の御質問にお

答えいたします。 

 矢臼別、それと北海道大演習場と比べて、上富良

野の演習場というのは、東側は国立公園で、ほとん

ど半分以上向こう側は人が住んでおりませんので、

ほかの矢臼別ですと、極端な話、周りぐるっと住宅

がありますので、対象の戸数が多くなったり金額が

多くなったりするのは、これは上富良野と比べて、

そういう条件であるので仕方ないかなと。特に上富

良野は演習場は、同じ基準でやっていますので、何

か別の意図があるとか、そういうことはないと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ３番髙松克年君。 

○３番（髙松克年君） それと、この中でちょっと

間違いがあるので、全戸がやられているというふう
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に、指定されたところはやられているというふうに

書いてありますけれども、残念ながら全戸ではあり

ません。 

 それと、なぜ少ないかというのは、先ほど言った

ように、平成２４年度当時、測ったところがどうい

うところで、どうしたかも我々住民はもちろんのこ

と、協議会の人たちも分かっていないのではないか

というふうに思うわけです。 

 次に行きますけれども、先ほど同僚議員も中期防

のことについてお話しされていましたけれども、中

期防の中に、地域コミュニティーとの連携をすると

いう欄に「住宅防音事業のさらなる促進を含め、防

衛施設周辺対策事業の推進。部隊配備は、訓練方法

等に当たっては、地元の情勢に応じたきめ細やかな

地元調整が必要。地方公共団体、警察・消防機関と

の連携を密に。地方経済に寄与するような各種施策

の推進」とあります。このようなことが防衛でもう

たっているときに、本当にこのままで上富良野の演

習場はいいのか、このまま使いやすい、本当に、

言ったらあれだけれども、何も起こさない、何も言

わない、何も要求しない演習場でいいのかどうかと

いうことが問われるのではないかと思っています。

防衛の中でもこういうことをしっかりうたっている

時代になったということでしょう。変わったという

ことです。それについてはどう思いますか。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ３番髙松議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 町といたしましても、周辺住民の声を防衛省なり

関係機関にしっかりと届けておりまして、何も要求

しない、何も言わない、そういう演習場ではない

と。もちろん使いやすいような演習場、全国的に見

てもそういうふうな演習場ではありますが、周りの

住民の方にはしっかりと、先ほどの防音を含めて、

その辺の要求はしっかり届けているつもりです。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） ３番髙松克年君。 

○３番（髙松克年君） 今言われたとおり、我々も

期待したいと思いますし、ある意味、騒音のモニタ

リングポストにおいても、もう既に超えているよう

な状況があるということを認識して、ぜひ区域の見

直しをお願いしたいと思います。先ほど言われたよ

うに、微妙なところで止まっている部分もありま

す。そして、それをどうこう言われるのが嫌だから

地域でも手を挙げない人もいます。そういう実態を

見て事を起こしていかなければ駄目なのではないか

と思います。ぜひ町長の交渉手腕に委ねたいと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 続いて、学校の冷房について質問したいと思いま

す。 

 現在、学校で冷風機なるものを今年導入されたの

ですね。それで、東中は全く一番暑いときには使え

なかったような状況だったのですけれども、そんな

中で、うちにも孫がいますから、どうかという話を

したら、５年生なのである程度認識できるかと思う

のですけれども、残念ながら冷風機を使っても一番

奥の三つの教室までは届かないと。どうなのかと

言ったら、近くの教室では音も聞こえると。いたず

らなんかしていると聞き漏らしてしまうというか、

先生の言うことを聞いていないで、お目玉もらうよ

うなこともあるみたいな話もしていました。そうい

うようなことで、快適な方法とは言えないのではな

いか。教室に近いとやはり機械音が耳障り、送風機

の能力にも限界があると思われ、実験的段階として

はよいとは思うのですけれども、これで将来もやっ

ていくということになると、非常に寂しいものがあ

るというふうに思っています。その点についてはど

うでしょうか。 

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番髙松議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 先ほどの答弁でもさせていただいたように、今後

の気象条件、町の財政状況を含めて、そのときが来

たら検討させていただきますというお答えをさせて

いただきました。いわゆる今年は非常に暑かったな

と。ここにいらっしゃる皆さん誰しもが異常な暑さ

だったと。さて、来年はどうなのだろうという部分

も当然あります。 

 冷風機、昨年導入したわけですけれども、コロナ

の関係で夏休みも去年は長くしたのです。１０日

間。したがって、そのために冷風機を中学校に入れ

よう、こっちにも入れようということで対応してい

まして、今、冷風機、本当に音もうるさいし、遠く

なると効果がないというのもおっしゃるとおりであ

ります。ただ、近くにいると温度が２度ほど下がり

ます。熱中症の場合、１度、２度が大きな役割を果

たすと思っていまして、応急的な対応として使わせ

ていただいているということを御理解いただきたい

と思いますし、本当に子どもたちの学習環境を守る

という観点での御質問をいただいたことは大変有り

難く思います。 

 ただ、北海道の全体の中で、まだ冷房というもの

は一般的ではないという評価もされています。それ

はなぜかと申し上げますと、やはり北海道は、温度

は高いけれども湿度が低いということで、午前中は

比較的問題なく過ごしているというのも現状であり

ます。ただ、午後からについては温度が高くなると

いう実態があります。 
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 うちの町の特性として、ほかの町は１時、２時が

ピークになります。うちの町は、盆地の形状なの

か、それより遅い時間になるのです。したがって、

学校もおおむね終わる時間に当たっているという

ラッキーさもあるのです。 

 ただ、今後の気象条件だとか北海道の夏の厳しさ

を、これから様子を見て、その必要性が出たときに

しっかりと対応していくということなのかと考えて

おりますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。 

 ３番髙松克年君。 

○３番（髙松克年君） 今言っていることは最もな

ことだだなと思うところもあるのですけれども、国

では、学校施設環境改善交付金というのを設けてい

て、空調設置工事にも、大規模改造まで４００万円

から２億円という金をつけますと。そして、基本的

には３分の１の助成なのですけれども、過疎適用の

場合は５５％になります。ちょっと縛りがあるので

すけれども、それがあるので、ぜひそういうものを

使ってでも、財政力がどうのこうの、このまま行っ

たら財政力、上富はよくなりますか。早くやって子

どもたちに環境のいいところで勉強してもらうとい

うことにもお金をかける必要があるのではないか。

資金がないということは、ここへ来ては理由にはで

きないのではないかと思うのですけれども、どうで

しょうか。 

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番髙松議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 そのときが来たときには、お金がないからどうの

こうので、つけるとかつけないとかという判断はし

ません。私の考え方ですけれども、必要なものは、

お金がかかってもやらなければならないと思うので

す。北海道内でついていないということは、必要性

がまだ低いというふうな評価だと思っています。

クーラーはつけなくても、夏休みを長くするとか、

いろいろな方法がまだあると思います。そういう中

で、それも駄目だったときにどうするか、お金があ

ろうとなかろうと、やってしまおうと、そのときは

皆さんも賛成と言っていただけるのではないかと

思っています。 

 やはり経済性というのも非常に、設置するのにお

金は、財政措置のあるものを使えば、それほどでは

ないと思います。ただ、クーラーをつけると電気

代、掃除をきれいにしないとウイルスが飛んで歩く

だとか、いろいろな問題もありますので、そういう

部分で、必要なときにはしっかり検討するというこ

とで、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。 

 ３番髙松克年君。 

○３番（髙松克年君） そのことを百歩譲ったとし

て、今の現状の中で、学校の環境というか、それを

どういうふうに守っていくかというのは、ちょっと

調べたところによると、学校保健安全法に基づく、

学校環境衛生基準というのがあるのですけれども、

これで言っている温度というのはどれぐらいのとこ

ろを指しているのか、また、湿度、換気の能力とい

うか、そういうものについても規定されているとい

うふうに書いてあるのですけれども、どういう数字

になっているのか。 

 また、ここでは騒音というのもありまして、これ

では５０デシベルで、窓を閉じている場合というよ

うなことがあるのですけれども、今の状況の中で、

学校の基準というのは、今言ったような換気の問題

とか温度の設定とか、総体的な湿度とか、そういう

ものに対しての調査というか、そういうものは日々

やられているのかどうか、お伺いしたいと思いま

す。 

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番髙松議員の御質問

に、通告外だと思います。一応私たち調べてきま

す。通告内のものは調べてくるのですけれども、通

告外のものは、データ的なものは私は持っていませ

んので、申し訳ないですけれども、お答えできない

というより、データを持っていないということで、

回答させていただきます。 

○議長（村上和子君） 御了解いただきたいと思い

ます。よろしいですか。 

 ３番髙松克年君。 

○３番（髙松克年君） 分かりました。以上で質問

を終わります。 

○議長（村上和子君） 以上をもちまして、３番髙

松克年君の一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○議長（村上和子君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ２時４０分 散会 
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○議事日程（第２号） 

第 １ 会議録署名議員の指名について 

第 ２ 選任第 １号 常任委員の選任について 

第 ３ 選任第 ２号 議会運営委員の選任について 

第 ４ 議案第 ８号 令和２年度上富良野町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

第 ５ 議案第 １号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和３年度上富良野町一般会計補正予算（第４号）） 

第 ６ 議案第１５号 上富良野町過疎地域持続的発展市町村計画の策定について 

第 ７ 議案第 ２号 令和３年度上富良野町一般会計補正予算（第５号） 

第 ８ 議案第 ３号 令和３年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

第 ９ 議案第 ４号 令和３年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

第１０ 議案第 ５号 令和３年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第２号） 

第１１ 議案第 ６号 令和３年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

第１２ 議案第 ７号 令和３年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

第１３ 議案第 ９号 令和２年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定について 

第１４ 議案第１０号 令和２年度上富良野町企業会計決算の認定について 

第１５ 議案第１１号 上富良野町個人情報保護条例の一部を改正する条例 

第１６ 議案第１２号 上富良野町手数料条例の一部を改正する条例 

第１７ 議案第１３号 上富良野町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部

を改正する条例 

第１８ 議案第１４号 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税の特例に

関する条例 

第１９ 議案第１６号 副町長の選任について 

第２０ 議案第１７号 教育委員会委員の任命について 

第２１ 発議案第１号 議会広報特別委員会設置に関する決議について 

第２２ 発議案第２号 議員派遣について 

第２３ 発議案第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見について 

第２４ 発議案第４号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見について 

第２５ 発議案第５号 コロナ禍における農畜産物の消費拡大及び高温・干ばつによる農作物被害対策を求

める意見について 

第２６ 閉会中の継続調査申し出について 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席議員（１４名） 

      １番  元 井 晴 奈 君      ２番  北 條 隆 男 君 

      ３番  髙 松 克 年 君      ４番  中 瀬   実 君 

      ５番  金 子 益 三 君      ６番  中 澤 良 隆 君 

      ７番  米 沢 義 英 君      ８番  荒 生 博 一 君 

      ９番  佐 藤 大 輔 君     １０番  今 村 辰 義 君 

     １１番  小 林 啓 太 君     １２番  小田島 久 尚 君 

     １３番  岡 本 康 裕 君     １４番  村 上 和 子 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長           斉 藤   繁 君      副 町 長         石 田 昭 彦 君 

 教 育 長         服 部 久 和 君     代表監査委員         中 田 繁 利 君 

 農業委員会会長  井 村 昭 次 君     会 計 管 理 者         及 川 光 一 君 

 総 務 課 長         宮 下 正 美 君     企画商工観光課長         佐 藤 雅 喜 君 

 町民生活課長         星 野 耕 司 君     保健福祉課長         鈴 木 真 弓 君 
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 農業振興課長兼農業委員会事務局長     大 谷 隆 樹 君     建設水道課長         狩 野 寿 志 君 

 教育振興課長         林   敬 永 君     ラベンダーハイツ所長         谷 口 裕 二 君 

 町立病院事務長  北 川 徳 幸 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長         深 山   悟 君     次 長         飯 村 明 史 君          

 主 事         真 鍋 莉 奈 君 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（村上和子君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、令和３年第３回上富良野町議会定例会

２日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（村上和子君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（深山 悟君） 御報告申し上げます。 

 さきに御案内しました選任第１号常任委員の選任

について、選任第２号議会運営委員の選任について

の議案は、本日、配付をしたところであります。 

 また、議案第１６号副町長の選任について、議案

第１７号教育委員会委員の任命についての議案につ

いては、後ほどお配りしますので、御了承願いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（村上和子君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（村上和子君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定に

より、議長において、 

     １１番 小 林 啓 太 君 

     １２番 小田島 久 尚 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 選任第１号 

○議長（村上和子君） 日程第２ 選任第１号常任

委員の選任についてを行います。 

 お諮りいたします。 

 常任委員の選任については、委員会条例第７条第

４項の規定により、議長より指名いたします。 

 総務産建常任委員に、北條隆男君、中瀬実君、中

澤良隆君、荒生博一君、小林啓太君、小田島久尚

君、村上和子。 

 次に、厚生文教常任委員に、元井晴奈君、髙松克

年君、金子益三君、米沢義英君、佐藤大輔君、今村

辰義君、岡本康裕君をそれぞれ指名いたします。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました以上の諸君を

それぞれの常任委員に選任することに決定いたしま

した。 

────────────────── 

◎日程第３ 選任第２号 

○議長（村上和子君） 日程第３ 選任第２号議会

運営委員の選任についてを行います。 

 お諮りいたします。 

 議会運営委員の選任については、委員会条例第７

条第４項の規定により、議長より指名いたします。 

 議会運営委員に、北條隆男君、金子益三君、中澤

良隆君、米沢義英君、荒生博一君、今村辰義君を指

名いたします。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました以上の諸君

を、議会運営委員に選任することに決定しました。 

────────────────── 

◎日程第４ 議案第８号 

○議長（村上和子君） 日程第４ 議案第８号令和

２年度上富良野町水道事業会計未処分利益剰余金の

処分についてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（狩野寿志君） ただいま上程いた

だきました議案第８号令和２年度上富良野町水道事

業会計未処分利益剰余金の処分について、御説明申

し上げます。 

 本件は、地方公営企業法第３２条第２項の規定に

基づき、利益剰余金の処分につきまして、議会の議

決をいただくものであります。 

 未処分利益剰余金の処分につきましては、後ほど

上程いたします議案第１０号に添付しております令

和２年度水道事業会計決算報告書の４ページ上段の

剰余金計算書及び、同じく４ページ下段の剰余金処

分計算書を御参照いただきたいと思います。 

 それでは、以下、議案を朗読し、説明とさせてい

ただきます。 

 議案第８号を御覧ください。 

 議案第８号令和２年度上富良野町水道事業会計未

処分利益剰余金の処分について。 

 令和２年度上富良野町水道事業会計未処分利益剰

余金を次により処分するため、地方公営企業法第３

２条第２項の規定により、議会の議決を求める。 
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 記。 

 令和２年度上富良野町水道事業会計未処分利益剰

余金３,６８８万９,７８３円のうち、２,０００万

円を建設改良積立金に積み立て、残余を繰り越すも

のとする。 

 以上で、議案第８号令和２年度上富良野町水道事

業会計未処分利益剰余金の処分についての説明とい

たします。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なしと認めます。 

 これから、議案第８号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第８号令和２年度上富良野町水道事

業会計未処分利益剰余金の処分については、原案の

とおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第５ 議案第１号 

○議長（村上和子君） 日程第５ 議案第１号専決

処分の承認を求めることについて（令和３年度上富

良野町一般会計補正予算（第４号））を議題といた

します。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮下正美君） ただいま上程いただき

ました議案第１号専決処分の承認を求めることにつ

いて（令和３年度上富良野町一般会計補正予算（第

４号））につきまして、専決処分した要旨について

御説明申し上げます。 

 本件は、４月２７日開催の第２回町議会臨時会に

おいて議決いただきました令和３年度上富良野町一

般会計補正予算（第１号）に計上しておりました新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を

活用した中小企業事業再構築支援事業に関しまし

て、予算措置後、事業申請受け付けを開始したとこ

ろでありますが、議決いただきました予算額を超え

る多くの事業の申請相談があり、ウィズコロナ、ア

フターコロナを見据えた事業展開の意欲ある事業者

への希望に早期に応えることが、この長期化してい

るコロナ禍の中での支援策として優先されると判断

し、当該事業に関する追加補正を８月１６日付けで

専決処分を行ったところであります。 

 なお、財源については、令和２年度において交付

決定を受けた新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金のうち、国、本省繰り越しとした臨時

交付金を充当し、財源調整を図ったところでありま

す。 

 そのようなことから、地方自治法の規定により、

予算の内容を議会へ報告するとともに、承認を賜り

たく、本議案を上程するものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分についてのみ説明をし、予算の事項別

明細書につきましては省略をさせていただきますの

で、御了承願います。 

 議案第１号を御覧ください。 

 議案第１号専決処分の承認を求めることについ

て。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、下記

の事項について別紙のとおり専決処分したので、同

条第３項の規定により報告し、議会の承認を求め

る。 

 記。 

 処分事項、令和３年度一般会計補正予算（第４

号）。 

 ページをお開きください。 

 専決処分書。 

 令和３年度上富良野町一般会計補正予算（第４

号）を地方自治法第１７９条第１項の規定により、

別紙のとおり専決処分する。 

 令和３年８月１６日、上富良野町長、斉藤繁。 

 令和３年度上富良野町一般会計補正予算（第４

号） 

 令和３年度上富良野町の一般会計の補正予算（第

４号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２,４００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ７６億６,４７８万３,０００円とす

る。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 
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 １、歳入。 

 １５款国庫支出金２,４００万円。 

 歳入合計２,４００万円。 

 ２、歳出。 

 ７款商工費２,４００万円。 

 歳出合計２,４００万円。 

 以上で、議案第１号専決処分の承認を求めること

について（令和３年度上富良野町一般会計補正予算

（第４号））の説明といたします。 

 御審議いただき、御承認くださいますようお願い

申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） お伺いいたします。今回の

中小企業の再構築支援事業という形の、これを活用

されながら、今のコロナ禍の中で事業をいろいろ新

しく展開しようという状況の話だというふうに思い

ます。 

 それで、この対象事業として、業態または業種転

換に関わるサービスや、現在のサービスの拡充とい

う形の内容になっているかというふうに思います。 

それで、分かる範囲でよろしいのですが、この転換

されようとする、また、拡充されようとする内容等

はどのような形態になっているのか、お伺いしてお

きたいと思います。 

○議長（村上和子君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（佐藤雅喜君） ７番米沢議員

の御質問にお答えいたします。 

 拡充する事業等につきましては、例えば、今、コ

ロナですので、屋外でお食事をしていただいている

というような場合に、そちらのほうに屋根をかけた

りとかいうことで、店内だけでなくて、お外でも食

べられるようなものつくるというようなこと。それ

から、通信販売、店売りでなくて通信販売をして、

ネットで売ったりするための、通信販売のそういう

器具の購入。それから、完全に業種の転換とかとい

うこともございまして、新たな事業に転換するとい

うようなものでは、トレーニング機器を入れて、今

までは、ちょっとこれを言うとまたばれてしまいそ

うなのですけれども、整体とかとやったのですけれ

ども、スポーツの治療というのですか、そういうよ

うなもののためのトレーニング機器を入れるとか、

あとは、全く別の業種に転換して、会社は同じなの

ですけれども、新事業を展開するというような事例

で、お申し込みをいただいているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第１号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり承認することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第１号専決処分の承認を求めること

について（令和３年度上富良野町一般会計補正予算

（第４号））は、原案のとおり承認することに決定

いたしました。 

────────────────── 

◎日程第６ 議案第１５号 

○議長（村上和子君） 日程第６ 議案第１５号上

富良野町過疎地域持続的発展市町村計画の策定につ

いてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 企画商工観光課長。 

○企画商工観光課長（佐藤雅喜君） ただいま上程

されました、議案第１５号上富良野町過疎地域持続

的発展市町村計画の策定についてにつきまして、提

出の要旨と、配付してございます上富良野町過疎地

域持続的発展市町村計画の概要について、御説明を

申し上げます。 

 本件につきましては、令和３年４月１日に、過疎

地域の持続的発展の支援に関する特別措置法（以下

「新過疎法」と申し上げます。）が施行され、同日

付けで上富良野町が過疎地域に指定されたことによ

り、新過疎法第８条の規定に基づき、議会の議決を

求めるものでございます。 

 本計画の策定の経過については、上富良野町が過

疎地域に指定されたことにより、４月下旬に北海道

から市町村計画の策定要領が通知され、調整、策定

作業に着手いたしました。 

 素案につきましては、北海道過疎地域持続的発展

方針と照らし合わせながら、６月下旬までに作成

し、６月２５日から７月２５日までの１か月間、パ

ブリックコメントを実施しましたが、御意見はあり

ませんでした。 

 また、北海道とパブリックコメントに付した素案

について事前協議を行い、最終案を調整してまいり

ました。 



― 42 ―

 ８月２日、新過疎法第８条第７項の規定に基づ

き、北海道へ協議を提出し、９月３日付けで北海道

知事の同意を得、本定例会に上程しております。 

 計画の概要につきましては、計画期間を令和３年

度から７年度の５か年とし、総合計画、総合戦略、

各個別計画等との整合性を図りながら策定したもの

であります。 

 北海道の過疎地域持続的発展方針に沿い、地域の

持続的発展に資する計画を記載し、基本的な事項か

ら、その他地域の持続的発展に関し必要な事項ま

で、１３項目について掲載しております。 

 記載内容の詳細については、御一読いただいてい

るものとして省略いたしますが、人口問題や産業の

振興、福祉や医療、教育など、過疎地域が直面して

いる様々な課題の解決に向け、地域資源を持続可能

な形で活用しながら、様々な施策を総合的に進めて

まいります。 

 以上、提出の要旨と計画の概要について御説明さ

せていただきました。 

 以下、議案を朗読し、提案といたします。 

 議案第１５号上富良野町過疎地域持続的発展市町

村計画の策定について。 

 過疎地域における総合的、計画的な持続的発展を

図るため、過疎地域の持続的発展の支援に関する特

別措置法（令和３年法律第１９号）第８条の規定に

基づき、別紙のとおり、上富良野町過疎地域持続的

発展市町村計画（令和３年度から令和７年度）を定

めることについて、議会の議決を求める。 

 御審議くださいまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） まず、外郭的な質問をさせ

ていただきます。 

 この過疎法の計画の中で、絶えず公共施設等の管

理計画との整合性ということがうたわれておりま

す。そのためには、施設の集約を行って、最終的に

は使用、いわゆる耐用年数を超えるものについて

は、持続的に使えるものについてはまた検討すると

いう形になっており、以外のものについては廃止が

基本だということになっております。また、同時

に、コスト削減のためにもいろいろと取り組みなさ

いという形になっております。 

 それで、お伺いしたいのですが、これらを進める

上で、当然、今後、ごみ処理においても、いろいろ

と給食センターにおいても、その他、今、病院も建

てかえが始まろうとしております。そうしますと、

やっぱり公共施設等の施設管理計画というのが、全

般的にきちっとした、いつまで優先順位を決めて、

古いものはいつまで更新するか、建てかえるか、な

くすかというような、そういう計画というのが、こ

の間、予算委員会等においては、３年か５年間ぐら

いのローリングは出されておりますが、長期的な展

望に立った計画というのが、まだ見たことがないと

いうふうに私は考えております。 

 そういうものも含めて、やはりこういった過疎法

に基づいて推進するということであれば、きっちり

とした管理計画と、計画に基づいた前提でこういっ

たものが進められなければなりませんが、そこの点

については、まちではどのような現在においては進

行状況になっているのかということを、ちょっとお

伺いしたいというふうに思っております。 

 あと、産業振興の点なのですが、この点について

は、長年、観光だとか、落ち込みが今回早く、ま

た、コロナ禍によってさらに落ち込みがひどくなっ

ているという状況があります。そういった部分的

な、当然、これから精度を上げながら、もう一度こ

の計画、基本は総合計画に基づいてやられているわ

けでありますが、見直し、点検というのも当然この

中に含まれておりますから、そういうもの等が当然

あってしかるべきなのかなというふうに思います

が、そういった対応等、ちょっとお伺いしたいと思

います。 

○議長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） ７番米沢議員からあり

ました、過疎計画のうちの、質問の１点目の、総合

計画との関連という部分につきまして、私のほうか

らお答えさせていただきます。 

 この過疎計画の中で、公共施設等総合管理計画と

の整合性ということで、それぞれ項目が出されてお

ります。その計画はどうなっているのだという御質

問かなというふうに思いますが、こちらで書いてお

ります、いわゆる公共施設総合管理計画というの

は、既にまちのほうではつくっておりまして、これ

までもお示しをしているところでございます。 

 ただ、総合管理計画自体は、個別の施設につい

て、これを将来的にどうこうするというところまで

はちょっとつくっておりませんで、今、まちとし

て、これだけの公共施設、インフラを持っていま

す。これを今後、更新していくためには、かなり

の、このぐらいの費用がかかります。その中で、方

向性としては、集約と、廃止とかも含めて集約化を

図っていきますよという方向性までを書いている計

画になりますので、その中に、これからいろいろな

部分の具体的なものが出てくると思いますが、今言

いました方向性を基本としながらも、それぞれ更新
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するものについては、個別の計画がそのときの時点

で必要になるのかなというふうに思っておりますの

で、それは必要なときにちょっと追加をするという

形でうちのほうでは考えております。今の時点で全

ての施設について将来的にこうしますという部分に

ついて書き込むまでの計画というのはちょっと難し

いのかなというふうに思っているところでございま

すので、計画自体は既にあるものを、これからも必

要な部分で見直していくということで、今考えてお

ります。 

 ただ、総合管理計画のほうなのですが、当初はそ

れでよかったのですけれども、今現在、各個別計画

もちょっと必要で、補強が必要だということで、当

面の間の維持管理に関しますコスト計算をした個別

計画というものを、今、取りまとめて、総合計画を

一部修正をするという事務を進めてございます。 

 ただ、どちらにしましても、過疎計画と連携をし

て、具体的に始めるときには、そちらの計画にもき

ちんと載せていないとだめだというような形になり

ますので、そのときには、その対応をちゃんと図れ

るように検討しながら、都度、適宜、計画を見直し

ながら進めていきたいとうふうに思っておりますの

で、計画自体は既存の計画が既にあるということ

で、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（村上和子君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（佐藤雅喜君） ７番米沢議員

の、産業振興、それからコロナ対策等の御質問にお

答えしたいと思います。 

 まず１点目、コロナの関連のものにつきまして

は、これまでも補正予算等でいろいろと議員の皆さ

んに御相談しておりますけれども、こういう緊急的

なものについては、随時やっていくことになろうか

なと思います。 

 議員御質問は、いわゆるアフターコロナによっ

て、今、コロナによって落ちている産業全体のこと

を、アフターコロナ、どういうふうにやるのか、そ

ういうものを計画に入れていくのかというような御

質問かと思いますけれども、今、毎年やっています

３年ごとの実計のローリング、そういったものの中

で、短期的ではございますけれども、そういったも

のの積み上げをしながら、ある程度必要なものにつ

いてはローリングしていく中で、計画に反映してい

くということになろうかと思います。 

 それから、総合計画につきましては、御存じのと

おり５年ということで、中間年で見直しをするのか

しないのか、それから、見直すとすればどういうよ

うな見直しをするのかということで、令和４年度の

後半から５年度にかけて見直し作業が入ることにな

ろうかと思いますけれども、そういった中で、状

態、状況の変化、そういったものを反映させるべき

ものがあるとすれば、そういったものも織り込んで

いくようなスタイルになろうかなと思います。 

 大変各個別計画が、全部が計画の時期がちょっと

ずれ込んでいるものですから、そういったものを一

つ一つ統一していくのが、一遍にこの過疎の計画に

合わせるということはなかなか難しゅうございます

けれども、そういった各個別計画についても、見直

し時期、それから計画期間、そういったものが一つ

一つありますので、そういった部分での見直しの積

み上げがこういったものに反映されるものなのかな

というように考えておりますので、御理解賜りたい

と思います。 

○議長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ４番中瀬実君。 

○４番（中瀬 実君） この過疎計画の１３ページ

の、この中でちょっとたまたま気になっていること

があるのですが、現状的に移住・定住の地域間交流

の促進と人材育成ということで計画を立てています

けれども、この計画の中身は、全て定住・移住に

なっているのですね。移住と定住、定住と移住、こ

れが基本的にまちの基本的な考えが、定住を基本と

して、移住はその次ということになって、こういう

計画になっているのか、基本的にこれは表題が移

住・定住ということでうたっているのに、これはど

ういう関係でこういうふうな表現になっているのか

ということを伺いたい。 

○議長（村上和子君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（佐藤雅喜君） ４番中瀬議員

の御質問にお答えいたします。 

 我がまちは基本的に、事業名のほうなのですけれ

ども、今いる方が流出することを防ぐことをまず第

一歩として、それから、新たにまちに入っていただ

けるということで、我がまちの事業名とかについて

は、定住が先で、定住・移住という政策になってご

ざいます。 

 一番上の、２の黒い太い項目ですけれども、これ

につきましては、北海道の指針、方針に基づいた看

板といいますかタイトルでございまして、それらの

北海道のタイトルにあわせて、各自治体がそれらの

項目についての事業を掲載していくというようなス

タイルになっておりまして、こちらは北海道のほう

からの指摘で、きちんと全道的に、一番上のタイト

ルは統一してくださいと。ただ、その下は、中身に

ついては、そのまち、そのまちによって、それぞれ

定住・移住、移住・定住の施策、考え方がございま

すので、そういった中身については定住・移住で全

く問題ないのですけれども、北海道の指針に沿って
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それぞれの自治体がやっていく、この大項目、これ

についてはこういう文言でしてくださいという北海

道の指摘を受けて、定住・移住から移住・定住に

なっておるということで、極めて単純な話なのです

けれども、そういった指摘のもと、変えさせていた

だいたということで御理解賜りたいと思います。 

○議長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第１５号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第１５号上富良野町過疎地域持続的

発展市町村計画の策定については、原案のとおり可

決されました。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第２号 

○議長（村上和子君） 日程第７ 議案第２号令和

３年度上富良野町一般会計補正予算（第５号）を議

題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮下正美君） ただいま上程いただき

ました議案第２号令和３年度上富良野町一般会計補

正予算（第５号）につきまして、提案の要旨を御説

明申し上げます。 

 １点目は、本年度の普通交付税算定額が既決予算

を上回る額で確定したところであり、あわせて関連

する地方特例交付金及び臨時財政対策債の発行額が

確定したことから、それぞれ所要の補正をお願いす

るものであります。 

 ２点目は、自立支援給付費、障害児入所給付費、

障害者医療費、地域生活支援事業費、ひとり親家庭

等医療費及び環境保全型農業直接支援対策事業費に

係る精算に伴い、国、道への返還金について、それ

ぞれ所要の補正を行うものであります。 

 ３点目は、今年度交付分の新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業とし

て、これまで４月町議会臨時会における補正予算及

び先ほど承認いただきました専決処分による補正予

算により、それぞれ事業を実施してきているところ

でありますが、今年に入ってから、これまでの間を

通し、引き続く外出自粛等により、事業活動の制

限、経済活動の停滞が続いており、町内事業者に対

して迅速な事業継続支援策として、中小企業経営継

続奨励事業を実施するため、所要の補正をお願いす

るものであります。 

 あわせて、新生児特別定額給付金事業について

も、その対象期間を今年度末に延長するため、所要

の補正をお願いするものであります。 

 ４点目は、特定防衛施設周辺整備調整交付金につ

いて、既決事業の事業費の確定に伴い、後年度に実

施を検討していた消防団員活動服整備及び給食セン

ター調理器具、蒸気回転釜更新を前倒しして実施す

るため、所要の補正をお願いするものであります。 

 ５点目は、先ほど議決をいただきました過疎法に

関しまして、本年度から当町においても過疎対策の

地域指定を受けることとなり、財政上の特別措置で

ある過疎債の発行が認められることから、まち単独

事業として実施している既決事業の一般財源につい

て、過疎債を財源とするとともに、農地基盤整備等

に係る道営事業分についても、予定していた公共事

業等債から過疎債に変更するため、その財源調整に

関する所要の補正をお願いするものであります。 

 ６点目は、保育対策総合支援事業費補助金を活用

して、町内認定こども園、児童館において、新型コ

ロナウイルス感染症対策を徹底しつつ、事業を継続

的に提供していくために必要となるかかりまし経費

や、感染症拡大防止用品の購入に対し支援を行うと

ともに、保育所等におけるＩＣＴ化に対する支援を

行う事業に要する経費について、所要の補正をお願

いするものであります。 

 ７点目は、今後、計画しております町立病院改築

に伴い、現子どもセンターの移転が必要となること

から、新子どもセンターが設置されるまでの間、社

会教育総合センターを仮移転先として業務を行うこ

ととし、その仮設場所の整備を図るとともに、新子

どもセンター改築に向けた基本設計策定業務に早期

に着手するため、所要の補正をお願いするものであ

ります。 

 ８点目は、町内観光事業者や町民の方を対象とし

て計画をしておりましたロケツーリズムセミナー事

業について、今回、北海道市町村振興協会の研修支

援事業として開催できる見込みとなったことから、

その地域づくりセミナー開催に要する経費につい

て、所要の補正をお願いするものであります。 

 ９点目は、北２４号道路舗装補修工事について、

今年度、支障物件調査を行ってきたところでありま

すが、移転補償に要する費用について、予算措置す

る必要が生じたことから、当該必要額について所要
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の補正をお願いするものであります。 

 １０点目は、上富良野町中学校玄関屋上防水につ

いて、経年劣化により、防水シートが破損している

ところが見つかり、早急な対応が必要なことから、

その修繕に要する費用について、所要の補正をお願

いするものであります。 

 １１点目は、ふるさと応援モニター事業及びモニ

ター事業以外のふるさと応援寄附について、６月補

正予算に計上したもの以降に、これまでまちに寄せ

られました寄附について、歳入に計上するととも

に、寄附者の意向に沿いまして、それぞれ目的基金

への積み立て等、歳出予算に計上するため、所要の

補正をお願いするものであります。 

 以上申し上げた内容を主な要素とするとともに、

他の既決予算につきましても、一部事業内容の変更

等に伴う補正を行い、財源調整を図った上で、財源

的に余剰と見込まれる部分につきましては、公共施

設整備基金及び地域福祉基金に積み立てるととも

に、今後の緊急的な財政需要に備え、一定額を予備

費に留保することで補正予算を調整したところであ

ります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分についてのみ説明をし、予算の事項別

明細書につきましては省略をさせていただきますの

で、御了承願います。 

 議案第２号を御覧ください。 

 議案第２号令和３年度上富良野町一般会計補正予

算（第５号）。 

 令和３年度上富良野町の一般会計の補正予算（第

５号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２億９,７４７万１,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ７９億６,２２５万４,

０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の追加及び変更は、「第２表 地

方債補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １０款地方特例交付金１６０万円の減。 

 １１款地方交付税２億２,２９５万５,０００円。 

 １５款国庫支出金４,３２８万円。 

 １６款道支出金１８６万８,０００円。 

 １８款寄附金７８万円。 

 １９款繰入金２３０万円の減。 

 ２１款諸収入３６万円。 

 ２２款町債３,２１２万８,０００円。 

 歳入合計２億９,７４７万１,０００円。 

 ２ページを御覧ください。 

 ２、歳出。 

 ２款総務費１億１,８５２万９,０００円。 

 ３款民生費９,５０６万２,０００円。 

 ４款衛生費３１５万円。 

 ６款農林業費５０２万３,０００円。 

 ７款商工費４,５３５万円。 

 ８款土木費１,２６６万６,０００円。 

 ９款教育費８１３万７,０００円。 

 １０款公債費１００万円。 

 １１款給与費１２４万５,０００円。 

 １２款予備費７３０万９,０００円。 

 歳出合計２億９,７４７万１,０００円。 

 ３ページをお開きください。 

 第２表、地方債補正についてですが、消防施設整

備事業については、過疎債ハード分としまして、救

急車艤装整備費用に当てるため、地方債の限度額を

追加するものであります。 

 ラベンダーハイツ事業特別会計繰出、保健福祉総

合センター水中運動指導事業、子ども医療費助成事

業及びスクールカウンセラー配置事業の４事業につ

いては、過疎債ソフト分として、今年度分発行限度

見込額５,５１０万円の対象事業として、その財源

に当てるため、地方債の限度額を追加するものであ

ります。 

 ４ページを御覧ください。 

 島津第２地区道営農業水利施設保全合理化事業、

北１７号道路道営農地整備事業、上富良野地区道営

農村地域防災減災事業、経営体育成基盤整備事業及

び道営草地畜産基盤整備事業については、一部事業

費の変更とあわせ、当初予定しておりました公共事

業等債から過疎債に変更することにより、充当率が

９０％から１００％に引き上げとなるため、限度額

を変更するものであります。 

 また、臨時財政対策債につきましては、発行額が

確定したことに伴います限度額の変更をするもので

あります。 

 以上で、議案第２号令和３年度上富良野町一般会

計補正予算（第５号）の説明といたします。 

 御審議いただき、議決くださいますようお願い申

し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 
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 これより質疑に入ります。 

 ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 委員会等でもちょっとお伺

いしたところで、確認の意味をもって御質問させて

いただくのですけれども、７款商工費の企業振興対

策費につきまして、４,５００万円ということで、

非常にコロナ禍の中において、緊急事態宣言の発

令、また、その延長で、非常に困っている中、まこ

とに素早い対応ということで、大変評価するところ

でございます。 

 それで、要綱に関わる点なのですけれども、委員

会等の説明の中において、この８月から１０月まで

の売り上げが前々年度、いわゆるコロナ禍に対する

前の売り上げに対しての３０％落ちというところの

規格というか規定だったのですけれども、この間、

いろいろな事業者ですとか、商工会等に確認したと

ころ、やはり道や国の月時支援金であったりとか、

一時金、そういったものについても、やはり基準年

度が２０１９年と２０２０年の同月対比ということ

になって、どちらか選択ということになっておりま

して、と申しますのは、これは委員会等でも発言さ

せていただいたのですけれども、特に昨年、この８

月、９月、７月からですけれども、７、８、９とい

うのは、特に第１回目の緊急事態宣言からのちょう

ど抜けた期間になりまして、事業者によっては、業

種によっては、若干の戻しというか、反動の、いい

反動があったというところも伺っております。 

 それで、現在、非常に厳しい状況が、コロナ禍の

第４波が来ておりまして、また、新しい変異株とい

うことで、まだまだ予断を許さない状況でございま

す。先の見えない上富良野町の経済対策の一助とな

るために、１点でも取りこぼしがないようなことを

強く願われておりますので、ぜひ要綱の中におい

て、基準月時が前々年度であることと前年度である

ことが望ましいというふうな意見が出ておるので、

ぜひそういったものが勘案されているかのお伺いを

させていただきます。 

○議長（村上和子君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（佐藤雅喜君） ５番金子議員

の御質問にお答えいたします。 

 総務産建常任委員会の中でも同じ御意見賜りまし

て、担当のほうで北海道の対応等、きちんと調査

し、北海道にも問い合わせしました。そういったこ

とで、次の要綱については、議員の御指摘のよう

に、北海道の基準といいますか、年次にあわせるよ

うな形で要綱を作成するように、ただいま準備を進

めているところでございますので、その辺につい

て、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ９番佐藤大輔君。 

○９番（佐藤大輔君） 私、２点お伺いします。 

 １点目は、新子どもセンター改築整備事業基本設

計業務に関してでございます。 

 新子どもセンターの駐車場は、現在の子どもセン

ターと同程度、同規模は確保したいという説明を事

前に聞いておりましたので、先日開催されました全

員協議会において、駐車場は約何平米を見込んでい

るのかということを質問させていただきました。し

かし、そこでは具体的な回答がいただけなかったの

ですが、ここから約半年で基本設計までを策定する

スケジュールを組んでいるのならば、当然にして押

さえておくべき情報かなというふうに思っておりま

す。敷地面積が４,０００平米で、建設面積が１,３

００平米、では残り２,７００平米、外構もあるの

できっちり２,７００平米ではないと思いますけれ

ども、駐車場が何平米で、そうなると、屋外遊戯広

場が何平米とか、この程度の情報はこの時点で我々

も共有させていただけるものと思っておりましたの

で、これは大変余計な心配かと思いますが、しっか

りと横連携がとれているのかという点においては

少々不安を感じております。 

 そこで、町長にお伺いしたいのですが、このセン

ターの移転に係る仮設整備事業も含め、町長のビ

ジョンを具現化するために、保健福祉課がイニシア

ティブをとって、関係する課と連携を図りながら、

新子どもセンター建設のプロジェクトが進んでいる

のかどうか、進んでいるとの押さえでよろしいかど

うか。 

 また、非常に短期間で形をつくっていくという中

で、過程において、今後、町長はどのようにそこに

関与されるおつもりかどうかをお伺いいたします。 

 ２点目は、中小企業経営継続奨励助成事業につい

てでございます。 

 ただいま同僚議員からもありましたように、今回

で３回目の全業種を対象とした助成でありますが、

商工会でしっかりと協議された上での事業というこ

とで、スムーズな交付のもと、経営継続の一助とな

ることを切に願うところでございます。 

 さて、さきにちょうだいした資料の中で、昨年４

月から８月に実施された１回目の助成事業では、１

９０の事業所に交付され、今年の３月から４月に実

施された２回目の助成事業では１３８の事業所に交

付された実績が示されております。 

 この実績を受けての、今回、３回目ということで

ありますけれども、１回目と２回目の、この１年ぐ

らいの間に、特に経済が上向きになるような状況で

はなかったと思うのですが、１回目から２回目の交
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付事業者数の減少について、どのように分析されて

いるのか。本来であれば決算特別委員会で聞く内容

かもしれませんけれども、年度をまたいでの一連の

事業ということ、また、やはり私も、１件でも多

く、１人でも多くの事業者に支援の手が差し伸べら

れて、行き届いてほしいという思いから、参考のた

めにお伺いいたします。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） ９番佐藤議員の、

新子どもセンター改築に伴う駐車場の面積について

の御質問に、先に私のほうからお答えさせていただ

きます。 

 先日の協議会の中での御質問の中で、平米数につ

いてはお答えできておりませんでしたが、内部の中

で、４,０００平米の敷地の中で、ただいま建設面

積を１,３００平米、これは延べ床面積で見込んで

おりますことから、その建物のものについては、平

屋または一部２階建ても想定していることから、な

かなか平米数については明確な答えができなかった

ところでございますが、内部の中で検討している経

過の中で、駐車場につきましては、今現在、子ども

センターに保有している３０台プラス職員並びに他

の利用者のことも検討し、ここにつきましては、約

５００平米以内での駐車場の必要性はあるかという

ことで、内部で議論はしているところでございま

す。 

 ただ、今回、基本設計の中で、まず建設場所、建

設の１階になるのか、２階一部にするのか、平屋に

全部するのか、あと、園庭につきましても、約１,

０００平米以上の園庭につきましては必要だという

ふうに所管としては考えておりますので、４,００

０平米の中で、駐車場並びに園庭、遊具、あと、建

物面積については、きっちりと計画の中で審議して

いきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 子どもセンター事業について、保健福祉課が中心

となってやられているのかということ、御質問にま

ずお答えしたいと思います。 

 保健福祉課を中心として、担当課でありますし、

中心に、いろいろ移転先の教育委員会等を交えて、

間違いなく進んでいっております。 

 続いて、今後、短期間において、私がどのように

建設に関わっていくのかという問いに関してです

が、本当に短期間でこれを進めていかなければなら

ないわけなのですが、町民の方の意見をまず聞く、

そういうことが大事かと思いまして、建設の検討委

員会なども予定しておりまして、それを急ピッチ

で、大変忙しい、短い間で、スケジュールになると

思いますが、回を重ねて、町民の声を拾って、聞か

せていただきまして、よりよいものを、子どもセン

ターをつくっていく、それが私がこの子どもセン

ターの建設に関わる最大の私の役目なのかなと、そ

のように思っております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（佐藤雅喜君） ９番佐藤議員

の御質問にお答えいたします。 

 まず、一昨年の一番最初のとき、１９０件の申請

がございました。それから、およそ１年程度たっ

て、この春にやったのでは１３８件ということで、

件数にして５２件ほど減少しております。 

 それから、業種、ちょっと別に調べてみましたけ

れども、基本的には、極端にどの業種がよくなった

とか、減ったとかということがなく、どの業種も等

しく申請が減っております。 

 そういったことから、ちょっと考えられるのは、

まず１点目は、一番最初のときの緊急事態のとき

は、我々もそうですけれども、本当に未知のウイル

スが襲ってきて、とにかく店を閉める、仕事をしな

い、外出しない、買い物もしない、そういったよう

な、本当に決定的に影響の、経済的なダメージの

あったときであったのではないかなと思っておりま

す。 

 それから、やや１年して、これはまだ確実に聞い

たわけでなくて、推測ですけれども、例えば飲食の

ほうであれば、１回目のときには本当にがっちり閉

めていたものも、テイクアウトであるとか、デリバ

リーであるとか、そういったもので何とか営業を続

ける知恵、それから、店舗等の感染症対策の徹底、

そういったことで事業をある程度復活といいます

か、持ち上げてきたのがあるのではないかと推測さ

れています。 

 それから、もう１点は、ちょっと余りいいことで

はないのですけれども、よくテレビで言っています

自粛疲れ、自粛慣れ、そういったことで、本来、不

要不急の外出はとは言われていますけれども、不要

不急の気持ちも、やっぱり人間ですから、慣れてき

て、ある程度そういったことで経済が回り出したと

いうこともあるのかなと思います。 

 特定の業種だけが減っているとかとなれば、少し

傾向が違うのかなと思いますけれども、飲食、宿

泊、小売、サービスともに申請件数が減っていると

いうことで、全体的にそういったことで、３割減で

なく、ある程度持ちかえしている業種もあるのでは
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ないかなというような、あくまでも若干の聞き取り

と我々の考えですけれども、そういうような分析が

できるかなと思います。 

 ただ、とは言いましても、やはり飲食の部分につ

いては、大変まだ、前回の１３８件の中でも多くを

占めておりますので、やはりここは、幾ら若干持ち

直してきているとはいえども、この１２月には、ぜ

ひ年越し前にしっかりと給付できるように対応を

図っていきたいなというように考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 再質問、９番佐藤大輔君。 

○９番（佐藤大輔君） すみません、もう１回確認

させてもらいます。子どもセンターに関してなので

すけれども、町長、町民の声をお伺いしてというよ

うなことで、今御説明されましたけれども、聞けば

聞くほど、なかなか計画の策定のスピードというの

が遅くなるのかなというイメージを持っているので

すよね。 

 なので、やはり関係する課でまずしっかり形づ

くって、その上で、エッセンス的にというか、その

ようなイメージで町民の声というのを拾って、そこ

に投影させていくのか、その辺のバランスというの

は、僕はそうあるべきかなと思うのですが、その点

のところ、もう一度お伺いします。 

○議長（村上和子君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えいたします。 

 佐藤議員おっしゃるとおり、なかなか時間がない

中で進めていかなければなりませんので、予定して

いる建設の検討委員会につきましては、一から十ま

で全部審議していくというわけではなく、やはりあ

る程度担当課のほうで青写真的なものを提案して、

それをたたき台につくっていくような形、期間もあ

りませんので、それをたたき台として、急ピッチ

で、間に合うようにつくっていきたいと思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） まず１点目の、２４ページ

の地方振興費の中で、新生児の特別定額給付金に

なっております。これはまち独自の施策の延長なの

か、もしも延長だとすれば、大体何人ぐらい該当に

なるのか、確認いたします。 

 次に、２５ページ、障がい者福祉に関わって、発

達支援センターが、今度、子どもセンター移転改築

に伴って、整備されます。これで備品等の予算もつ

いておりますが、これは整備した後、また使えるも

のと使えないもの、振り分けして使用するように

なっているのか、お伺いいたします。 

 さらに、社会教育総合センターに移るという形に

なりますので、非常に利用する方も多岐にわたって

いるという形になっております。そういった面で、

安全管理の点、また、社教、教育委員会等の管理の

あり方等についてはどのような打ち合わせがされて

いるのか、お伺いいたします。 

 次に、２７ページ目の児童福祉の新子どもセン

ターの整備事業費が、予算が計上されております。

この点について、まずお伺いしたいのは、委託料の

中身であります。基本設計という形で予算が計上さ

れておりますが、これは人件費だとか含むのか、詳

細の内訳等についてお伺いしたいと思います。 

 同時に、これが進むということは、前提があるは

ずです。敷地がいわゆる現在の東児童館用地という

形の候補地が上がっております。そこで、候補地選

定に至っては、いわゆる病院に近い、いわゆるこの

近辺はどうだったのか。最終的にはこれから検討委

員会でもまれるかというふうに思いますが、児童館

も老朽化して、そこに建設したほうがいいのではな

いかという中身だったのかというふうに思います

が、やはり地域の利便性を考えた場合と、候補地選

定の経過等について、お伺いしておきたいというふ

うに思っております。 

 次に、３７ページの住宅管理費、公営住宅の修繕

管理費、３８０万円になっております。これは非常

に近年、傷みが増えるという状況の中で、増額補正

という形になっております。西町の公営住宅、この

間も歩いていましたら、相当老朽化して、やっぱり

何回も排水のちょっと流れが悪いということで頼ん

でいたのだけれども、なかなか気がひけて、もう言

えないということで、いろいろ工夫しているのです

が、やはりそういう状況の中で、やはり公営住宅の

修繕管理というのは、とりわけ西町公営住宅等に

至っては、もう一度それぞれの実態調査をしなが

ら、やはり遠慮して言わない人もたくさんいるので

すね、話を聞いたら。そういうものがありますか

ら、事前にどれだけの修繕が必要なのかということ

もあわせた、こういう予算を、きっちりともっと計

画した予算を計上する必要があるのではないかなと

いうふうに思います。まちの計画を見ましたら、年

度ごとの計画で修繕するということは十分理解して

おりますが、あわせて、もう一歩上がって、そうい

うこともやりながら、実態調査もする必要があるの

ではないかというふうに思いますので、この点につ

いてお伺いいたします。 
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 ちょっと若干戻りますけれども、子どもセンター

建設に当たって、恐らくこれから関係する子育て、

この間も懇談等がされておりますが、現時点で、今

後そういった子育てする皆さん方の意見等の聴取も

含めて考えているのかどうか、確認したいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） ７番米沢議員からあり

ました、１点目の新生児の特別定額給付金の補正の

関係につきまして、私のほうからお答えさせていた

だきます。 

 まず、事業につきましては、まちの単独事業とい

うことで、現行でも９月末までに産まれた赤ちゃん

につきましては１０万円払いますということで、今

年度、制度化しているところでございますが、今

般、コロナがおさまっていないということで、その

対象を今年度末ということで、一応来年の３月３１

日までに産まれたお子様について対象にするという

ことで考えている事業であります。 

 あと、人数につきましても、当初は半年間という

ことで、４０名の赤ちゃんの出生というのを見込ん

でおりましたが、現状では、来年の３月までで６３

人程度見込まれるということで、その差額分の２３

０万円を今回補正をさせていただいたというぐあい

になっております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） ７番米沢議員の、

新子どもセンター建設並びに仮移転先への改修費並

びに子どもセンター移転に関わる関係者との懇談の

状況について、３点、５項目についてお答えさせて

いただきます。 

 まず１点目の、発達支援センターが、今回、社教

センターに移ることで、備品等の購入補正を計上さ

せていただいていますが、これにつきましては、内

部でも十分協議した上、新子どもセンターに移転し

た後においても使える備品ということで、これにつ

いては予算を計上させていただいております。 

 なお、消耗品等につきましては、やはり２年間の

仮移転先ということもございますので、それの利用

頻度によっては、ある程度の更新は見込まなければ

いけないということは想定はしておりますけれど

も、基本的に備品につきましては、その後において

も使えるものというふうに考えているものでござい

ます。 

 次に、社教センターとの打ち合わせ等につきまし

ては、これまでも担当２課において、一部改修に関

わりますので、建設水道課にも担当者に入っていた

だきまして、打ち合わせをさせていただいておりま

す。いよいよ工事が終わりまして、４月から仮移転

先に引っ越しするに当たりましても、私ども、利用

者のほうから、やはり障がいをお持ちのお子様、養

育者の方につきましては、新しい施設の環境という

のが大変不安を生じるということがございますの

で、そこは教育委員会とも十分協議した上で、改修

工事が早目に終わりましたら、ある程度施設見学会

も少し予定をしながら、皆様に、ここが４月から使

える施設ですよというような案内もしてはどうかと

いうことで、十分ここについては保護者交流会を通

じながら、説明をしながら段取りを進めていきたい

と思います。 

 社教センターにおいても、施設管理を含めて、そ

れは十分責務を負っていただけるものと思っており

ますが、やはり今まで利用のない方が社教センター

を利用することになりますので、それについては十

分これからも打ち合わせをしながら、対応していた

だきますよう、子どもセンターの職員、私たち職員

がまいりますので、そこできちっと危機管理につい

ては対応するように、職員には今後においても指導

していきたいと思います。 

 次に、新子どもセンターの委託料７００万円につ

いて、今回、補正予算を上げさせていただいており

ますが、その根拠につきましては、設計業務委託料

算定調書に基づきまして、これは床面積に基づく算

定方法でございまして、計数がございますが、あく

までも業務に関わる人並びに業務に関わる時間を算

定し、算定させていただいております。それにプラ

ス、今回、建設検討委員会を予定していることか

ら、これに対して、そこの入札で業者が決定したと

きには、その検討委員会にもオブザーバーとして参

加していただくような費用についても、一部予算に

は計上させていただいているところでございます。 

 次に、候補地の検討に至るまでの経過でございま

すが、先日の協議会においても一部御説明をさせて

いただきましたが、この新しい子どもセンターへの

移転につきましては、まず仮移転先の候補地を検討

し、そして新子どもセンターの候補地の検討という

ことで、２段構えで検討した経過がございました。 

 まず、米沢議員が御発言のとおり、この役場並び

に病院、保健福祉課との、近いところが一番どうだ

ろうという御意見も今ありましたが、そこも十分検

討の一部ではございましたが、やはり先ほども議員

御発言のありましたように、利用者の方の利便性も

踏まえ、ある程度面積を要することから、候補地に

つきましては、現在の提案させていただいている児

童館の敷地内において建設の検討に決めていたとこ

ろでございます。 
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 最後の３点目になりますが、子どもセンターに関

わる関係者との懇談の状況でございますが、７月か

ら９月まで、各関係機関、あと、あそこを利用して

いただいている高齢者事業団等と、懇談は実施させ

ていただいております。 

 今回、この９月の議会で御承認いただきました後

につきましては、また改めまして皆様と情報提供を

していきたいと考えております。まちとしては、建

設検討委員会、先ほど町長が申し上げたように、そ

の設置は設けますし、この９月２４日から、広報に

おいて、パブリックコメントということで、住民の

皆様にもこのまちの整備計画については公表し、意

見を賜るところでございます。検討委員会、パブ

リックコメント、あと、今、関係する皆様との意見

交換を通じながら、来年の３月、４月の仮移転先、

その後の整備計画については、保健福祉課中心とは

なりますが、関係の皆様にも、関係所管にも御協力

をいただいての整備を今進めていくことで考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） よろしいですか。 

 町民生活課長。 

○町民生活祉課長（星野耕司君） ７番米沢議員の

御質問にお答えいたします。 

 公営住宅の管理の修繕の関係で、西町の公営住宅

の入居者から議員のほうにそういうお声があったと

いうことで、まちのほうには、ちょっと直接そうい

うお話は、遠慮しているという話ではないのですけ

れども、まちに連絡が来たものについては、すぐ対

応いたしまして、修繕をさせていただいておりま

す。 

 それで、西町公住の給排水の、なかなか実態調査

につきましては、多分、なかなか本人が直接まちの

ほうに言いづらいという面もありますので、公営住

宅の管理人を通じて、今、入居している方につい

て、御不便があるかどうか、あれば、管理人を通じ

てまちのほうに言っていただくような仕組みも

ちょっととらせていただいて、入居者が不便になら

ない形で修繕していきたいと思いますので、御理解

願いたいと思います。 

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。よろ

しいですか。 

 ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） 公営住宅については、それ

ぞれ実態も管理者のほうできちっととらえられてい

るというふうに思います。 

 子どもセンターの改築に関わってなのですが、こ

れを見ますと、文書を見ますと、基本構想計画など

の提出された文書を見ますと、防災関係の機能も要

するという形になっております。それで、自家発電

や、そういった防災関係のそういったものも将来的

にはきちっとした含まれるような感じになるので

しょうか。 

○議長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） ７番米沢議員の御

質問にお答えします。 

 所管としましては、やはりこれから新しくまちの

中に施設整備をするに当たりましては、この新子ど

もセンターの建設に当たりましては、十分エネル

ギー並びに防災等の施設等を検討しなければならな

いというふうに考えております。ただ、これにつき

ましては、総務課とも十分協議した上でのまちの整

備ということで、まだ現在、総合計画並びに子ど

も・子育て事業計画のほうの、実はそこの整合性も

図っていかなければならないということの課題もご

ざいますので、それについては十分内部で協議して

いきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ８番荒生博一君。 

○８番（荒生博一君） ３８ページの８款土木費、

北２４号道路舗装補修に係る補償補てん及び賠償金

５２５万円に関してお伺いいたします。 

 今回、対象支障物件は６件ということでお聞きし

ておりますが、その内容と、金額の内訳のほう、確

認させてください。 

○議長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（狩野寿志君） ただいま８番荒生

議員から御質問ありました、補償物件の内容という

ことで、大雑把にさせていただきたいと思います。 

 補償物件で、工作物、建物とか、そういうものは

約３件ございます。それから、立木の補償で３件

で、６件でございます。金額的には大体同じぐら

い、２５０万円ずつぐらいの金額となっているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第２号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は
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御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第２号令和３年度上富良野町一般会

計補正予算（第５号）は、原案のとおり可決されま

した。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第３号 

○議長（村上和子君） 日程第８ 議案第３号令和

３年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（星野耕司君） ただいま上程いた

だきました議案第３号令和３年度上富良野町国民健

康保険特別会計補正予算（第２号）につきまして、

提案の要旨を御説明申し上げます。 

 補正の概要につきましては、４月の人事異動に伴

い、職員の給与費等につきまして、所要の補正を行

うものであります。 

 以下、議案の朗読をもって説明にかえさせていた

だきます。 

 なお、議決項目の部分について説明し、予算の事

項別明細書につきましては省略させていただきます

ので、御了承願います。 

 議案第３号令和３年度上富良野町国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）。 

 令和３年度上富良野町の国民健康保険特別会計の

補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３１５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ１３億２,２６８万５,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ５款繰入金３１５万円。 

 歳入合計は３１５万円であります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費３１５万円。 

 歳出合計は３１５万円であります。 

 以上で、議案第３号令和３年度上富良野町国民健

康保険特別会計補正予算（第２号）の説明といたし

ます。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第３号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第３号令和３年度上富良野町国民健

康保険特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第４号 

○議長（村上和子君） 日程第９ 議案第４号令和

３年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） ただいま上程いた

だきました議案第４号令和３年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第２号）につきまして、提案

の要旨を御説明申し上げます。 

 １点目は、令和２年度の介護給付費実績に伴い、

北海道及び社会保険診療報酬支払い基金からそれぞ

れ追加交付を受けましたので、保険給付費の財源に

充当し、地域支援事業費負担金につきましては返還

するものであります。 

 ２点目は、令和３年４月の人事異動による職員給

与費に係る費用と、介護保険事業運営協議会委員の

うち、１名につきまして、推薦いただいている団体

から委員の変更について報告がありましたことか

ら、歳入歳出につきまして対応するものでありま

す。 

 なお、収支の差額につきましては、今後の本会計

の安定対応に備えるため、予備費に１０７万９,０

００円を計上するものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 なお、議案説明につきましては、議決項目のみ説

明し、予算の事項別明細書につきましては省略させ

ていただきますので、御了承願います。 
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 議案第４号令和３年度上富良野町介護保険特別会

計補正予算（第２号）。 

 令和３年度上富良野町の介護保険特別会計の補正

予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１８９万５,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１１億２,７８６万１,００

０円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの補正額のみ申し

上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ４款道支出金１１５万３,０００円。 

 ５款支払基金交付金１７万５,０００円。 

 ７款繰入金３２２万３,０００円の減。 

 歳入合計１８９万５,０００円の減。 

 ２、歳出。 

 １款総務費３２２万３,０００円の減。 

 ２款保険給付費ゼロ円。 

 ３款地域支援事業費１０万５,０００円。 

 ６款諸支出金１４万４,０００円。 

 ７款予備費１０７万９,０００円。 

 歳出合計１８９万５,０００円の減。 

 以上、議案第４号令和３年度上富良野町介護保険

特別会計補正予算（第２号）の説明といたします。 

 御審議いただき、議決くださいますようお願い申

し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第４号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第４号令和３年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可

決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第５号 

○議長（村上和子君） 日程第１０ 議案第５号和

３年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補

正予算（第２号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（谷口裕二君） ただいま

上程いただきました議案第５号令和３年度上富良野

町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第２

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。 

 １点目は、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業

により整備します介護用リフトつき小型バスの事業

費が１,１３９万円に決定し、既決予算額より減額

になったことに伴いまして、歳入となる調整交付金

及び繰入金、支出科目の備品購入費について、それ

ぞれ減額するよう、所要の補正を行うものでありま

す。 

 ２点目は、寄附債の１５万円について、一般会計

より繰り入れを行うとともに、介護用備品の購入を

図るよう、所要の補正を行うものであります。 

 ３点目は、この間における介護士職員２名の退職

及び１名を採用する人事異動に伴い、職員給与費等

の補正を行うものであります。 

 ４点目は、施設設備の居室洗面台の配水管及び給

水ポンプの修繕を行うため、所要の補正を行うもの

であります。 

 ５点目は、会計年度任用職員として、介護士１名

を追加任用したことに伴い、報酬等の補正を行うも

のであります。 

 以上の内容をもとに、財源調整を図り、余剰額

は、今後の財政需要に備えるため、予備費に計上す

るものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書に

つきましては省略させていただきますので、御了承

願います。 

 議案第５号を御覧ください。 

 議案第５号令和３年度上富良野町ラベンダーハイ

ツ事業特別会計補正予算（第２号）。 

 令和３年度上富良野町のラベンダーハイツ事業特

別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ２０８万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ３億３,９５５万４,０００円とする。 
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 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ３款国庫支出金２００万円の減。 

 ６款繰入金８万円の減。 

 歳入合計２０８万円の減であります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費３２１万３,０００円の減。 

 ２款サービス事業費４万６,０００円の減。 

 ６款予備費１１７万９,０００円。 

 歳出合計２０８万円の減であります。 

 以上、議案第５号令和３年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計補正予算（第２号）の説明

といたします。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） これをもって質疑を終了い

たします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第５号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第５号令和３年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計補正予算（第２号）は、原

案のとおり可決されました。 

 ここで、暫時休憩といたします。 

 再開は１０時４５分でございます。 

─────────────── 

午前１０時３０分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

─────────────── 

○議長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第６号 

○議長（村上和子君） 日程第１１ 議案第６号令

和３年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（狩野寿志君） ただいま上程いた

だきました議案第６号令和３年度上富良野町簡易水

道事業特別会計補正予算（第２号）の補正の要旨に

ついて御説明申し上げます。 

 内容につきましては、昨年度より進めております

地方公営企業法適用化業務の委託事業費が確定した

ことに伴い、債務負担限度額の変更をするものであ

ります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分についてのみ説明をさせていただきま

すので、御了承願います。 

 議案第６号を御覧ください。 

 議案第６号令和３年度上富良野町簡易水道事業特

別会計補正予算（第２号）。 

 令和３年度上富良野町の簡易水道事業特別会計の

補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 債務負担行為の補正。 

 第１条、債務負担行為の変更は、「第１表 債務

負担行為補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、債務負担行為補正につきまして、地方公

営企業法適用化業務の事業費が確定したことに伴

い、限度額を３,８１７万円に変更するものです。 

 以上で、議案第６号令和３年度上富良野町簡易水

道事業特別会計補正予算（第２号）の説明といたし

ます。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これで質疑を終

了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第６号令和３年度上富良野町簡易水
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道事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第７号 

○議長（村上和子君） 日程第１２ 議案第７号令

和３年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予

算（第２号）を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（狩野寿志君） ただいま上程いた

だきました議案第７号令和３年度上富良野町公共下

水道事業特別会計補正予算（第２号）の補正の要旨

を御説明申し上げます。 

 １点目は、地方公営企業法適用化業務の事業費の

確定に伴います債務負担行為の限度額の変更をする

ものであります。 

 ２点目は、同じく地方公営企業法適用化業務の事

業費確定に伴います地方債の限度額の変更をするも

のであります。 

 ３点目は、４月の人事異動に伴います給料、職員

手当等及び共済費の増額に伴う一般会計繰入金の増

額補正をお願いするものであります。 

 ４点目は、地方公営企業法適用化業務の事業費確

定に伴います町債の補正をお願いするものでありま

す。 

 ５点目は、令和２年度社会資本整備事業交付金の

事業費確定に伴い、その交付金の返還金が生じたこ

とから、所要の額の補正をお願いするものでありま

す。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分についてのみ説明をし、２ページ以降

の予算事項別明細書につきましては省略させていた

だきますので、御了承願います。 

 議案第７号を御覧ください。 

 議案第７号令和３年度上富良野町公共下水道事業

特別会計補正予算（第２号）。 

 令和３年度上富良野町の公共下水道事業特別会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５６０万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ５億９,４８９万７,０００円

とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 債務負担行為の補正。 

 第２条、債務負担行為の変更は、「第２表 債務

負担行為補正」による。 

 地方債の補正。 

 第３条、地方債の変更は、「第３表 地方債補

正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ４款繰入金５７０万４,０００円。 

 ７款町債１０万円の減。 

 歳入合計５６０万４,０００円。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費５６０万４,０００円。 

 歳出合計５６０万４,０００円。 

 第２表、債務負担行為補正についてですが、地方

公営企業法適用化業務の事業費確定に伴い、債務負

担行為の限度額を１,５９５万円に変更するもので

あります。 

 第３表、地方債補正についてですが、同じく地方

公営企業法適用化業務の事業費が確定したことか

ら、地方債の限度額を６００万円に変更するもので

あります。 

 以上で、議案第７号令和３年度上富良野町公共下

水道事業特別会計補正予算（第２号）の説明といた

します。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第７号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第７号令和３年度上富良野町公共下

水道事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のと

おり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第９号及び 

◎日程第１４ 議案第１０号  
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○議長（村上和子君） 日程第１３ 議案第９号令

和２年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定につ

いて、日程第１４ 議案第１０号令和２年度上富良

野町企業会計決算の認定についてを一括して議題と

いたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 初めに、一般会計及び特別会計決算の認定につい

て説明を求めます。 

 会計管理者。 

○会計管理者（及川光一君） ただいま上程いただ

きました議案第９号令和２年度上富良野町各会計歳

入歳出決算の認定についての提案理由について御説

明を申し上げます。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によります各

会計別の決算書並びに同法第２３３条第５項の規定

によります決算における主要な施策の成果報告書、

さらに監査委員の審査に付し、その結果を記載して

あります審査意見書などをあわせて御覧いただきた

いと思います。 

 それでは、初めに議案条文を朗読させていただ

き、その後、決算書により説明させていただきま

す。 

 議案第９号令和２年度上富良野町各会計歳入歳出

決算の認定について。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によります令

和２年度上富良野町一般会計、上富良野町国民健康

保険特別会計、上富良野町後期高齢者医療特別会

計、上富良野町介護保険特別会計、上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計、上富良野町簡易水道事

業特別会計及び上富良野町公共下水道事業特別会計

の歳入歳出決算を、別紙、監査委員の意見をつけ

て、議会の認定に付する。 

 令和３年９月１５日提出、上富良野町長斉藤繁。 

 それでは、厚い冊子の決算書を御覧いただきたい

と思います。 

 決算書の２ページ及び３ページをお開きお願いし

ます。 

 令和２年度の各会計別収支総括表を記載しており

ます。この表において、一般会計及び六つの特別会

計の決算の状況を御説明いたします。 

 まず、総括表の下段、合計の欄を御覧ください。 

 一般会計及び六つの特別会計を合わせまして、予

算額で１３０億９,３４２万５,０００円、調定額で

１３１億２,９５３万６,０１６円、収入済額で１２

４億８,９１５万５,８８６円、不納欠損額で１６２

万２,２４９円、収入未済額で６億３,８７５万７,

８８１円、支出済額で１１９億１,１７９万７,３９

３円、差引残額は５億７,７３５万８,４９３円と

なったところであります。 

 なお、総括表の右欄を御覧いただきたいと思いま

すが、ここには収支予算対比を記載しております。 

 まず、調定額に対する収入済額の割合は、調定対

比で９５.１２％、予算額に対する収入済額の割合

は、予算対比で９５.３８％、予算額に対する支出

済額の割合は、支出予算対比で９０.９８％になっ

たところであります。 

 次に、不納欠損額の欄、Ｄ欄を御覧ください。 

 一般会計では、地方税法等の規定に基づき、該当

する町税の滞納繰り越し分で８２万２,７６４円を

不納欠損処分したものであります。 

 国民健康保険特別会計におきましては、該当する

保険税滞納分で７６万９,８０８円を欠損処分した

ものであります。 

 公共下水道事業特別会計におきましては、該当す

る下水道使用料２万９,６７７円を欠損処分したも

のであります。 

 後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、ラ

ベンダーハイツ事業特別会計及び簡易水道事業特別

会計に不納欠損額はありませんでした。 

 次に、収入未済額の欄、Ｅ欄を御覧ください。 

 一般会計におきましては６億３,３４５万１,３４

０円。その内訳として、この表では詳細まで記載し

ておりませんが、町税として、個人住民税、固定資

産税、軽自動車税で２,３４１万５,５００円。町税

以外で、使用料及び手数料の町営住宅使用料で１３

７万７６６円。国庫支出金においては、衛生費国庫

負担金、総務費国庫補助金などで４億４,５１９万

９,６７４円。道支出金においては、総務費、農林

業費補助金で１,６８８万４,０００円。財産収入に

おいては、その他町有建物貸付料で７万円。諸収入

におきましては、延滞金の１万１,４００円。町債

におきましては、総務管理債、農林業債などで１億

４,６５０万円であります。 

 なお、国庫支出金、道支出金及び町債を合わせま

して６億８５８万円への繰越明許費の収入未済額に

なるところであります。 

 次に、国民健康保険特別会計におきましては、一

般被保険者の保険税分４６５万７,３８６円が収入

未済額であります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計におきましては、

後期高齢者の普通徴収保険料分１,３００円が収入

未済額であります。 

 次に、介護保険特別会計におきましては、第１号

被保険者の介護保険料分７,８００円が収入未済額

であります。 

 次に、簡易水道事業特別会計におきましては、水

道使用料分の８,０９９円が収入未済額でありま

す。 
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 次に、公共下水道事業特別会計におきましては、

下水道使用料分の６３万１,９５６円が収入未済額

であります。 

 ラベンダーハイツ事業特別会計に収入未済額はあ

りませんでした。 

 なお、別冊で、決算書より少し薄目の冊子になり

ますが、表紙に、令和２年度各会計主要施策の成果

報告書、各会計歳入歳出決算書に関わる付属調書と

記載しています冊子をお配りさせていただいており

ますが、その冊子の８１ページから８６ページに各

会計収納の内訳、収入未納調書、欠損処分調書を掲

載しておりますので、後ほど御覧いただきたいと思

います。 

 次に、総括表の３ページに記載しています差し引

き残額の欄、Ｇ欄について御説明いたします。 

 一般会計には、翌年度、令和３年度会計へ繰り越

すべき財源として、繰越明許費繰越額がありますの

で、その額を差し引いたものが実質収支額になりま

す。 

 一般会計で御説明をいたします。 

 ７ページをお開き願いたいと思います。 

 ７ページには、一般会計の実質収支に関する調

書、ここでは、単位を千円単位であらわしておりま

す。 

 歳入総額が９１億２,５０２万７,０００円、歳出

総額が８７億４０１万３,０００円、歳入から歳出

を引きまして、差引残額４億２,１０１万５,０００

円が令和３年度へ繰り越す額となりますが、繰越明

許費繰越額が８７６万円ありますので、令和２年度

単年度としての実質収支額は、繰越明許費繰越額を

差し引いた４億１,２２５万５,０００円が令和２年

度の一般会計の単年度実質収支額となります。 

 以下、六つの特別会計につきましても、一般会計

と同様に、実質収支に関する調書及び事項別明細書

をそれぞれ決算書に掲載してございますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

 参考までに、決算書に記載しています各会計それ

ぞれの実質収支に関する調書及び歳入歳出事項別明

細書につきましては、地方自治法施行令第１６６条

第２項に基づきます説明資料としての取り扱いにな

るところでございます。 

 次に、財産関係について御説明をいたしますの

で、決算書の３３９ページ、財産に関する調書を御

覧、お願いします。 

 １枚めくりまして、３４１ページには、公有財

産、土地と建物の調書になります。ここの表の区分

ですが、表頭に土地と建物を、表側に行政財産、普

通財産をあらわしています。 

 土地におきましての年度中の増減ですが、まず、

行政財産におきましては、日の出公園駐車場用地の

取得による増と、地籍錯誤訂正による減によりまし

て、あわせて９,８３３.２３平米の増となっており

ます。 

 普通財産におきましては、旧江幌小学校敷地の一

部売り払いと、地籍錯誤訂正により、１,９２９.３

７平米の減となったところであります。 

 右側の建物につきましては、旧江幌小学校教員住

宅の売り払いにより、１８４.７９平米の減となっ

たところであります。 

 以上が、公有財産の土地及び建物の移動状況であ

ります。 

 次に、３４２ページの有価証券及び出資による権

利は、前年度と同額で、増減はありませんでした。 

 次に、３４３ページの物品ですが、車両の保有状

況を示しております。町長車を含む乗用車両２台を

更新しておりますが、全体の車両保有台数７７台に

変更はありませんでした。 

 次に、３４４ページと３４５ページを御覧お願い

します。 

 基金につきましては、一般会計、特別会計あわせ

て１４の基金と、一番下段になりますが、北海道備

荒資金組合基金を保有しております。 

 合計欄の２６億６,０８２万１,９２１円が令和３

年５月３１日現在の基金保有額になり、令和２年度

中においては１億５,０１９万７,５１０円の増加で

ありました。 

 北海道備荒資金組合基金につきましては、年度中

の増加額が１４７万７,３５２円で、年度末現在額

は２億１,７１０万９,６４８円でありました。 

 以上が、財産に関する状況でございます。 

 以上で、概要を申し上げまして、令和２年度各会

計歳入歳出決算認定についての説明とさせていただ

きます。 

 御審議を賜り、御承認くださいますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（村上和子君） 次に、企業会計決算の認定

について説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（北川徳幸君） 続きまして、議

案第１０号令和２年度上富良野町企業会計決算の認

定について、議案の朗読をもって説明とさせていた

だきます。 

 議案第１０号令和２年度上富良野町企業会計決算

の認定について。 

 地方公営企業法第３０条第４項の規定により、令

和２年度上富良野町病院事業会計及び上富良野町水

道事業会計の決算を、別紙、監査委員の意見をつけ

て議会の認定に付する。 
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 では初めに、病院事業会計の決算の概要につきま

して御説明申し上げます。 

 令和２年度病院事業会計決算報告書を御覧いただ

きたいと思います。 

 ７ページをお開き願いたいと思います。 

 令和２年度上富良野町病院事業報告書。 

 以下、１、概要。 

 (１)総括事項の概要について御説明申し上げま

す。 

 令和２年度の上富良野町立病院の運営は、公的医

療機関としての使命である町民の福祉向上と健康管

理に寄与すべく、診療体制の充実に努めてまいりま

した。 

 また、住民に身近な医療機関として、救急医療、

急性期・回復期医療、感染症対策、予防医療を担っ

てまいりました。 

 また、介護療養型老人保健施設については、さら

に医療ニーズの高い高齢者の増加が見込まれること

などによりまして、７月１日から介護療養型老人保

健施設から介護医療院への転換を図りました。 

 今後においても、住民の医療と介護のニーズの把

握に努めながら、他の医療機関との連携を強化し、

安全で安心な医療の提供と質の高い高齢者福祉の充

実を図り、御利用される方々からより深く信頼され

るよう努めてまいります。 

 新病院建設に向けましては、令和２年度は関係機

関との協議を経まして、基本構想、基本計画の策定

を行いました。引き続き令和７年度の竣工に向けま

して着実に進めてまいります。 

 次に、患者数と利用者数の状況では、入院、入所

者数は、一般病床６,７０７人、介護保険施設９,４

１４人となり、合計で１万６,１２１人となりまし

た。 

 外来患者数は２万８８３人で、入院、入所者数と

外来患者数の合計は３万７,００４人、前年対比２,

４５０人の減となりました。 

 次に、収益的収支についてですが、病院事業の収

益総額は８億３,５４３万３０５円、費用総額で９

億１,６３８万７,８２９円となり、この結果、収益

的収支は８,０９５万７,５２４円の当年度純損失と

なりました。 

 なお、収益的収支につきましては、１７ページ以

降の収益費用明細書との整合性を図るため、消費税

を含まない数字となっております。 

 次に、資本的収支についてですが、収入支出総額

はそれぞれ５,０６３万６０７円で、収入内訳は、

まちからの出資金と、医療機器整備及び感染予防対

策のための国庫・道補助金、画像情報管理システム

購入のための企業債で、一方、支出の内訳につきま

しては、医師住宅等の企業債の償還金と建設改良費

で、画像情報管理システム購入及び超音波画像診断

装置、全自動血圧凝固測定装置更新など医療器械の

整備、また、新型コロナウイルス感染症予防対策の

ためのセーフティークリーンパーティション、業務

用空気洗浄機などの購入により、診療体制の整備を

実施してまいりました。 

 また、看護師の人材確保のため、１名分の奨学金

の貸し付けを行いました。 

 続きまして、決算額を申し上げます。申し訳あり

ませんが、戻っていただきまして、１ページ、２

ページをお開き願いたいと思います。 

 令和２年度上富良野町病院事業決算報告書。 

 以下、款ごとの決算額のみ申し上げます。 

 (１)収益的収入及び支出。 

 収入。 

 第１款病院事業収益８億３,９２９万６,２３２

円。 

 支出。 

 第１款病院事業費用９億２,９２８万４,７９０

円。 

 (２)資本的収入及び支出。 

 収入。 

 第１款資本的収入５,０６３万６０７円。 

 支出。 

 第１款資本的支出５,０６３万６０７円。 

 ３ページ以降の各種財務諸表につきましては、御

高覧いただいたものといたしまして、説明を省略さ

せていただきます。 

 以上、令和２年度上富良野町病院事業会計決算の

概要の説明とさせていただきます。 

 御審議賜りまして、御認定くださいますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（村上和子君） 次に、建設水道課長。 

○建設水道課長（狩野寿志君） 続きまして、令和

２年度水道事業会計決算の概要について御説明申し

上げます。 

 令和２年度水道事業会計決算報告書を御覧くださ

い。 

 ７ページをお開き願います。 

 令和２年度上富良野町水道事業報告書。 

 １、概要。 

 （１）総括事項の概要を御説明申し上げます。 

 本事業は、町民が健康な生活を持続していくため

に必要とされる安全で安心な水道水の安定供給を開

始して以来、４８年が経過いたしました。 

 当年度の決算状況については、収益的収支におい

て、収入１億５,８６２万８,７７２円、支出１億

３,３７８万７,０６９円であり、純利益２,４８４
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万１,７０３円で決算することができました。 

 なお、収益的収支については、１１ページ以降の

費用明細書との整合を図るため、消費税を含まない

数字となっておりますので、御承知ください。 

 次に、資本的収支では、収入６,３９９万９,６５

４円、支出１億２,５０４万１,０９３円で、不足す

る額６,１０４万１,４３９円については、過年度分

損益勘定留保資金４,７６１万１,４２５円、当年度

分損益勘定留保資金１,３４３万１４円で補てん

し、事業の推進を図ってまいりました。 

 本年度の収支も黒字決算となりましたが、町内人

口の推移と、節水意識の高まりや飲料水嗜好の多様

化が進み、使用水量は減少傾向にありますが、受益

者負担の原則を堅持するとともに、コンビニ納入な

どの納入方法の利便性を図り、公営企業として健全

な経営に努め、漏水対策や老朽管の更新等維持管理

に万全を期し、安全で安心、良質な水道水の安定供

給に努めてまいります。 

 次に、決算額を申し上げます。 

 申し訳ありませんが、１ページ、２ページをお開

き願います。 

 令和２年度上富良野町水道事業決算報告書。 

 以下、款ごとの決算額のみ申し上げます。 

 （１）収益的収入及び支出。 

 収入。 

 第１款水道事業収益１億７,２３２万８,１３５

円。 

 支出。 

 第１款水道事業費用１億３,９２３万９,７１７

円。 

 （２）資本的収入及び支出。 

 収入。 

 第１款資本的収入６,３９９万９,６５４円。 

 支出。 

 第１款資本的支出１億２,５０４万１,０９３円。 

 さきに概要報告でもお示しいたしましたが、表下

の記載のとおり、資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する額６,１０４万１,４３９円につきまして

は、過年度分損益勘定留保資金４,７６１万１,４２

５円、当年度分損益勘定留保資金１,３４３万１４

円で補てんしております。 

 ３ページ以降の各種財務諸表などにつきまして

は、御高覧いただいているものとして、説明を省略

させていただきます。 

 なお、監査委員の審査に付し、その結果を記載し

てあります審査意見書などをあわせて御高覧いただ

きたいと思います。 

 以上で、令和２年度水道事業会計決算の概要、議

案第１０号上富良野町企業会計決算の認定について

の説明とさせていただきます。 

 御審議賜りまして、御認定くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

────────────────── 

◎決算特別委員会の設置について 

○議長（村上和子君） お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案９号令和２年

度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定について、

議案第１０号令和２年度上富良野町企業会計決算の

認定については、なお十分な審議を要するので、議

長及び議員のうちから選任された監査委員を除く１

２名の委員をもって構成する決算特別委員会を設置

し、地方自治法第９８条第１項の検査権を委任の

上、議会閉会中の継続調査とすることにいたしたい

と思います。 

 御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、１２名の委員をもって構成する

決算特別委員会を設置し、地方自治法第９８条第１

項の検査権を委任の上、議会閉会中の継続調査とす

ることに決定いたしました。 

────────────────── 

◎日程第１５ 議案第１１号 

○議長（村上和子君） 日程第１５ 議案第１１号

上富良野町個人情報保護条例の一部を改正する条例

を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮下正美君） ただいま上程いただき

ました議案第１１号上富良野町個人情報保護条例の

一部を改正する条例につきまして、提案の要旨を御

説明申し上げます。 

 本件は、本年５月１９日に公布されたデジタル社

会形成基本法に関連して、同時に公布されましたデ

ジタル庁設置法及びデジタル社会の形成を図るため

の関係法律の整備に関する法律に基づき、マイナン

バー制度における情報提供ネットワークシステムの

所管官庁が総務省からデジタル庁となったことか

ら、また、いわゆるマイナンバー法の一部改正によ

り、当該条例が引用している部分の条項番号のずれ

が生じたことから、当該条例の一部を改正しようと

するものであります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１１号を御覧ください。 

 議案第１１号上富良野町個人情報保護条例の一部

を改正する条例。 
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 上富良野町個人情報保護条例（平成１３年上富良

野町条例第２号）の一部を次のように改正する。 

 第２７条の８中、「総務大臣」を「内閣総理大

臣」に、「第１９条第７号」を「第１９条第８号

に」、「同条第８号」を「同条第９号」に改める。 

 附則。 

 この条例は公布の日から施行する。 

 以上で、議案第１１号上富良野町個人情報保護条

例の一部を改正する条例の説明といたします。 

 御審議いただき、議決くださいますようお願い申

し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第１１号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第１１号上富良野町個人情報保護条

例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決され

ました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 議案第１２号 

○議長（村上和子君） 日程第１６ 議案第１２号

上富良野町手数料条例の一部を改正する条例を議題

といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（星野耕司君） ただいま上程いた

だきました議案第１２号上富良野町手数料条例の一

部を改正する条例につきまして、提案の要旨を御説

明申し上げます。 

 「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整

備に関する法律」による「行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法律」

の改正に伴い、令和３年９月１日から、地方公共団

体情報システム機構が個人番号カードを発行し、発

行手数料を徴収するように改正されました。 

 個人番号カードの再発行手数料の徴収事務につき

ましては、地方公共団体システム機構との委託契約

に基づき、まちが徴収し、地方公共団体システム機

構へ納入することとなりました。 

 このため、個人番号カードの交付に関する手数料

の規定について削除するため、条例を改正するもの

であります。 

 改正の内容につきましては、別表第２２項の項で

規定している「個人番号カードの交付に関する手数

料 １件につき８００円」を削るものであります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１２号上富良野町手数料条例の一部を改正

する条例。 

 上富良野町手数料条例（平成１２年上富良野町条

例第２号）の一部を次のように改正する。 

 別表中、２２の項を削り、２３の項から６１の項

までを１項ずつ繰り上げる。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行し、令和３年９月

１日から適用する。 

 以上で、議案第１２号上富良野町手数料条例の一

部を改正する条例の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なしと認めます。 

 これから、議案第１２号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第１２号上富良野町手数料条例の一

部を改正する条例は、原案のとおり可決されまし

た。 

────────────────── 

◎日程第１７ 議案第１３号 

○議長（村上和子君） 日程第１７ 議案第１３号

上富良野町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医

療費の助成に関する条例の一部を改正する条例を議

題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（星野耕司君） ただいま上程いた

だきました議案第１３号上富良野町重度心身障害者
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及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の

一部を改正する条例につきまして、提案の要旨を御

説明申し上げます。 

 医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るため

の健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴

い、保険医療機関で療養の給付等を受ける場合の被

保険者資格の確認について、個人番号カードによる

オンライン資格確認が導入されました。 

 これに伴い、保険医療機関における被保険者証等

の提示に係る規定にオンライン資格確認を加えるた

め、所要の改正を行うものであります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１３号上富良野町重度心身障害者及びひと

り親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改

正する条例。 

 上富良野町重度心身障害者及びひとり親家庭等の

医療費の助成に関する条例（昭和５８年上富良野町

条例第３号）の一部を次のように改正する。 

 第７条の見出し中、「受給者証の提示」を「資格

の確認」に改め、同条中、「に被保険者証又は組合

員証及び受給者証を提示する」を「から、電子資格

確認（医療保険各法に規定する電子資格確認をい

う。）又は被保険者証、加入者証、組合員証その他

被扶養者証等の提示（処方せんの提出を含む。）に

より、医療保険各法による被保険者、加入者若しく

は組合員又はその扶養者であることの確認を受け、

及び受給証の提示により受給者であることの確認を

受ける」に改める。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上で、議案第１３号上富良野町重度心身障害者

及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の

説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第１３号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第１３号上富良野町重度心身障害者

及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の

一部を改正する条例は、原案のとおり可決されまし

た。 

────────────────── 

◎日程第１８ 議案第１４号 

○議長（村上和子君） 日程第１８ 議案第１４号

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の

適用に伴う固定資産税の特例に関する条例を議題と

いたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 企画商工観光課長。 

○企画商工観光課長（佐藤雅喜君） ただいま上程

いただきました議案第１４号過疎地域の持続的発展

の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税

の特例に関する条例につきまして、提案の要旨を御

説明申し上げます。 

 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置

法、新過疎法と言われるものですが、この法律が令

和３年４月１日に施行され、本町が過疎地域として

指定されました。 

 急速に進む人口流出や高齢化など、本町が抱える

課題も多い中で、地域の特色を生かし、まちが定め

る過疎地域持続的発展市町村計画に基づいて、総合

的かつ計画的な地域振興策を講じていくものであ

り、本条例案におきましては、産業振興分野の持続

的発展を目的として、雇用機会の創出、拡充、地域

産業人材の育成、確保に努め、もって地域全体の活

性化を目指し、新過疎法の規定に基づいた支援措置

を行うため、本町産業振興区域内にある事業所が行

う新設や増設等の設備投資に関し、固定資産税の課

税免除を特例的に規定する条例を制定するものであ

ります。 

 以下、議案に沿って、その要旨を御説明いたしま

す。 

 議案第１４号を御覧ください。 

 議案第１４号過疎地域の持続的発展の支援に関す

る特別措置法の適用に伴う固定資産税の特例に関す

る条例。 

 趣旨。 

 第１条、この条例は、過疎地域の持続的発展の支

援に関する特別措置法（令和３年法律第１９号。以

下「法」と呼びます。）第２４条の規定に基づき、

本町の産業振興促進及び経済の活性化に資するた

め、上富良野町税条例（昭和２９年条例第１０号）

の特例を定めるものとする。 

 第２条以降は、条文の朗読を省略させていただ

き、条を追ってその概要のみを説明させていただき
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ます。 

 第２条は、固定資産税の課税を免除することがで

きる業種、事業者の資本金の規模による取得等の資

産の下限、課税免除の期間を規定するものであり、

業種につきましては、製造業、旅館業、農林水産物

等販売業などのほか、観光事業施設を営み、本町の

観光振興に供すると認められる業も対象とするもの

であります。 

 また、取得等の資産の下限、投資額につきまして

は、５００万円以上が基本となりますが、対象業種

の一部にあっては、資本金の額によって投資額の下

限が法令の規定に沿って引き上がることを規定し、

第２項の固定資産税の課税免除の期間につきまして

は、取得等によって賦課いたしました年度以降の３

年間を課税免除の対象期間とするものであります。 

 第３条は、課税免除申請の期限を当該課税免除を

受けようとする年の１月３１日までと規定するもの

です。 

 第４条は、課税免除の取り消しを規定するもので

あり、免除を受ける要件を欠くことが明らかになっ

た場合や、虚偽等の申請が認められた場合に適用す

るものであります。 

 第５条は、必要な事項を規則に委任する旨を規定

するものです。 

 次に、附則でありますが、本条例は公布の日から

施行し、令和３年４月１日から適用するものです。 

 以上をもちまして、議案第１４号過疎地域の持続

的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定

資産税の特例に関する条例の御説明といたします。 

 御審議いただき、お認めいただきますようお願い

申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、議案第１４号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第１４号過疎地域の持続的発展の支

援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税の特

例に関する条例は、原案のとおり可決されました。 

 ここで、暫時休憩といたします。 

 再開は１時半でございます。よろしくお願いいた

します。 

─────────────── 

午前１１時３９分 休憩 

午後 １時３０分 再開 

─────────────── 

○議長（村上和子君） 昼食休憩に引き続き、会議

を再開いたします。 

 暑い方はどうぞ上着を脱いでいただいて構いませ

んので、よろしくお願いいたします。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（村上和子君） 諸般の報告をいたさせま

す。 

 各常任委員会及び議会運営委員会において、正副

委員長の互選が行われ、その結果が議長の手元に届

いておりますので、報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（深山 悟君） 各常任委員会及び議会

運営委員会の正副委員長の互選結果を御報告申し上

げます。 

 総務産建常任委員会の委員長に荒生博一議員、副

委員長に北條隆男議員。 

 厚生文教常任委員会の委員長に金子益三議員、副

委員長に佐藤大輔議員。 

 議会運営委員会の委員長に中澤良隆議員、副委員

長に今村辰義議員と決定されました。 

 以上でございます。 

────────────────── 

◎日程第１９ 議案第１６号 

○議長（村上和子君） 日程第１９ 議案第１６号

副町長の選任についてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長斉藤繁君。 

○町長（斉藤 繁君） ただいま上程いただきまし

た議案第１６号副町長の選任につきまして、提案の

理由を御説明させていただきます。 

 副町長の任期につきましては、来たる１０月末を

もって満了となるところであります。 

 現在就任いただいております石田副町長につきま

しては、平成２９年１１月から、引き続き私の就任

後においても、今日まで副町長の任に当たっていた

だいておりますが、この任期満了をもって新たな副

町長を選任することとしたところであります。 

 このことから、今回、新たな副町長といたしまし

て、現在、企画商工観光課長として活躍いただいて

おります佐藤雅喜氏を選任いたしたく、御提案申し

上げるものであります。 
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 佐藤氏につきましては、平成２年、上富良野町役

場に奉職以来、３１年にわたり、各分野において豊

富な行政経験と知見を積まれ、さらに、優れた人

格、識見を有しておりますことから、今般のコロナ

禍を経た中で、新たな社会構造の変化への対応や、

時代に対応した的確な行政運営を図り、これから私

が本格的に進めてまいりたい活力あるまちづくり、

魅力あるまちづくり、持続可能なまちづくりを推進

するため、佐藤雅喜氏には副町長として一層の活躍

を期待するところであり、このたび御提案させてい

ただくところであります。 

 なお、佐藤氏の経歴等につきましては、別添配付

させていただいておりますので、御高覧賜り、参考

としていただければと存じます。 

 以下、議案の朗読をもって御提案させていただき

ます。 

 議案第１６号副町長の選任について。 

 上富良野町副町長に次の者を選任したいので、地

方自治法第１６２条の規定により、議会の同意を求

める。 

 記。 

 住所、上富良野町■■■■■■■■■■■。 

 氏名、佐藤雅喜。■■■■■■■■■■生まれ。 

 以上でございます。 

 御審議賜りまして、御同意賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 本件は、先例により、質疑を省略し、これより討

論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第１６号を採決いたします。 

 議案第１６号副町長の選任については、原案のと

おり選任に同意する方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第１６号副町長の選任については、

原案のとおり任命について同意することに決定いた

しました。 

────────────────── 

◎日程第２０ 議案第１７号 

○議長（村上和子君） 日程第２０ 議案第１７号

教育委員会委員の任命についてを議題といたしま

す。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長斉藤繁君。 

○町長（斉藤 繁君） ただいま上程いただきまし

た議案第１７号教育委員会委員の任命につきまし

て、提案の理由を御説明させていただきます。 

 現在、令和元年１０月より、教育委員１期目を務

めていただいております四釜充啓氏が、前任者の残

任期間として、この９月末をもって任期満了を迎え

るところでありますが、人格、識見とも優れた方で

あり、これまでの御経験をさらに本町の教育行政に

生かしていただきたく、引き続き四釜氏を教育委員

に任命いたしたく、議会の同意をお願いするもので

あります。 

 なお、四釜氏の経歴等につきましては、別添、配

付させていただいておりますので、御高覧を賜り、

参考としていただければと存じます。 

 以下、議案を朗読して御提案させていただきま

す。 

 議案第１７号教育委員会委員の任命について。 

 上富良野町教育委員会委員に次の者を任命したい

ので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第２項の規定により、議会の同意を求める。 

 記。 

 住所、上富良野町■■■■■■■■■■。 

 氏名、四釜充啓。■■■■■■■■■生まれ。 

 以上でございます。 

 御審議賜りまして、御同意賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 本件は、先例により、質疑を省略し、これより討

論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これより、議案第１７号を採決いたします。 

 議案第１７号教育委員会委員の任命について、原

案のとおり任命に同意する方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、議案第１７号教育委員会委員の任命につ

いては、原案のとおり任命について同意することに

決定いたしました。 

────────────────── 

◎日程第２１ 発議案第１号 

○議長（村上和子君） 日程第２１ 発議案第１号

議会広報特別委員会設置に関する決議についてを議

題といたします。 

 提出者から趣旨説明を求めます。 

 ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） ただいま上程いただきまし

た発議案第１号議会広報特別委員会設置に関する決
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議についての趣旨を御説明申し上げます。 

 議会活動の状況を広く住民に知っていただくこと

及び議会広報紙の発行、調査、研究を目的として、

議会広報特別委員会の設置を発議するものでありま

す。 

 それでは、以下、議案の議決項目を朗読し、説明

をさせていただきます。 

 発議案第１号議会広報特別委員会設置に関する決

議について。 

 上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出します。 

 令和３年９月１５日提出、上富良野町議会議長、

村上和子様。 

 提出者、上富良野町議会議員、米沢義英。 

 賛成者、上富良野町議会議員、中瀬実、同じく中

澤良隆。 

 議会広報特別委員会設置に関する決議について。 

 次のとおり、議会広報に関する特別委員会を設置

するものとする。 

 記。 

 名称、議会広報特別委員会。 

 ２、設置の根拠、地方自治法第１０９条及び委員

会条例第５条。 

 ３、目的、議会活動の状況を広く住民に知らせる

ため、議会広報紙の発行及び調査研究を目的とす

る。 

 ４、委員の定数、６人。 

 ５、設置期間、本特別委員会は、議員の任期まで

継続し、閉会中も調査を行うことができるものとす

る。 

 以上で、発議案第１号議会広報特別委員会設置に

関する決議についての説明といたします。 

 御審議いただき、議決いただきますようお願い申

し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって趣旨説明を終

わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、発議案第１号議会広報特別委員会設置に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 お諮りいたします。 

 ただいま設置されました議会広報特別委員会の委

員の選任については、委員会条例第７条第４項の規

定により、議長より指名いたします。 

 元井晴奈君、髙松克年君、中瀬実君、佐藤大輔

君、小林啓太君、小田島久尚君を指名いたします。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました諸君を議会広

報特別委員会の委員に選任することに決定いたしま

した。 

────────────────── 

◎日程第２２ 発議案第２号 

○議長（村上和子君） 日程第２２ 発議案第２号

議員派遣についてを議題といたします。 

 提出者から趣旨説明を求めます。 

 ７番米沢義英君。 

○７番（米沢義英君） ただいま上程いただきまし

た発議案第２号議員派遣についての趣旨を御説明申

し上げます。 

 町内行政調査の実施及び議会懇談会の実施につい

て、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第

１２９条の規定により、議員派遣を発議するもので

あります。 

 それでは、以下、議案の議決項目を朗読し、説明

させていただきます。 

 発議案第２号議員派遣について。 

 上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出します。 

 令和３年９月１５日提出、上富良野町議会議長、

村上和子様。 

 提出者、上富良野町議会議員、米沢義英。 

 賛成者、上富良野町議会議員、中瀬実、上富良野

町議会議員、中澤良隆。 

 議員派遣について、次のとおり、地方自治法第１

００条第１３項及び会議規則１２９条の規定により

議員を派遣する。 

 記。 

 町内行政調査。 

 １、目的、町内の公共施設及び財政援助を行った

施設の現況を視察し、今後の議会活動に資するた

め。 

 ２、派遣場所、上富良野町内。 

 ３、期間、議決の日以降において、１日以内。 

 ４、派遣議員、全議員１４名。 

 ２、議会懇談会。 

 １、目的、議会の監視機能や政策提言などの議会
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活動について、町民や団体と直接意見を交換するた

め。 

 ２、派遣場所、上富良野町内。 

 ３、期間、議決の日から令和３年１２月３１日ま

での間に議長が別に定める。 

 ４、派遣議員、全議員１４名。 

 以上で、発議案第２号議員派遣についての説明と

いたします。 

 御審議いただき、御議決いただきますようお願い

申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって趣旨説明を終

わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、発議案第２号議員派遣については、原案

のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２３ 発議案第３号 

○議長（村上和子君） 日程第２３ 発議案第３号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源

の充実を求める意見についてを議題といたします。 

 提出者から趣旨説明を求めます。 

 ４番中瀬実君。 

○４番（中瀬 実君） ただいま上程いただきまし

た発議案第３号コロナ禍による厳しい財政状況に対

処し地方税財源の充実を求める意見についての趣旨

を御説明申し上げます。 

 本件は、令和３年８月１９日に、北海道町村議会

議長会から、当該意見書の採択と提出の要望書を受

理し、意見書議決を要請されたことから、８月２５

日の議会運営委員会において、所管である総務産建

常任委員会に付託され、９月７日の委員会で慎重審

議いたしました。 

 地方自治体においては、新型コロナウイルス感染

症対策はもとより、地方創生、雇用対策、防災、減

災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、

財政需要の増嵩が見込まれる社会保障等への対応に

迫られており、このために、地方財源の充実が不可

欠でありますので、委員会として採択すべきものと

して意見書を提出することに決定いたしました。 

 それでは、以下、発議案の主要な項目のみを朗読

し、説明といたします。 

 発議案第３号コロナ禍による厳しい財政状況に対

処し地方税財源の充実を求める意見について。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 令和３年９月１５日提出、上富良野町議会議長、

村上和子様。 

 提出者、上富良野町議会議員、中瀬実。 

 賛成者、上富良野町議会議員、中澤良隆。 

 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財

源の充実を求める意見書。 

 意見書趣旨については省略させていただき、記以

降の要望項目については朗読をもって説明をさせて

いただきます。 

 １、令和４年度以降、３年間の地方一般財源総額

については、「経済財政運営と改革の基本方針２０

２０」において、令和３年度地方財政計画の水準を

下回らないよう、実質的に同水準を確保するとされ

ているが、急速な高齢化に伴い、社会保障関係経費

が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合

理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保

すること。 

 ２、固定資産税は市町村の極めて重要な基幹税で

あり、制度の根幹を揺るがす見直しは断じて行わな

いこと。 

 また、生産性革命の実現や、新型コロナウイルス

感染症緊急経済対策として講じられた固定資産税等

に係る特例措置は、本来、国庫補助金等により対応

すべきものであり、今回限りの措置として、期限の

到来をもって確実に終了すること。 

 ３、令和３年度税制改正により講じられた土地に

係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と同額と

する負担調整措置については、令和３年度限りとす

ること。 

 ４、令和３年度税制改正により講じられた自動車

税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長に

ついて、更なる延長は断じて行わないこと。 

 ５、炭素に係る税を創設または拡充する場合に

は、その一部を地方税または地方譲与税として地方

に税源配分すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大

臣、総務大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経済

再生担当大臣に対して提出する。 

 以上で、発議案第３号コロナ禍による厳しい財政

状況に対処し地方税財源の充実を求める意見につい

ての趣旨説明といたします。 
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 御審議をいただき、御議決いただきますようよろ

しくお願いをいたします。 

○議長（村上和子君） これをもって趣旨説明を終

わります。 

 これより質疑に入ります。 

 １番元井晴奈君。 

○１番（元井晴奈君） ちょっと２番、３番、４番

について、ちょっと分からなかったのですけれど

も、これ、今、軽減措置とかを受けている住民に

とっては増税になるという形になるのでしょうか、

ちょっと確認したかったのですけれども。 

○議長（村上和子君） 暫時休憩といたします。 

─────────────── 

午後 １時５４分 休憩 

午後 １時５６分 再開 

─────────────── 

○議長（村上和子君） 休憩を解き、会議を再開い

たします。 

 ４番中瀬実君。 

○４番（中瀬 実君） ただいま元井議員のほうか

ら、今、発議案で意見書を出す中身の中で、いわゆ

る納税者が増税になるのではないか、負担が増える

のではないかというような質問がありましたけれど

も、この件に関しましては、コロナ禍においては減

税をされている部分がもとに戻って、特に納税者が

増税になるというふうなことはありません。という

ことで御理解をいただきたいなと思います。 

○議長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、発議案第３号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、発議案第３号コロナ禍による厳しい財政

状況に対処し地方税財源の充実を求める意見につい

ては、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２４ 発議案第４号 

○議長（村上和子君） 日程第２４ 発議案第４号

国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見に

ついてを議題といたします。 

 提出者から趣旨説明を求めます。 

 ４番中瀬実君。 

○４番（中瀬 実君） ただいま上程いただきまし

た発議案第４号国土強靱化に資する社会資本整備等

に関する意見書についての趣旨を御説明申し上げま

す。 

 本件は、令和３年８月１９日に、北海道町村議会

議長会から、当該意見書の採択と提出の要望書を受

理し、意見書議決を要請されたことから、８月２５

日の議会運営委員会において、所管である総務産建

常任委員会に付託され、９月７日の委員会で慎重審

議をいたしました。 

 道民の安全で安心な暮らしを守ることはもとよ

り、北海道の強みである食や観光に関連する地域が

持つ潜在力が最大限に発揮されるよう、北海道を支

える基盤の確立に向け、防災、減災、国土強靱化に

資する社会資本の整備を図る必要がありますが、地

方財政は依然として厳しい状況にあることから、国

と地方の適切な役割分担のもと、防災、減災、国土

強靱化に必要な予算を安定的かつ継続的に確保する

ことが重要でありますので、委員会として、採択す

べきものとして意見書を提出することに決定をいた

しました。 

 それでは、以下、発議案の主要な項目のみを朗読

し、説明といたします。 

 発議案第４号国土強靱化に資する社会資本整備等

に関する意見書について。 

 上記議案を別記とおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出いたします。 

 令和３年９月１５日提出、上富良野町議会議長、

村上和子様。 

 提出者、上富良野町議会議員、中瀬実。 

 賛成者、上富良野町議会議員、中澤良隆。 

 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見

書。 

 意見書趣旨については省略させていただき、記以

降の要望項目について、朗読をもって説明させてい

ただきます。 

 １、国土強靱化に資する社会資本の整備・管理が

長期的、安定的に進められるよう、公共事業関連予

算の所要額を確保するとともに、地域の実態に鑑

み、予算を重点配分すること。 

 ２、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加

速化対策」を計画的に進めるために必要な予算・財

源を確保すること。 

 ３、「防災・減災、国土強靱化に向けた道路の５

か年対策プログラム」に基づく橋りょう、トンネル

等の老朽化対策を推進するため、点検・診断・補修

などのメンテナンスサイクルを確立し、予防保全を
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含む戦略的な維持管理・更新事業を行うための技術

的支援の充実を図ること。 

 ４、新広域道路交通計画に基づき、高規格道路に

ついては、着手済みの区間の早期開通、未着手区間

の早期着手及び暫定２車線区間の４車線化といった

機能強化を図ること。 

 また、高規格道路と平行する国道とのダブルネッ

トワークの構築などによるリダンダンシーの確保

や、道路の防災対策などによる耐災害性の強化を推

進するほか、重要物流道路のさらなる指定を図るこ

と。 

 ５、冬期交通における安全性の確保、通学路など

の交通安全対策、無電柱化の推進、安全で快適な自

転車利用環境の創出、北海道観光の振興に向けた道

路交通環境の整備など、地域の暮らしや経済活動を

支える道路の整備や管理の充実を図ること。 

 ６、維持管理に活用可能な交付金制度を創設する

とともに、公共施設の長寿命化について、全ての管

理施設の点検や診断、補修、更新が交付対象となる

よう、採択要件を緩和するなど、地方負担の軽減を

図ること。 

 ７、冬期における円滑な交通確保のため、除排雪

に必要な予算を確保することとともに、老朽化が進

行している除雪機等の計画的な更新・増強が可能と

なるよう、財政支援を強化すること。 

 ８、十勝岳噴火災害や活断層による地震に備え、

避難施設、避難路などの整備及び泥流対策事業につ

いて、必要な予算の確保、地方負担を軽減する財政

支援の充実、強化を図ること。 

 ９、堤防・護岸整備などの対策をより一層加速す

るため、粘り強い堤防等の整備に関する交付金制度

の充実や、準用河川改修の事業要件緩和、小規模河

川改修に対応した財政、技術支援制度などの創設な

ど、「流域治水」の取り組みに必要な財政支援をさ

らに強化すること。 

 １０、災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のた

め、北海道開発局及び開発建設部の人員体制の充

実・強化を図ること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書

を、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務

大臣、総務大臣、国土交通大臣、国土強靱化担当大

臣に対して提出する。 

 以上で、発議案第４号国土強靱化に資する社会資

本整備等に関する意見についての趣旨説明といたし

ます。 

 御審議いただき、御議決いただきますようよろし

くお願いをいたします。 

○議長（村上和子君） これをもって趣旨説明を終

わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、発議案第４号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、発議案第４号国土強靱化に資する社会資

本整備等に関する意見については、原案のとおり可

決されました。 

────────────────── 

◎日程第２５ 発議案第５号 

○議長（村上和子君） 日程第２５ 発議案第５号

コロナ禍における農畜産物の消費拡大及び高温・干

ばつによる農作物被害対策を求める意見についてを

議題といたします。 

 提出者から趣旨説明を求めます。 

 ４番中瀬実君。 

○４番（中瀬 実君） ただいま上程いただきまし

た発議案第５号コロナ禍における農畜産物の消費拡

大及び高温・干ばつによる農作物被害対策を求める

意見書についての趣旨を御説明申し上げます。 

 本件は、令和３年８月３１日に、上富良野町農民

連盟から、当該意見書の採択と提出の要望書を受理

し、意見書議決を要請されたことから、議会運営委

員会において所管である総務産建常任委員会に付託

され、９月７日の委員会で慎重審議をいたしまし

た。 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、観光需

要の落ち込みや、人流抑制による中食、外食産業の

低迷、さらに、農業においても、農畜産物価格の低

下と需要の減少を招いており、価格回復と需要喚起

対策の強化が不可欠となっています。 

 本年は、本道では７月から８月上旬にかけて、記

録的な高温、少雨の気候が続いたことから、農作物

全般に被害が及んでおり、大幅な収量減少が見込ま

れている作物が多数あるほか、野菜は収穫時期に高

温障がい等で廃耕する圃場、定植直後の苗は潅水作

業が追いつかず枯れるなどの大きな影響が出ていま

す。 

 さらに、酪農、畜産においても、飼料作物が成育

停滞から枯れ始め、収量が半分以下に落ち込むこと

も予想され、今後の生乳生産への影響が危惧されて
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います。 

 一方、水稲においては、豊作基調でありますが、

高温による乳白粒の発生などの品質低下が心配さ

れ、加えて、令和２年度産の過剰在庫で米価が下落

が懸念されておりますので、次年度に向けての営農

継続が図られるよう、委員会として採択すべきもの

として意見書を提出することに決定をいたしまし

た。 

 それでは、以下、発議案の主要な項目のみを朗読

し、説明といたします。 

 発議案第５号コロナ禍における農畜産物の消費拡

大及び高温・干ばつによる農作物被害対策を求める

意見について。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 令和３年９月１５日提出、上富良野議会議長、村

上和子様。 

 提出者、上富良野町議会議員、中瀬実。 

 賛成者、上富良野町議会議員、中澤良隆。 

 コロナ禍における農畜産物の消費拡大及び高温・

干ばつによる農作物被害対策を求める意見書。 

 意見書趣旨については省略させていただき、記以

降の要望項目については、朗読をもって説明をさせ

ていただきます。 

 １、コロナ禍における農畜産物の消費拡大対策等

の強化について。 

 新型コロナウイルスの危機的な感染拡大により、

緊急事態宣言が２１都道府県に拡大され、北海道で

も３度の緊急事態宣言の発令となったことから、一

刻も早くコロナ禍を収束させる効果的な対策と、農

畜産物の価格回復や消費拡大対策を強化すること。 

 あわせて、米の需要減少などのコロナ禍の影響

で、令和２年度の食料自給率が過去最低の３７％と

なったことから、食料安全保障の観点に立って、国

の責務のもと、水田対策予算の確保と実効性ある米

の需給調整対策を講じること。 

 ２、高温・干ばつによる農作物の被害対策につい

て。 

 営農継続に向けた経営安定対策の強化。 

 高温・干ばつの影響で農作物の大幅な収量減少が

見込まれていることから、損害認定を迅速に行い、

農業共済金の早期支払いなどの対応を図ること。 

 また、野菜を含む畑作物については、廃棄や品質

低下が顕著なことから、次年度の営農継続が図られ

るよう、無利子・無担保の資金融通、無利子資金へ

の借り換えなど、金融対策を最大限に講ずること。 

 ２、次年度以降の種子馬鈴しょの確保。 

 種子ほ場においても、高温・干ばつによる収量減

少が懸念され、次年度以降の種子馬鈴しょについて

は、恒常的な種子不足に拍車をかけるおそれがあ

り、安定的な生産体制が図られる種子の確保対策を

講ずること。 

 ３、酪農・畜産経営の安定に向けた対策の強化。 

 高温・干ばつで牧草やデントコーンなどの収量減

少や品質低下が見込まれ、酪農では、生乳生産量の

減少や乳質低下、畜産では、栄養価の少ない粗飼料

による発育への影響が今後危惧されることから、酪

農・畜産経営の安定に向け、代替飼料の確保及び価

格差補てん等の対策を講じること。 

 ４、灌漑システムの整備、散水・潅水資材などへ

の支援。 

 記録的な高温・干ばつが続いたことから、被害農

家からは、畑地への灌漑対策を求める声が高まって

おり、灌漑システムの整備を図るとともに、高額な

リールマシンなどの散水機や潅水資材等への助成な

ど、万全な支援策を講ずること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書

を、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務

大臣、農林水産大臣に対して提出する。 

 以上で、発議案第５号コロナ禍における農畜産物

の消費拡大及び高温・干ばつによる農作物被害対策

を求める意見書についての趣旨説明とさせていただ

きます。 

 御審議をいただき、御議決いただきますようお願

いを申し上げます。 

○議長（村上和子君） これをもって趣旨説明を終

わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。 

 これから、発議案第５号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、発議案第５号コロナ禍における農畜産物

の消費拡大及び高温・干ばつによる農作物被害対策

を求める意見については、原案のとおり可決されま

した。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（村上和子君） 諸般の報告をいたさせま

す。 
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 議会広報特別委員会において、正副委員長の互選

が行われて、その結果が議長の手元に届いておりま

すので、報告いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（深山 悟君） 議会広報特別委員会の

正副委員長の互選結果を御報告いたします。 

 議会広報特別委員会の委員長に小林啓太議員、副

委員長に元井晴奈議員と決定されました。 

 以上でございます。 

────────────────── 

◎日程第２６ 閉会中の継続調査 

     申し出について 

○議長（村上和子君） 日程第２６ 閉会中の継続

調査申し出についてを議題といたします。 

 議会運営委員長並びに各常任委員長から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において、別紙

配付の閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決定いたしました。 

────────────────── 

◎閉 会 宣 告             

○議長（村上和子君） 以上をもって、本定例会に

付議された案件の審議は、全て終了いたしました。 

 これにて、令和３年第３回上富良野町議会定例会

を閉会といたします。 

午後 ２時２０分 閉会 
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